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鳥島や日本最南端の沖ノ鳥島を含む大小219島が点在しており、こ
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島、神津島、三宅島、 御蔵島、八丈島、青ヶ島と小笠原諸島の父

島、母島の計11島を総称して東京都島嶼部と呼ばれている。

これらの島々は、青い海、真っ白な砂浜、切り立った崖、緑豊かな

山と息を呑む大自然、豊かな文化にあふれ、訪れる人を魅了し続け
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■ 

八
丈
島
と
の
縁

俺
は
親
父
が
海
上
自
衛
隊
の
自
衛
官
だ
っ
た

か
ら
、
幼
い
こ
ろ
は
、
徳
島
、
岩
国
、
宇
都
宮
、

館
山
と
転
勤
に
次
ぐ
転
勤
。
親
父
が
亡
く
な
っ

て
か
ら
、
高
校
生
ま
で
お
袋
の
実
家
が
あ
る
鹿

児
島
で
育
っ
た
。
そ
の
頃
は
、
家
か
ら
海
ま
で

電
車
で
二
駅
（
約
七
km
）
の
距
離
で
、
中
学
時

代
は
チ
ャ
リ
ン
コ
、
高
校
時
代
は
バ
イ
ク
で
海

に
よ
く
遊
び
に
行
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
環
境
で

育
っ
た
か
ら
、
海
や
釣
り
、
自
然
の
中
で
遊
ぶ

こ
と
は
今
で
も
好
き
。

八
丈
島
に
は
、
三
～
四
年
前
か
ら
釣
り
に
行

く
よ
う
に
な
っ
て
、
釣
り
船
の
船
頭
や
シ
イ
タ

ケ
農
家
等
地
元
の
人
達
と
親
し
く
な
っ
た
。
そ

の
縁
で
、平
成
二
九
年
七
月
に
「
自
然
と
マ
ナ
ー
。

八
丈
島
大
使
」
に
就
任
し
た
。

八
丈
島
は
、
東
京
か
ら
飛
行
機
で
一
時
間
弱

と
手
軽
に
行
け
る
の
が
魅
力
、
少
し
の
休
み
で

遊
び
に
行
け
る
。
海
が
好
き
、
潜
る
の
が
好
き
、

釣
り
が
好
き
、
と
い
う
人
な
ら
八
丈
島
に
行
か

な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
。

■ 

島
自
慢
の
美
味

島
に
は
、
本
州
に
は
な
い
旨
い
も
の
が
沢
山

あ
る
。
メ
ダ
イ
な
ど
地
物
の
魚
を
漬づ

け
に
し
て
、

芥か
ら
し子
が
塗
っ
て
あ
る「
島
寿
司
」。
あ
れ
は
む
ち
ゃ

く
ち
ゃ
旨
い
。
俺
八
丈
島
で
一
番
旨
い
と
思
っ

て
い
て
Ｎ
ｏ.

1
じ
ゃ
な
い
？
島
寿
司
は
絶
対
食

べ
て
ほ
し
い
な
。

お
土
産
で
は
、
や
っ
ぱ
り
く
さ
や
が
有
名
だ

ね
。
そ
れ
じ
ゃ
当
た
り
前
す
ぎ
る
か
ら
、
変
わ

り
種
を
二
つ
紹
介
し
よ
う
か
。
一
つ
は
「
く
さ

や
の
ふ
り
か
け
」、
そ
ん
な
に
臭
わ
な
い
か
ら
、

苦
手
な
人
で
も
ご
飯
に
か
け
て
美
味
し
く
食
べ

ら
れ
る
。
も
う
一
つ
は
「
く
さ
や
の
チ
ー
ズ
」

こ
れ
が
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
旨
い
。
癖
の
あ
る
モ
ノ

同
士
を
併
せ
る
発
想
が
絶
妙
だ
よ
。

■ 

八
丈
島
を
遊
び
倒
す

八
丈
島
の
釣
り
で
は
、“
ア
カ
ハ
タ
”
し
か
狙

わ
な
い
。
大
き
い
の
は
体
長
五
〇
cm
位
だ
っ
た

か
な
。
高
級
魚
の
ア
カ
ハ
タ
だ
け
ど
、
今
の
と

こ
ろ
八
丈
島
で
は
ボ
ウ
ズ
は
な
い
よ
。
釣
っ
た

魚
は
地
元
料
理
屋
の「
梁
り
ょ
う

山ざ
ん

泊ぱ
く

」に
持
ち
込
ん
で
、

刺
身
と
煮
付
け
に
し
て
も
ら
っ
て
地
元
の
焼
酎

で
一
杯
や
る
。
海
へ
行
っ
て
魚
釣
り
し
て
、
釣

果
を
あ
て
に
酒
を
飲
ん
で
寝
て
、
翌
日
ま
た
海

へ
、
最
高
の
休
日
だ
よ
。

他
に
は
、
ゴ
ル
フ
も
面
白
い
。
シ
ョ
ー
ト
コ
ー

ス
だ
け
ど
、
海
を
眼
下
に
打
て
る
「
八
丈
島
シ
ー

サ
イ
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」
が
あ
る
。
行
っ
て
み

な
よ
凄
い
か
ら
。
大
自
然
相
手
で
シ
ョ
ー
ト
コ
ー

ス
な
の
に
簡
単
に
は
パ
ー
を
取
ら
せ
て
く
れ
な

い
、
気
分
は
も
う
全
英
オ
ー
プ
ン
だ
よ
。

釣
り
も
ゴ
ル
フ
も
同
じ
で
、
同
じ
こ
と
が
二

度
は
起
き
な
い
の
が
、
自
然
を
相
手
に
遊
ぶ
魅

力
か
な
。
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
、
そ
の
中
で

経
験
を
積
ん
で
、
前
よ
り
少
し
戦
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
く
、
こ
れ
が
醍
醐
味
。

■ 

大
人
が
先
頭
切
っ
て
遊
ぼ
う

大
人
が
先
頭
切
ら
な
い
と
子
供
は
付
い
て
来

な
い
。
大
人
が
遊
び
に
行
こ
う
ぜ
と
誘
う
と
、

結
構
付
い
て
く
る
。
高
校
生
位
に
な
っ
た
ら
な

か
な
か
来
な
く
な
る
け
ど
、
不
思
議
な
も
の
で
、

ど
こ
か
で
ま
た
思
い
出
す
。
昔
親
父
に
連
れ
て

行
か
れ
た
な
、
ま
た
釣
り
や
っ
て
み
よ
う
か
な

と
か
言
い
出
す
か
ら
、
子
供
の
頃
に
い
ろ
い
ろ

経
験
さ
せ
て
お
い
た
方
が
い
い
よ
。

俺
は
子
供
の
遊
び
に
乗
ら
な
い
、
俺
の
遊
び

場
に
子
供
達
を
連
れ
て
行
く
。
だ
か
ら
、
う
ち

の
子
供
の
夏
休
み
の
自
由
研
究
は
、
毎
年
海
で

釣
っ
た
魚
の
魚
拓
だ
っ
た
な
。
子
供
の
た
め
っ

て
構
え
る
必
要
な
ん
か
な
く
て
、
自
分
が
や
り

た
い
こ
と
、
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
子
供
を
連
れ

て
行
っ
て
一
緒
に
遊
べ
ば
い
い
。
楽
し
ん
で
い

る
親
の
姿
を
み
て
子
供
は
勝
手
に
育
つ
か
ら
。

た
だ
、
遊
び
だ
っ
て
続
け
て
い
な
い
と
、
変

な
話
、
腕
が
鈍
る
。
急
に
竹
馬
乗
れ
っ
て
言
わ

れ
て
も
乗
れ
な
い
よ
？
俺
達
は
ず
っ
と
キ
ャ
ン

プ
や
釣
り
を
し
て
遊
ん
で
い
る
か
ら
、
仲
間
も

い
る
し
、
道
具
も
揃
っ
て
い
て
、
日
程
さ
え
決

ま
れ
ば
簡
単
。
そ
れ
が
、
普
段
全
然
遊
ん
で
い

な
い
と
、
急
に
八
丈
島
だ
ぞ
、
ほ
ら
遊
べ
っ
て

言
わ
れ
て
も
遊
べ
な
い
よ
。
だ
か
ら
、
忙
し
い

か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
ず
つ
で
も
遊

哀川 翔（俳優）

インタビュー

島を舞台に、大人こそ本気で遊ぼう
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ん
だ
ほ
う
が
い
い
よ
。
継
続
は
力
な
り
っ
て
ね
。

■ 

発
見
の
魅
力

島
に
遊
び
に
行
く
と
き
は
、
地
元
の
方
の
遊

び
に
混
ぜ
て
も
ら
う
感
覚
が
い
い
。
島
の
人
達

は
島
を
愛
し
て
い
る
か
ら
、
あ
ま
り
荒
ら
さ
れ

た
く
な
い
と
い
う
想
い
が
根
底
に
あ
る
。
一
方

で
観
光
客
に
来
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
想
い
も

あ
る
。

八
丈
島
に
は
、
手
つ
か
ず
の
場
所
が
沢
山
あ

る
。
ち
ょ
っ
と
裏
山
に
入
る
だ
け
で
、
綺
麗
な

川
の
水
と
赤
腹
の
イ
モ
リ
が
見
つ
か
る
。
こ
れ

を
隠
し
た
ま
ま
残
し
て
お
い
て
、
そ
ん
な
隠
れ

た
魅
力
を
発
見
す
る
楽
し
み
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

海
も
い
わ
ゆ
る
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
じ
ゃ
な
く
て
、

素
潜
り
と
か
釣
り
と
か
、
自
分
で
工
夫
で
き
て
、

新
た
な
発
見
に
出
会
え
る
遊
び
、
そ
ん
な
魅
力

を
発
信
で
き
な
い
か
な
。

地
元
の
人
に
は
、
海
で
泳
い
で
釣
り
す
る
こ

と
は
当
た
り
前
過
ぎ
て
価
値
が
あ
る
と
思
え
な

い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
例
え
ば
、
防
波
堤
で

シ
マ
ア
ジ
が
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
釣
れ
る
。
う
ち
の

子
供
な
ん
か
入
れ
食
い
状
態
で
百
何
十
匹
も

釣
っ
た
。
あ
ん
な
の
地
元
の
人
に
は
当
た
り
前

で
も
都
会
の
子
供
な
ん
か
感
動
も
ん
で
一
生
忘

れ
な
い
よ
。

俺
の
夢
は
、
八
丈
島
に
あ
る
二
〇
〇
人
位
乗

れ
そ
う
な
長
い
防
波
堤
で
、
大
釣
り
大
会
を
開

催
す
る
こ
と
！
も
し
実
現
し
て
、
東
京
か
ら
の

参
加
者
と
地
元
の
人
が
、
あ
の
防
波
堤
の
上
に

ず
ら
っ
と
並
ん
で
一
緒
に
釣
り
し
て
遊
べ
た
ら
、

き
っ
と
最
高
だ
よ
。

■哀川 翔×篠原信一×地元の方々 底土海岸での清掃活動で意気投合「やったぜ！」

■ お土産の小笠原諸島母島の「海底熟成ラム
Mother」を手にパチリ

哀
川
　
翔
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

一
九
六
一
年
生
ま
れ
。
一
世
風
靡
セ
ピ
ア
の
一

員
と
し
て
「
前
略
、
道
の
上
よ
り
」
で
レ
コ
ー

ド
デ
ビ
ュ
ー
。

T
V
ド
ラ
マ
や
映
画
・
舞
台
、
Ｖ
シ
ネ
の
帝

王
と
し
て
東
映
Ｖ
シ
ネ
マ
な
ど
で
活
躍
し
、

二
五
〇
本
以
上
の
作
品
に
出
演
。

一
九
九
九
年
に
「
第
八
回
日
本
映
画
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
大
賞
」、
二
〇
〇
二
年
に
は

「
第
一
回
Ｄ
Ｖ
シ
ネ
マ
大
賞
」
で
そ
れ
ぞ
れ
最

優
秀
主
演
男
優
賞
を
、
又
二
〇
〇
四
年
に
「
第

一
三
回
日
本
映
画
批
評
家
大
賞
」
で
ベ
ス
ト

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
賞
を
、
二
〇
〇
五
年
に
は

主
演
一
〇
〇
本
目
の
記
念
作
品
『
ゼ
ブ
ラ
ー
マ

ン
』
で
「
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
優
秀
主
演
男
優

賞
」
を
受
賞
。

演
技
以
外
で
も
映
画
「
S
S
」
で
出
会
っ
た
凄

腕
ラ
リ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
に
感
動
し
、
二
〇
〇
八

年
に
は
自
身
の
ラ
リ
ー
チ
ー
ム
「
S
h
o
w 

A
i
k
a
w
a 

W
o
r
l
d 

R
a
l
l
y 

T
e
a
m
」
を
始
動
。
同
年
、
W
R
C
ラ
リ
ー

ジ
ャ
パ
ン
初
挑
戦
で
見
事
完
走
を
果
た
し
、
N

三
ク
ラ
ス
一
位
を
獲
得
、
様
々
な
レ
ー
ス
に
参

戦
。

芸
能
界
で
は
兄
貴
と
し
て
慕
わ
れ
、
釣
り
、
ゴ

ル
フ
、
キ
ャ
ン
プ
を
は
じ
め
多
彩
な
趣
味
を
持

ち
、
特
に
業
界
屈
指
の
昆
虫
愛
好
家
（
カ
ブ
ト

ム
シ
な
ど
）
兼
実
業
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

家
族
は
妻
、
三
男
二
女
。
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／全日本空輸（株）／東邦航空（株）／基礎自治体、観光協会等

東京都島嶼部 伊豆諸島 伊豆諸島 小笠原諸島
大 島 利 島 新 島 式 根 島 神 津 島 三 宅 島 御 蔵 島 八 丈 島 青 ヶ 島 父 島 母 島

島嶼部写真

基礎自治体 町村 大 島 町 利 島 村 新 島 村 ← 神 津 島 村 三 宅 村 御 蔵 島 村 八 丈 町 青 ヶ 島 村 小 笠 原 村 ←

地理 東京からの距離 km 109 134 151 157 172 180 199 287 358  984  1,032 

島の面積 m2 90.73 4.12 22.97 3.67 18.24 55.26 20.54 69.11 5.96  23.45  19.88 

島の周囲 km 49.8 7.7 41.6 12.2 33.3 38.3 16.4 58.9 9.0  52.0  58.0 

島の人口 （2015） 人 7,884 337 2,749 ← 1,891 2,482 335 7,613 178  3,022 ←

島の世帯 （2015） 世帯 3,947 194 1,261 ← 791 1,483 194 3,913 125  1,517 ←

日平均気温 （2017） ℃ 16.4 － 17.5 － 16.9 17.8 － 17.7 －  23.4 －

年間降水量 （2017） mm 3,387.0 1,928.5 2,105.0 － 1,903.5 2,597.5 － 3,203.5 2,771.5  1,657.5  1,752.5 

平均風速 （2017） m/s 4.9 － 4.8 － 5.9 5.5 － 4.6 －  3.3 －

産業 第１次産業就業者数 （2015） 人 244 42 70 ← 162 100 4 639  8  170 ←

第２次産業就業者数 （2015） 人 694 43 314 ← 171 282 51 629  45  328 ←

第３次産業就業者数 （2015） 人 3,043 154 1,100 ← 734 1,014 162 2,771  85  1,622 ←

地価公示の平均価格（住宅地） （2018） 千円 /m2 10 － 7 ← 7 9 － 9 －  41 ←

地価公示の平均価格（商業地） （2018） 千円 /m2 45 － 9 ← 10 11 － 31 －  75 ←

土木費（目的別歳出） （2016） 百万円 1,576 174 451 ← 263 406 113 831  21  224 ←

港湾取扱貨物量 （2017） トン  227,340  81,617  77,813 －  37,693  41,968  40,012  142,365  18,994  54,551  19,560 

漁業生産量 （2014） トン 265 34 227 ← 790 212 7 1,060  12  381  154 

漁業生産額 （2014） 百万円 250 63 260 ← 999 216 9 941  8  353  197 

インフラ 道路（都町村道の実延長） （2015） km  498.9  27.7  138.1  4.6  79.1  134.6  21.4  488.9  37.1  36.6  13.5 

バス 民営バス － 村営バス（無料） － 村営バス 村営バス － 町営バス － 村営バス －

港湾 港  3  1  1  1  1  2  1  3  2  1  1 

漁港 港  5 －  2  2  1  5 －  6 －  1  1 

空港 空港  1 －  1 －  1  1 －  1 － － －

ヘリポート 箇所  1  1  1  1 －  1  1 －  1 － －

海岸（一般・港湾・漁港） 海岸  15  2  7  1  3  6 2  10  1 － －

電力（発電所） 内燃力 内燃力 内燃力 新島から海底送電 内燃力 内燃力 内燃力，水力 内燃力，地熱 内燃力 内燃力 内燃力

水道 （2017） 水道，簡易水道 簡易水道 簡易水道 新島から海底送水 簡易水道 簡易水道 簡易水道 水道，簡易水道 簡易水道 簡易水道 簡易水道

ガス LP ガス LP ガス LP ガス LP ガス LP ガス LP ガス LP ガス LP ガス LP ガス LP ガス LP ガス

通信（携帯電話） （2017） 町役場周辺等可 村役場周辺等可 村役場周辺等可 村役場周辺等可 村役場周辺等可 村役場周辺等可 村役場周辺等可 町役場周辺等可 村役場周辺等可 村役場周辺等可 村役場周辺等可

通信（ブロードバンド） （2017） 海底光ファイバー
ケーブル

マイクロ無線
ADSL

マイクロ無線
ADSL

マイクロ無線
ADSL

海底光ファイバー
ケーブル

海底光ファイバー
ケーブル

海底光ファイバー
ケーブル

海底光ファイバー
ケーブル

マイクロ無線
ADSL

海底光ファイバー
ケーブル

海底光ファイバー
ケーブル

交通
船 （2018）

飛行機 （2018） － － － － － －

ヘリコプター （2018） － － － － －

入港船舶隻数 （2017） 隻  4,108  1,323  1,540  1,551  4,064  380  524  1,018  191  8,878  2,595 

船客乗降人員 （2017） 人  452,800  15,023  56,881 －  45,630  20,278  15,382  34,385  2,452  123,808  28,097 

旅客数（飛行機） （2017） 人  18,694
（調布－大島） －  33,206

（調布－新島） －  23,707
（調布－神津島）

 25,450 
（調布－三宅島） － 181,970

（羽田－八丈島） － － －

旅客数（ヘリコプター） （2017） 人 －  2,360
（大島－利島） － － －  2,207

（大島－三宅島）
 3,900

（三宅島－御蔵島）
 2,729

（御蔵島－八丈島）
 5,526

（八丈島－青ヶ島） － －

観光 来島者数 （2016） 人  229,668  8,057  48,953  24,385  41,488  44,316  10,807  110,642  4,131  29,641  10,550 

観光客数 （2016） 人  198,596  3,228  44,181  23,465  36,347  35,449  7,642  81,659  1,943  20,995  4,386 

１人当たり消費額 （2016） 円  18,355  21,536  28,872  29,678  19,324  18,786  14,645  46,431  32,367  124,012  44,581 

郷土料理・名産品 島焼酎、島寿司、島塩、
くさや、明日葉、ラム

唐辛子醤油
オオサヤエンドウ
椿油

特大サザエ
はばのり
椿油

赤イカやきそば
あめりか芋
新島ガラス

赤イカやきそば
いももち
すり身たたき

あぶらき
キンメダイ
多幸湧水

島おむすび
島あさりカレー
テングサ

「御蔵の源水」
「塩ミルクジェラート」
島桑・島ツゲ

「くさやチーズ」
ブド
黄八丈

青酎（あおちゅう）
クジラヨ
鳥鍋

小笠原国産コーヒー豆
アオウミガメ料理
アカバのみそ汁

「Mother」
島レモン
パッションフルーツ

見どころ バームクーヘン 7 神社 1 寺 モヤイ像 連絡船「にしき」 星空観察会 火山体験遊歩道 イルカウォッチング 海中散歩 二重カルデラ ドルフィンスイム ホエールウォッチング

海水浴場 － －  

主な山（標高） m 三原山（758） 宮塚山（508） 宮塚山（432） カンビキ山（99） 天上山（572） 雄山（775） 御山（851） 八丈富士（854） 大凸部（423） 中央山（319） 乳房山（463）

温泉 － －  サウナ － －
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出典：＜写真提供＞東京都港湾局／伊豆小笠原諸島の港湾・漁港・空港・海岸、H28年3月、東京都港湾局／東京港港勢（島しょ港湾を含む）、H29年（2017年）、東京都／東京都の水産、H27年版、東京
都産業労働局／伊豆小笠原諸島沿岸海岸保全基本計画、H29年4月、東京都／各支庁管内概況（大島、三宅、八丈、小笠原）、H29年、東京都／平成30年地価公示価格（東京都分）、H30年3月、東京都財務
局／東京諸島の概要（伊豆諸島・小笠原諸島）、H29年、東京都島嶼町村会／2016離島統計年報CD-ROM版、H30年3月、公益財団法人日本離島センター／東京愛らんど市場、2018年4月号、公益財団法

東京都島嶼部 伊豆諸島 伊豆諸島 小笠原諸島
大 島 利 島 新 島 式 根 島 神 津 島 三 宅 島 御 蔵 島 八 丈 島 青 ヶ 島 父 島 母 島

島嶼部写真

基礎自治体 町村 大 島 町 利 島 村 新 島 村 ← 神 津 島 村 三 宅 村 御 蔵 島 村 八 丈 町 青 ヶ 島 村 小 笠 原 村 ←

地理 東京からの距離 km 109 134 151 157 172 180 199 287 358  984  1,032 

島の面積 m2 90.73 4.12 22.97 3.67 18.24 55.26 20.54 69.11 5.96  23.45  19.88 

島の周囲 km 49.8 7.7 41.6 12.2 33.3 38.3 16.4 58.9 9.0  52.0  58.0 

島の人口 （2015） 人 7,884 337 2,749 ← 1,891 2,482 335 7,613 178  3,022 ←

島の世帯 （2015） 世帯 3,947 194 1,261 ← 791 1,483 194 3,913 125  1,517 ←

日平均気温 （2017） ℃ 16.4 － 17.5 － 16.9 17.8 － 17.7 －  23.4 －

年間降水量 （2017） mm 3,387.0 1,928.5 2,105.0 － 1,903.5 2,597.5 － 3,203.5 2,771.5  1,657.5  1,752.5 

平均風速 （2017） m/s 4.9 － 4.8 － 5.9 5.5 － 4.6 －  3.3 －

産業 第１次産業就業者数 （2015） 人 244 42 70 ← 162 100 4 639  8  170 ←

第２次産業就業者数 （2015） 人 694 43 314 ← 171 282 51 629  45  328 ←

第３次産業就業者数 （2015） 人 3,043 154 1,100 ← 734 1,014 162 2,771  85  1,622 ←

地価公示の平均価格（住宅地） （2018） 千円 /m2 10 － 7 ← 7 9 － 9 －  41 ←

地価公示の平均価格（商業地） （2018） 千円 /m2 45 － 9 ← 10 11 － 31 －  75 ←

土木費（目的別歳出） （2016） 百万円 1,576 174 451 ← 263 406 113 831  21  224 ←

港湾取扱貨物量 （2017） トン  227,340  81,617  77,813 －  37,693  41,968  40,012  142,365  18,994  54,551  19,560 

漁業生産量 （2014） トン 265 34 227 ← 790 212 7 1,060  12  381  154 

漁業生産額 （2014） 百万円 250 63 260 ← 999 216 9 941  8  353  197 

インフラ 道路（都町村道の実延長） （2015） km  498.9  27.7  138.1  4.6  79.1  134.6  21.4  488.9  37.1  36.6  13.5 

バス 民営バス － 村営バス（無料） － 村営バス 村営バス － 町営バス － 村営バス －

港湾 港  3  1  1  1  1  2  1  3  2  1  1 

漁港 港  5 －  2  2  1  5 －  6 －  1  1 

空港 空港  1 －  1 －  1  1 －  1 － － －

ヘリポート 箇所  1  1  1  1 －  1  1 －  1 － －

海岸（一般・港湾・漁港） 海岸  15  2  7  1  3  6 2  10  1 － －

電力（発電所） 内燃力 内燃力 内燃力 新島から海底送電 内燃力 内燃力 内燃力，水力 内燃力，地熱 内燃力 内燃力 内燃力

水道 （2017） 水道，簡易水道 簡易水道 簡易水道 新島から海底送水 簡易水道 簡易水道 簡易水道 水道，簡易水道 簡易水道 簡易水道 簡易水道

ガス LP ガス LP ガス LP ガス LP ガス LP ガス LP ガス LP ガス LP ガス LP ガス LP ガス LP ガス

通信（携帯電話） （2017） 町役場周辺等可 村役場周辺等可 村役場周辺等可 村役場周辺等可 村役場周辺等可 村役場周辺等可 村役場周辺等可 町役場周辺等可 村役場周辺等可 村役場周辺等可 村役場周辺等可

通信（ブロードバンド） （2017） 海底光ファイバー
ケーブル

マイクロ無線
ADSL

マイクロ無線
ADSL

マイクロ無線
ADSL

海底光ファイバー
ケーブル

海底光ファイバー
ケーブル

海底光ファイバー
ケーブル

海底光ファイバー
ケーブル

マイクロ無線
ADSL

海底光ファイバー
ケーブル

海底光ファイバー
ケーブル

交通
船 （2018）

飛行機 （2018） － － － － － －

ヘリコプター （2018） － － － － －

入港船舶隻数 （2017） 隻  4,108  1,323  1,540  1,551  4,064  380  524  1,018  191  8,878  2,595 

船客乗降人員 （2017） 人  452,800  15,023  56,881 －  45,630  20,278  15,382  34,385  2,452  123,808  28,097 

旅客数（飛行機） （2017） 人  18,694
（調布－大島） －  33,206

（調布－新島） －  23,707
（調布－神津島）

 25,450 
（調布－三宅島） － 181,970

（羽田－八丈島） － － －

旅客数（ヘリコプター） （2017） 人 －  2,360
（大島－利島） － － －  2,207

（大島－三宅島）
 3,900

（三宅島－御蔵島）
 2,729

（御蔵島－八丈島）
 5,526

（八丈島－青ヶ島） － －

観光 来島者数 （2016） 人  229,668  8,057  48,953  24,385  41,488  44,316  10,807  110,642  4,131  29,641  10,550 

観光客数 （2016） 人  198,596  3,228  44,181  23,465  36,347  35,449  7,642  81,659  1,943  20,995  4,386 

１人当たり消費額 （2016） 円  18,355  21,536  28,872  29,678  19,324  18,786  14,645  46,431  32,367  124,012  44,581 

郷土料理・名産品 島焼酎、島寿司、島塩、
くさや、明日葉、ラム

唐辛子醤油
オオサヤエンドウ
椿油

特大サザエ
はばのり
椿油

赤イカやきそば
あめりか芋
新島ガラス

赤イカやきそば
いももち
すり身たたき

あぶらき
キンメダイ
多幸湧水

島おむすび
島あさりカレー
テングサ

「御蔵の源水」
「塩ミルクジェラート」
島桑・島ツゲ

「くさやチーズ」
ブド
黄八丈

青酎（あおちゅう）
クジラヨ
鳥鍋

小笠原国産コーヒー豆
アオウミガメ料理
アカバのみそ汁

「Mother」
島レモン
パッションフルーツ

見どころ バームクーヘン 7 神社 1 寺 モヤイ像 連絡船「にしき」 星空観察会 火山体験遊歩道 イルカウォッチング 海中散歩 二重カルデラ ドルフィンスイム ホエールウォッチング

海水浴場 － －  

主な山（標高） m 三原山（758） 宮塚山（508） 宮塚山（432） カンビキ山（99） 天上山（572） 雄山（775） 御山（851） 八丈富士（854） 大凸部（423） 中央山（319） 乳房山（463）

温泉 － －  サウナ － －
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手
段
は
、
航
路
と
航
空
路
の
二
つ
で
す
。

先
ず
は
航
路
で
す
が
、
伊
豆
・
小
笠
原
諸

島
は
国
内
で
も
稀
な
厳
し
い
気
象
条
件
に
あ

り
、
東
京
都
は
長
年
に
亘
っ
て
港
湾
、
漁
港

整
備
を
行
い
な
が
ら
生
活
と
産
業
を
支
え
る

航
路
の
確
保
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

就
航
率
を
上
げ
る
た
め
の
工
夫
と
し
て
、

大
島
・
新
島
・
神
津
島
・
三
宅
島
・
八
丈
島

の
大
離
島
及
び
式
根
島
で
は
、
一
つ
の
島
に

二
つ
の
港
湾
を
整
備
す
る
一
島
二
港
方
式
を

採
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
方
式
で
は
、
島
を
防

波
堤
に
見
立
て
て
、
反
対
側
の
位
置
に
も
う

一
つ
の
港
湾
を
作
り
、
海
象
条
件
に
よ
り
片

方
の
港
に
接
岸
で
き
な
い
場
合
は
、
反
対
側

の
港
に
接
岸
す
る
こ
と
で
就
航
率
を
高
め
て

い
ま
す
。
利
島
、
御
蔵
島
、
青
ヶ
島
で
は
、

一
港
二
突
堤
方
式
を
採
り
、
岸
壁
自
体
が
互

い
に
防
波
堤
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
一
つ

の
港
に
平
行
し
て
二
箇
所
の
突
堤
式
の
岸
壁

を
整
備
し
て
い
ま
す
。

本
土
か
ら
伊
豆
諸
島
へ
の
航
路
は
主
に
三

つ
あ
り
、
東
京
竹
芝
か
ら
大
島
・
利
島
・
新

島
・
式
根
島
・
神
津
島
を
結
ぶ
北
部
航
路
、

東
京
竹
芝
か
ら
三
宅
島
・
御
蔵
島
・
八
丈
島

を
結
ぶ
南
部
航
路
、
伊
豆
下
田
か
ら
利
島
・

新
島
・
式
根
島
・
神
津
島
を
結
ぶ
下
田
～
神

一
．
東
京
都
の
島
し
ょ
部
が

　
　

果
た
す
役
割

東
京
の
島
々
は
、
美
し
い
自
然
に
恵
ま

れ
、「
真
珠
の
首
飾
り
」
に
も
例
え
ら
れ
る

貴
重
な
癒
し
の
空
間
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

海
洋
立
国
日
本
の
要
衝
で
も
あ
り
ま
す
。

伊
豆
諸
島
は
、
東
京
か
ら
約
一
〇
〇
km
か

ら
三
五
〇
km
の
南
方
海
上
に
位
置
し
、
九
島

の
有
人
離
島
及
び
そ
の
他
の
無
人
島
が
点
在

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
笠
原
諸
島
は
、
東

京
か
ら
約
一
〇
〇
〇
km
の
南
方
洋
上
に
南
北

に
散
在
す
る
三
〇
余
の
島
か
ら
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
東
京
都
の
島
し
ょ
部
の
存
在
に
よ

り
確
保
さ
れ
て
い
る
海
域
は
、
日
本
全
体
の

領
海
の
約
一
一
・
六
％
、
排
他
的
経
済
水
域

の
約
三
八
％
に
及
び
ま
す
。
こ
の
海
域
は
、

豊
富
な
水
産
資
源
は
も
と
よ
り
、
レ
ア
ア
ー

ス
や
地
熱
発
電
等
、
新
た
な
資
源
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
開
発
・
利
用
の
面
で
も
大
き
な
可
能

性
を
有
し
て
お
り
、
国
益
を
維
持
す
る
上
で

非
常
に
重
要
な
地
域
で
す
。

二
．
本
土
と
島
を
結
ぶ
イ
ン
フ
ラ

伊
豆
・
小
笠
原
諸
島
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス

津
島
航
路
が
あ
り
ま
す
。

北
部
航
路
を
走
る
船
が
「
さ
る
び
あ
丸
」

で
す
。
旅
客
定
員
八
一
六
人
の
大
型
客
船

で
、
竹
芝
か
ら
大
島
（
最
短
所
要
時
間
：
六

時
間
）、利
島
（
七
時
間
三
五
分
）、新
島
（
八

時
間
三
〇
分
）、
式
根
島
（
九
時
間
）、
神
津

島
（
九
時
間
五
五
分
）
の
順
に
運
航
し
て
い

ま
す
。

北
部
航
路
に
は
大
型
船
だ
け
で
な
く
、

ジ
ェ
ッ
ト
船
も
就
航
し
て
い
ま
す
。
ジ
ェ
ッ

ト
船
は
、
水
中
翼
の
揚
力
に
よ
り
船
体
を
海

面
か
ら
浮
き
上
が
ら
せ
て
走
る
た
め
、
波
の

影
響
を
受
け
に
く
く
、
揺
れ
の
少
な
い
点
が

特
徴
で
す
。
ま
た
、
喫
水
（
船
が
航
行
で
き

る
水
深
）
が
浅
い
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
岸
壁

へ
接
岸
で
き
、
小
回
り
も
効
く
た
め
就
航
率

の
高
さ
が
強
み
で
す
。
こ
う
し
た
特
性
を
活

か
し
、
東
日
本
大
震
災
や
大
島
豪
雨
災
害
時

に
は
来
島
客
を
短
時
間
で
本
土
へ
輸
送
し
活

躍
し
ま
し
た
。
ジ
ェ
ッ
ト
船
は
、
竹
芝
～
大

島
間
を
最
短
一
時
間
四
五
分
、
竹
芝
～
利
島

間
を
二
時
間
二
五
分
、
竹
芝
～
新
島
・
式
根

島
間
を
二
時
間
二
〇
分
、
竹
芝
～
神
津
島
間

を
三
時
間
五
分
で
運
航
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
東
京
竹
芝
か
ら
八
丈
島
ま
で
の
南

部
航
路
で
運
航
さ
れ
て
い
る
の
が
大
型
客
船

島
し
ょ
部
の
交
通
と
物
流

特
集
2

東
京
都
　
港
湾
局
　
離
島
港
湾
部

■ジェット船：セブンアイランド愛（東海汽船株式会社提供）
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の
「
橘
丸
」
で
す
。
こ
の
航
路
は
、
太
平
洋

上
に
孤
立
し
て
点
在
し
て
い
る
三
宅
島
・
御

蔵
島
及
び
八
丈
島
と
本
土
を
結
ぶ
唯
一
の
海

上
路
と
し
て
長
い
歴
史
的
経
緯
を
持
つ
と
共

に
、
島
民
に
と
っ
て
は
本
土
と
の
連
絡
の
足

と
し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
就
航
し
て
い
る
橘
丸
の
船
体

は
三
代
目
で
、
平
成
二
六
年
に
就
航
し
ま
し

た
。
竹
芝
か
ら
三
宅
島
（
最
短
所
要
時
間
：

六
時
間
三
〇
分
）、
御
蔵
島
（
七
時
間
二
五

分
）、
八
丈
島
（
十
時
間
二
〇
分
）
の
順
に

運
航
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
は
、
下
田
か
ら
利
島
・
新
島
・

式
根
島
・
神
津
島
を
結
ぶ
航
路
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
航
路
は
本
土
と
四
島
を
繋
ぐ
最
短

航
路
と
し
て
、
下
田
市
及
び
周
辺
地
域
と
の

人
的
交
流
、
商
用
、
医
療
機
関
の
利
用
等
の

旅
客
輸
送
は
も
と
よ
り
、
島
で
生
産
さ
れ
る

農
水
産
物
の
出
荷
及
び
生
活
物
資
、
工
事
関

連
資
材
の
輸
送
等
の
物
流
を
含
め
、
島
民
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
生
活
航
路
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
航
路
を
走
っ
て
い
る
の
が

「
フ
ェ
リ
ー
あ
ぜ
り
あ
」
で
、カ
ー
フ
ェ
リ
ー

の
た
め
車
の
航
送
も
可
能
で
す
。

小
笠
原
諸
島
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
は
現
状

航
路
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
竹
芝
と
父
島

間
を
運
航
し
て
い
る
の
が
「
お
が
さ
わ
ら

丸
」
で
、
現
在
運
航
し
て
い
る
船
体
は
平
成

二
八
年
に
就
航
し
た
ば
か
り
の
新
し
い
船
で

す
。
こ
の
航
路
は
、
島
民
生
活
の
移
動
手
段

や
生
活
必
需
物
資
の
移
入
及
び
地
場
産
業
で

あ
る
島
し
ょ
産
物
の
輸
送
手
段
と
し
て
、
か

つ
重
要
な
観
光
産
業
を
担
う
交
通
機
関
と
し

て
必
要
不
可
欠
な
航
路
で
す
。
竹
芝
・
父
島

間
の
所
要
時
間
は
約
二
四
時
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。

本
土
か
ら
母
島
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
父
島

で
「
は
は
じ
ま
丸
」
に
乗
り
継
ぎ
、
二
時
間

ほ
ど
で
到
着
し
ま
す
。
父
島
・
母
島
航
路
は
、

両
島
を
結
ぶ
唯
一
の
旅
客
定
期
航
路
で
あ

り
、
旅
客
の
往
復
に
利
用
さ
れ
て
い
る
他
、

生
活
必
需
物
資
の
輸
送
を
担
っ
て
お
り
、
母

島
島
民
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
不

可
欠
な
航
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。

を
導
入
し
、
翌
三
〇
年
度
に
は
対
象
を
大

島
・
新
島
・
神
津
島
を
結
ぶ
航
空
路
（
北
部

航
空
路
）
に
も
拡
大
し
ま
し
た
。

今
後
も
港
湾
・
漁
港
・
空
港
及
び
海
岸
保

全
施
設
の
整
備
等
に
取
り
組
む
と
共
に
、
航

路
・
航
空
路
事
業
者
と
協
力
し
な
が
ら
島
民

生
活
の
安
定
と
向
上
・
産
業
の
活
性
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、「
島
は
不

便
」
と
の
先
入
観
を
取
り
除
き
、
観
光
客
の

利
便
性
と
来
島
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る

方
策
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て
新

た
な
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

航
空
路
は
、
調
布
飛
行
場
か
ら
大
島
・
新

島
・
神
津
島
・
三
宅
島
空
港
に
小
型
機
（
ド

ル
ニ
エ
機
）
が
運
航
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

八
丈
島
空
港
に
は
、
羽
田
空
港
か
ら
定
員
約

一
七
〇
名
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
運
航
し
て
お

り
、
所
要
時
間
は
通
常
五
十
五
分
で
す
。

三
．
東
京
都
の
施
策

東
京
都
で
は
、
航
路
に
対
し
て
は
南
部
航

路
と
下
田
～
神
津
島
航
路
及
び
父
島
・
母
島

航
路
に
補
助
金
を
支
出
し
、
航
路
の
維
持
改

善
を
図
っ
て
い
ま
す
。
航
空
路
に
関
し
て

は
、
島
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
平

成
二
九
年
度
よ
り
三
宅
島
・
八
丈
島
を
結
ぶ

航
空
路
（
南
部
航
空
路
）
に
島
民
運
賃
割
引■八丈島神湊港に接岸中の橘丸

■大型客船：橘丸（東海汽船株式会社提供）

東京都港湾局離島港湾部
　東京都港湾局離島港湾部は、東京都の島しょの港湾、漁港、空港及び海
岸に関する事務事業を所管しています。
　伊豆諸島は、東京から約 100 ～ 600 ㎞南方洋上に散在する大島、三宅島、
八丈島などからなり、総面積約 300k ㎡、22,744 人の住民が生活されています。
　また、小笠原諸島は、東京から約 1,000 ～ 1,700 ㎞南方洋上に散在する父
島、母島などの島からなり、終戦後は米軍の管轄下にありましたが、昭和
43 年 6月に我が国に返還され、現在は総面積約 104k ㎡、2,610 人の住民
が生活されています。
　これらの島の港湾、漁港、空港及び海岸の整備は、交通輸送の確保、産
業基盤づくりという点で島民の生活に欠くことができないことから、厳しい自
然条件を克服しながら、着実に事業を進めています。
� ※住民数：平成 30 年 4 月 1日現在住民基本台帳人口より
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小
笠
原
諸
島
は
、
東
京
か
ら
南
に
約

一
〇
〇
〇
キ
ロ
の
太
平
洋
上
に
あ
る
大
小

三
〇
余
の
島
々
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
範
囲
は
広
大
で
、
日
本
が
有
す
る
排
他

的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
の
お
よ
そ
三
割
は

小
笠
原
諸
島
の
島
々
で
確
保
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
日
本
最
東
端
の
南
鳥
島
と
、
最

南
端
の
沖
ノ
鳥
島
は
小
笠
原
諸
島
に
属
し
て

お
り
、
国
境
離
島
と
し
て
も
大
変
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
国
境
離
島
と
い
う
と

近
づ
き
難
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
役

割
と
は
裏
腹
に
、「
父
島
」「
母
島
」「
兄
島
」

「
妹
島
」
な
ど
、
家
族
名
が
付
け
ら
れ
た
島

も
数
多
く
親
し
み
や
す
い
一
面
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、「
婿
（
む
こ
）
島
」
と
「
嫁
島
」

の
間
に
は
「
媒
（
な
こ
う
ど
）
島
」
が
鎮
座

す
る
な
ど
、
島
影
を
眺
め
て
い
る
だ
け
で

も
、
先
人
の
遊
び
心
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来

る
の
が
小
笠
原
諸
島
の
特
徴
で
す
。

小
笠
原
諸
島
は
亜
熱
帯
に
属
し
て
い
る
た

め
、
特
に
夏
の
暑
さ
が
厳
し
い
イ
メ
ー
ジ
を

持
た
れ
て
い
る
方
が
多
い
の
で
す
が
、
実
際

に
は
、
夏
の
平
均
最
高
気
温
は
三
〇
．
五
度

と
、
東
京
二
三
区
よ
り
も
過
ご
し
や
す
い
く

ら
い
で
す
。
更
に
、
亜
熱
帯
で
あ
り
、
本
土

か
ら
も
遠
く
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
杉
や

檜
の
花
粉
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。こ

の
よ
う
に
、
過
ご
し
や
す
い
環
境
に
恵

ま
れ
た
小
笠
原
諸
島
で
す
が
、
有
人
島
と
し

て
の
歴
史
は
そ
れ
ほ
ど
古
く
あ
り
ま
せ
ん
。

小
笠
原
諸
島
に
初
め
て
人
が
定
住
し
た
の
は

太
平
洋
で
の
捕
鯨
が
盛
ん
に
な
っ
た
一
九
世

紀
の
こ
と
で
す
。
当
時
、
捕
鯨
船
の
中
継
基

地
と
し
て
開
発
が
進
ん
だ
ハ
ワ
イ
諸
島
な
ど

と
同
様
に
、
捕
鯨
船
と
の
交
易
を
生
業
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
二
〇
数
名
の
欧
米
人

と
太
平
洋
諸
島
民
が
江
戸
時
代
後
期
の

一
八
三
〇
年
（
文
政
一
三
年
）
に
ハ
ワ
イ
か

ら
父
島
に
入
植
し
た
の
が
定
住
の
始
ま
り
で

す
。
し
か
し
、
最
初
の
定
住
者
が
日
本
人
で

心
、
動
く
島
。
小
笠
原

特
集
3

根
岸
　
康
弘
（
一
般
社
団
法
人 

東
京
諸
島
観
光
連
盟

小
笠
原
村
観
光
局 

事
務
局
長
）

■ペリー来航記念碑
1853 年、アメリカ合衆国東インド艦隊司令官ペリー提督が父島二見
港に寄港。

■南島 扇池
「沈水カルスト地形」という特殊な地形が創り出す幻想的な風景は新
東京百景の一つ。

■父島二見港とおがさわら丸
二見港は父島の玄関口。おがさわら丸は本土と小笠原諸島（父島）を結ぶ唯一の交通手段。定期便は概ね週に一
往復、航海時間は片道約 24 時間。
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は
な
か
っ
た
こ
と
を
ご
存
知
の
方
は
あ
ま
り

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
。
更
に
、「
黒
船
来

航
」
で
有
名
な
マ
シ
ュ
ー
・
ペ
リ
ー
提
督
が

日
本
に
開
国
を
迫
る
た
め
浦
賀
に
入
港
し
た

こ
と
は
多
く
の
学
校
で
学
び
ま
す
が
、
そ
れ

以
前
に
父
島
に
寄
港
し
、
米
国
領
有
を
宣
言

す
る
と
共
に
、
自
身
が
所
有
す
る
捕
鯨
船
用

に
石
炭
貯
蔵
用
地
を
購
入
し
て
い
た
事
実
を

紹
介
す
る
教
科
書
は
殆
ど
存
在
し
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
激
戦
地
と
し

て
有
名
な
「
硫
黄
島
」
が
小
笠
原
諸
島
に
属

し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
の
方
も
多
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
上
陸
戦
こ
そ
な
か
っ
た
も
の

の
、
司
令
部
が
置
か
れ
た
父
島
や
母
島
も
空

襲
な
ど
の
攻
撃
を
受
け
、
一
九
四
四
年
（
昭

和
一
九
年
）
に
は
、
小
笠
原
諸
島
の
全
島
民

が
本
土
へ
強
制
疎
開
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
終
戦
と
同
時
に
米
軍
占
領
下
に
置
か
れ

た
小
笠
原
諸
島
は
、
一
九
六
八
年
（
昭
和

四
三
年
）
の
日
本
復
帰
（
返
還
）
ま
で
の
間
、

欧
米
系
と
呼
ば
れ
る
一
部
島
民
を
除
き
、
一

切
の
帰
島
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
悲
し

い
歴
史
も
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
ユ
ニ
ー
ク
且
つ
知
ら
れ
て
い

な
い
歴
史
を
数
多
く
有
す
る
小
笠
原
諸
島
で

す
が
、
二
〇
一
一
年
に
国
内
で
四
番
目
の
ユ

ネ
ス
コ
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

で
、「
自
然
」
が
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
小
笠
原
諸
島
の
自
然
と
い
え

ば
、
多
く
の
ダ
イ
バ
ー
を
魅
了
し
て
き
た
多

種
多
様
な
魚
た
ち
や
、
愛
嬌
た
っ
ぷ
り
で
癒

し
を
提
供
し
て
く
れ
る
イ
ル
カ
、
圧
倒
的
な

存
在
感
を
誇
る
ク
ジ
ラ
や
、
生
命
の
尊
さ
を

教
え
て
く
れ
る
ウ
ミ
ガ
メ
な
ど
、「
海
」
の

自
然
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
が
多
い
の
で
す

が
、
ユ
ネ
ス
コ
が
世
界
遺
産
級
の
自
然
と
評

価
し
た
の
は
海
域
で
は
な
く
陸
域
の
生
態
系

で
し
た
。
島
が
誕
生
し
て
以
来
、
他
の
陸
地

■ザトウクジラのブリーチング
体長 10m 以上、20 〜 30 トンもある巨体が突然音もなく海面から飛び出して宙を舞う姿は圧巻。

■アオウミガメの産卵
小笠原諸島は日本最大のアオウミガメの繁殖地。

■オガサワラオカモノアラガイ
殻が小さく退化してナメクジ状になり、半透明のゼリーのような姿をしている。
進化の過程を示す見本的存在。

■ドルフィンスイム
一年を通じて出会うことのできるイルカは観光客だけでなく島民にとってもアイドル的存在。

■ヒメカタマイマイ
カタツムリ王国とも言うべき小笠原にあって、固有陸産貝類を代表する存在。
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と
陸
続
き
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
絶
海
の
孤

島
で
は
、
奇
跡
的
に
辿
り
着
い
た
生
物
が
隔

絶
さ
れ
た
環
境
に
適
応
し
て
い
く
過
程
で
、

地
球
上
で
唯
一
無
二
な
存
在
で
あ
る
「
固
有

種
」
へ
と
進
化
し
ま
す
。
小
笠
原
諸
島
の
場

合
、
特
異
稀
な
生
態
系
の
代
表
的
な
存
在
と

し
て
陸
産
貝
類
（
＝
カ
タ
ツ
ム
リ
）
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
固
有
種
率
は
実
に
九
四

%
に
も
上
り
ま
す
。
元
々
は
同
じ
姿
か
た
ち

を
し
て
い
た
も
の
が
、
夫
々
の
生
活
環
境
に

適
応
し
て
い
く
中
で
、
全
く
異
な
る
も
の
に

進
化
し
た
姿
を
身
近
に
観
察
で
き
る
の
は
小

笠
原
観
光
の
醍
醐
味
の
一
つ
で
す
。

し
か
し
、
小
笠
原
観
光
の
醍
醐
味
は
そ
れ

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
の
中
に
は
「
1

番
」
と
い
う
響
き
に
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
方

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
笠
原
諸
島
は

ま
さ
に
「
1
番
」
が
非
常
に
多
い
と
こ
ろ
で

も
あ
る
の
で
す
。
前
述
の
南
鳥
島
や
沖
ノ
鳥

島
は
日
本
の
1
番
東
と
1
番
南
の
島
で
す

が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
日
本
で
1
番
早
い
初

日
の
出
や
、
日
本
で
1
番
早
く
元
旦
に
海
開

き
が
行
わ
れ
ま
す
。
更
に
、
国
内
で
最
初
に

ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
の
も

小
笠
原
諸
島
で
す
。
ま
た
、
日
本
国
内
で
星

空
が
1
番
綺
麗
に
見
え
る
場
所
に
二
年
連
続

で
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
魅
力
満
載
の
小
笠
原
諸
島
に

は
、
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
年
）
の
日
本

返
還
直
後
よ
り
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
方
々

が
移
り
住
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現

在
で
は
全
島
民
の
八
～
九
割
が
移
住
者
と
い

う
人
口
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
移
住
者
は

島
に
移
り
住
ん
で
き
た
時
期
に
応
じ
て
、「
新

島
民
」「
新
新
島
民
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
強

制
疎
開
前
か
ら
住
ん
で
い
る
「
旧
島
民
」
と

共
に
小
笠
原
特
有
の
文
化
を
育
ん
で
い
ま

す
。か

く
言
う
私
も
移
住
者
の
一
人
で
す
。
学

生
時
代
に
旅
行
で
訪
れ
た
海
外
で
、
そ
れ
も

外
国
人
旅
行
者
か
ら
小
笠
原
諸
島
の
魅
力
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で

二
〇
〇
〇
年
（
平
成
一
二
年
）
に
初
訪
島
し

ま
し
た
。
初
め
て
降
り
立
っ
た
父
島
は
日
本

ぽ
く
な
い
け
れ
ど
海
外
で
も
な
い
、
な
ん
と

も
表
現
が
し
難
い
不
思
議
な
と
こ
ろ
で
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
滞
在
で
味
わ
っ
た

カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
は
、
今
ま
で
巡
っ
て

き
た
海
外
の
ど
の
場
所
よ
り
も
大
き
く
、
強

烈
な
印
象
と
し
て
二
〇
年
近
く
経
っ
た
今
で

も
鮮
明
に
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
縁
が
あ
り
二
〇
〇
五
年
（
平
成
一
七

年
）
に
念
願
の
小
笠
原
移
住
を
果
た
し
た
わ

■都道最南端
北緯 26 度 37 分、東経 142 度 11 分。東京都が管理する都道 241 号線の最
南端。

■父島の星空
日本国内で星空が 1 番綺麗に見える場所に 2 年連続で選出。南十字星やカノープスも観望できる。

■父島湾岸通り
南国情緒たっぷりの父島のメインストリートには飲食店や土産物店が立ち
並ぶ。

■東京都最南端のバス停
小笠原村営バスの停留所「小港海岸」。父島南部にある絶景スポット「ジョンビーチ」
への遊歩道はここが起点。
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け
で
す
が
、
実
際
に
生
活
し
て
み
る
と
、
更

に
数
多
く
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
先
ず
は
曜
日
感
覚

が
違
う
こ
と
。
概
ね
週
に
一
便
の
定
期
船
し

か
本
土
と
の
交
通
手
段
が
な
い
小
笠
原
で

は
、
定
期
船
の
入
港
日
が
週
初
め
、
定
期
船

が
出
港
す
る
と
週
末
の
始
ま
り
と
い
う
感
じ

で
す
。
繁
忙
期
を
除
き
、
定
期
船
は
島
に
四

日
間
の
停
泊
な
の
で
、
感
覚
的
に
は
四
勤
三

休
と
い
う
感
じ
で
す
。
本
土
に
比
べ
一
日
得

し
た
気
分
を
味
わ
え
る
の
で
す
。
ま
た
、
昼

休
み
も
独
特
で
す
。
島
内
の
多
く
の
組
織
が

一
時
間
半
の
昼
休
憩
を
採
用
し
て
い
る
の
で

す
が
、
多
く
の
家
族
が
親
も
子
供
も
一
旦
帰

宅
し
て
家
族
で
一
緒
に
昼
飯
を
食
べ
ま
す
。

天
気
が
よ
く
、
ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ
の
目
撃
情

報
が
入
れ
ば
、
船
を
出
し
て
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

を
楽
し
み
な
が
ら
の
弁
当
昼
食
に
早
変
わ
り

な
ん
て
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
食
後
に
ひ
と
泳

ぎ
し
て
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
午
後
の
仕
事
や
学
校

に
戻
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
小
笠
原
の
日
常

生
活
で
す
。

そ
ん
な
島
生
活
に
憧
れ
て
、
ま
た
、
そ
ん

な
環
境
で
の
子
育
て
を
希
望
さ
れ
て
全
国
各

地
か
ら
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
ワ
ン
ル
ー

ム
で
も
六
万
円
以
上
す
る
家
賃
は
決
し
て
安

く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
新
た
な
生

活
や
人
生
を
求
め
て
移
住
さ
れ
て
く
る
方
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
、
島
を
引

き
上
げ
る
方
が
一
定
数
い
る
の
も
事
実
で

す
。
国
境
離
島
で
あ
る
小
笠
原
諸
島
は
他
の

島
嶼
地
域
に
比
べ
て
公
務
員
人
口
の
比
率
が

高
い
の
で
す
が
、
国
や
東
京
都
、
警
察
や
自

衛
隊
な
ど
の
公
務
員
家
族
は
赴
任
期
間
が
終

了
す
る
と
島
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で

す
。
こ
の
よ
う
な
理
由
も
あ
り
、
小
笠
原
島

民
の
人
口
は
二
六
〇
〇
人
程
度
、
平
均
年
齢

は
四
〇
歳
程
度
と
若
い
で
す
。
過
疎
化
、
高

齢
化
に
苦
し
む
全
国
の
島
嶼
地
域
か
ら
す
る

と
信
じ
難
い
状
況
が
小
笠
原
の
常
識
だ
っ
た

り
し
ま
す
。

私
は
仕
事
の
都
合
上
、
観
光
客
の
方
々
と

接
す
る
機
会
が
多
い
の
で
す
が
、
何
度
か
島

を
訪
れ
て
い
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
ん
に

は
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
訪
島
目
的
の
変
化
で
す
。
初
訪
島
の
き
っ

か
け
は
イ
ル
カ
や
ク
ジ
ラ
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

な
ど
、
自
然
を
目
的
に
さ
れ
た
方
が
圧
倒
的

に
多
い
の
で
す
が
、
訪
島
回
数
を
重
ね
る
ほ

ど
、
島
民
と
の
再
会
を
一
番
の
目
的
に
挙
げ

ら
れ
る
方
が
多
く
な
り
ま
す
。
日
頃
、
企
業

戦
士
と
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
で

戦
う
方
々
に
と
っ
て
、
数
年
前
ま
で
同
じ
よ

う
な
環
境
で
戦
っ
て
い
た
人
が
、
島
で
正
反

対
の
生
活
を
始
め
、
そ
れ
ま
で
と
は
大
き
く

異
な
る
幸
福
感
を
持
っ
て
人
生
を
謳
歌
し
て

い
る
姿
を
見
た
り
話
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と

は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
と
同
時
に
、
英
気
を

養
う
の
に
格
好
の
機
会
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
そ
し
て
も
う
一
つ
、
小
笠
原
旅
行
の

特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
女
性
の
一
人

旅
が
多
い
こ
と
で
す
。
一
昔
前
ま
で
は
、
一

人
で
旅
行
さ
れ
て
い
る
女
性
を
見
掛
け
る
と

心
配
し
た
り
敬
遠
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
小
笠
原
諸
島
で
は
数

多
く
の
女
性
が
一
人
旅
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
船
内
で
二
四
時
間
、
現
地
で

三
泊
四
日
を
共
に
す
る
他
の
観
光
客
の
方
々

と
旅
の
途
中
で
意
気
投
合
し
、
復
路
の
船
内

で
は
一
〇
名
を
超
え
る
方
々
と
車
座
に
な
っ

て
宴
会
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
姿
を
よ
く
お
見

掛
け
し
ま
す
。

さ
て
、
前
述
に
あ
る
よ
う
に
特
異
な
歴
史

的
背
景
か
ら
多
様
な
文
化
を
育
ん
で
き
た
小

笠
原
諸
島
は
、
本
年
、
日
本
復
帰
（
返
還
）

か
ら
五
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
五
〇
周
年

と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
た
小
笠
原
村
で

は
「
夢
受
け
継
い
で
五
〇
年
、
未
来
へ
羽
ば

た
け
小
笠
原
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
、
歴
史
と
伝
統
を
振
リ
返
る
と
同
時
に
、

郷
土
へ
の
誇
り
と
愛
着
が
高
ま
る
よ
う
な
島

の
魅
力
を
再
認
識
し
て
次
世
代
に
受
け
継
ぐ

た
め
の
各
種
活
動
、
行
事
を
島
内
外
で
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
記
事
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
が
少
し

で
も
小
笠
原
諸
島
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
そ
し
て
、
将
来
、
小
笠

原
に
お
越
し
に
な
ら
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

小
笠
原
村
観
光
局
と
し
て
少
し
で
も
お
手
伝

い
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
限
り
で

す
。根岸 康弘　プロフィール

（ねぎし やすひろ）

一般社団法人 東京諸島観光連盟　
小笠原村観光局 事務局長

東京都世田谷区出身。2000 年に観光で訪
れた小笠原の魅力に魅せられ 2005 年に移
住。それ以来、一貫して小笠原の観光振興
に従事。母島、父島の観光協会での経験を
生かして、現在は本土側に設立した小笠原
村観光局にてセミナー活動、メディア対応、
イベント実施など、小笠原観光の活性化を目
的としたセールス ·PR 活動に従事している。

■母島東港付近戦跡
第二次世界大戦中に日本軍が築いた大砲や防空壕が亜熱帯の森の中にひっそりと眠っている。
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■  

八
丈
島
に
お
け
る
地
熱
発
電
の

取
り
組
み　

～
八
丈
町
取
材
～

一
．
八
丈
島
の
概
要

八
丈
島
は
、
東
京
の
南
方
二
八
七
km
に
位

置
し
、
人
口
約
七
五
〇
〇
人
、
平
均
気
温

一
七
．
八
℃
、
面
積
六
九
．
一
一
km2

の
島
で

す
。
八
丈
富
士
と
三
原
山
の
二
つ
の
火
山
体

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
産
業
は
、
花
卉

園
芸
な
ど
の
農
業
、
漁
業
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
な

ど
の
観
光
業
が
発
達
し
て
い
ま
す
（
図
1
、

写
真
1
）。

二
．
地
熱
発
電
の
経
緯

八
丈
島
の
地
熱
発
電
は
、
平
成
元
年
に

N
E
D
O
（
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）
の
調
査

が
全
島
に
お
い
て
行
わ
れ
、
本
島
の
南
方
に

位
置
す
る
中
之
郷
で
、
地
熱
資
源
が
有
望
視

さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、八
丈
町
は
通
商
産
業
省
（
現
・

経
済
産
業
省
）
へ
地
熱
開
発
の
働
き
か
け
を

行
い
、
並
行
し
て
温
泉
開
発
や
排
熱
利
用
型

農
業
温
室
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

八
丈
島
地
熱
発
電
所
は
、
平
成
一
一
年
三

月
に
定
格
出
力
三
三
〇
〇
kW
の
施
設
と
し
て

東
京
電
力
に
よ
り
運
転
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
初
の
離
島
に
お
け
る
地
熱
発
電
所
と
な

り
ま
し
た
（
写
真
2
）。

八丈島八丈小島

八
丈
島
の
地
熱
利
用

特
集
４

広
報
委
員
　
日
比
　
理
智

■図 1 八丈島

■写真 2 八丈島地熱発電所

■写真１ 八丈島（左：八丈小島、右：八丈富士）
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三
．
八
丈
島
の
電
力
供
給

八
丈
島
は
、
本
州
や
近
隣
の
島
と
送
電
線

が
つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
無
く
、
島
で

使
わ
れ
て
い
る
電
気
は
全
て
島
内
で
発
電
さ

れ
て
い
ま
す
。

島
の
電
力
は
、
約
二
五
％
が
地
熱
発
電
と

な
っ
て
お
り
、
ベ
ー
ス
電
源
と
し
て
発
電
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
は
内
燃
力
発
電

所
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
、
総
出
力
一
一
一
〇

〇
kW
）
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
（
図
2
）。

四
． 

地
熱
発
電
拡
大
に
向
け
て
の
課
題

と
方
針

（
１
）
地
熱
利
用
の
拡
大
に
向
け
て

八
丈
町
の
基
本
構
想
に
は
、「
歴
史
と
文
化

を
生
か
す
町
」、「
ク
リ
ー
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
を

目
指
す
町
」、「
海
洋
を
活
か
す
町
」、「
住
民

が
主
役
の
町
」
の
四
つ
の
柱
を
掲
げ
て
お

り
、
自
然
環
境
と
の
調
和
を
基
本
方
針
と
し

て
い
ま
す
。

平
成
二
五
年
一
月
に
八
丈
島
の
地
熱
利
用

拡
大
に
つ
い
て
、
検
討
が
始
め
ら
れ
ま
し

た
。
検
討
開
始
時
に
は
、
島
の
電
力
の
多
く

を
地
熱
で
ま
か
な
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
運
転
中
の
地
熱
発
電
所
が

域
で
関
心
度
の
地
域
差
が
あ
り
ま
し
た
。
勉

強
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
催
し
、
地

熱
発
電
に
対
す
る
正
し
い
情
報
を
伝
え
る
努

力
を
行
い
ま
し
た
。

三
つ
目
は
、
地
域
振
興
へ
の
波
及
と
し

て
、
農
業
や
温
泉
利
用
な
ど
熱
水
利
用
型
モ

デ
ル
事
業
が
行
え
な
い
か
と
検
討
し
ま
し

た
。専

門
家
に
よ
る
検
討
と
、
地
域
課
題
に
よ

り
、
①
余
剰
電
力
の
調
整
と
し
て
揚
水
発
電

で
の
対
応
を
想
定
し
て
い
た
も
の
の
周
波
数

調
整
が
困
難
、
②
臭
気
へ
の
対
応
、
③
地
熱

発
電
し
た
電
気
を
一
度
、
内
燃
力
発
電
所
に

送
っ
て
か
ら
配
電
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
内

燃
力
へ
の
送
電
線
容
量
不
足
な
ど
の
技
術
的

な
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
課

題
に
つ
い
て
、
①
揚
水
発
電
に
代
わ
る
対
応

と
し
て
蓄
電
池
を
採
用
、
②
臭
気
を
低
減
す

る
発
電
方
式
の
採
用
、
③
内
燃
力
へ
の
送
電

線
容
量
を
増
強
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
熱
発

電
の
拡
大
が
技
術
的
に
は
可
能
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

五
．
条
例
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
整
備

地
熱
発
電
を
は
じ
め
と
し
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
事
業
継
続
・
資
源
維
持
の
観

点
か
ら
電
気
が
安
定
的
に
供
給
さ
れ
る
こ

と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
地
域
と
地
域

住
民
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
ま
し
た
。

こ
う
し
た
要
求
事
項
を
満
た
す
た
め
、
事

業
者
を
決
め
る
よ
り
も
前
に
、
ル
ー
ル
の
整

備
が
必
要
と
い
う
考
え
に
至
り
、「
八
丈
町

地
域
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
条
例
」「
八

丈
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

条
例
に
は
、
地
域
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

更
新
時
期
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
地
熱

利
用
拡
大
の
検
討
の
契
機
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。地

熱
利
用
の
拡
大
に
よ
り
、
地
域
の
魅
力

向
上
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
自
足
・
防
災
力

の
向
上
の
全
国
的
モ
デ
ル
地
域
の
創
出
、
ま

た
、
発
電
事
業
に
よ
る
既
存
産
業
へ
の
波
及

や
観
光
資
源
へ
の
寄
与
、
地
域
振
興
へ
の
波

及
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

（
2
） 

地
熱
発
電
拡
大
に
向
け
た
課
題
と

方
針

地
熱
発
電
拡
大
に
向
け
た
専
門
的
知
見
か

ら
の
検
討
を
行
う
た
め
、
地
域
住
民
、
地
域

金
融
、
有
識
者
、
東
京
電
力
や
行
政
で
、
検

討
組
織
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

検
討
課
題
と
し
て
、
①
事
業
の
実
現
可
能

性
、
②
電
力
安
定
供
給
、
③
事
業
主
体
の
検

討
、
④
地
域
へ
の
利
益
の
四
つ
を
設
定
し
ま

し
た
。

ま
た
、
地
域
に
密
着
し
た
課
題
を
検
討
す

る
た
め
、
地
域
の
商
工
団
体
や
地
域
企
業
、

地
域
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
大
学
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

含
め
た
組
織
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

地
域
に
密
着
し
た
課
題
と
取
り
組
み
と
し

て
大
き
く
三
つ
を
選
定
し
ま
し
た
（
図
3
）。

一
つ
目
は
、
臭
気
へ
の
懸
念
。
硫
化
水
素

を
主
と
す
る
温
泉
地
で
感
じ
ら
れ
る
様
な
臭

い
が
発
生
す
る
こ
と
に
つ
い
て
住
民
の
心
配

が
あ
り
ま
し
た
。
既
存
の
地
熱
発
電
所
近
く

で
は
、
気
象
条
件
に
よ
り
民
家
で
臭
い
が
感

じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
発
電
量
が
三
倍
に

な
る
と
臭
い
も
三
倍
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
誤
解
す
る
人
も
い
ま
し
た
。
臭
気
の
計
測

値
と
人
の
感
覚
を
す
り
合
わ
せ
る
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
誤
情
報
の
氾
濫
や
地
熱
発
電

所
が
立
地
し
て
い
る
地
域
と
そ
う
で
な
い
地

■図 2 八丈島の電力消費

■図 3 地域に密着した課題
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ギ
ー
は
地
域
固
有
の
資
源
で
あ
り
、
地
域
の

経
済
性
に
配
慮
す
る
こ
と
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
価
値
を
見
出
す
た
め
、
町
・
町
民
・

事
業
者
は
相
互
に
協
力
す
る
こ
と
を
明
記
し

ま
し
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
主
に
事
業
者
向
け
の

内
容
と
な
っ
て
お
り
、
①
住
民
や
利
害
関
係

者
へ
の
事
前
説
明
を
行
う
こ
と
、
②
建
設
な

ど
の
基
準
や
事
業
者
の
責
務
と
し
て
、
生
活

環
境
・
自
然
環
境
・
景
観
へ
の
影
響
を
予
見

し
、
必
要
に
応
じ
事
後
調
査
や
対
策
を
行
う

こ
と
、
③
地
域
の
利
益
を
優
先
し
、
工
事
等

の
地
域
発
注
・
地
域
雇
用
・
社
会
的
経
済
的

利
益
分
配
等
の
努
力
を
行
う
こ
と
を
義
務
づ

け
て
い
ま
す
。

六
．
新
事
業
の
事
業
主
体

（
１
）
新
事
業
者
募
集
に
向
け
て

前
述
の
地
熱
発
電
拡
大
に
向
け
た
専
門
的

知
見
か
ら
の
検
討
に
お
い
て
、
現
地
熱
発
電

所
の
事
業
者
で
あ
る
東
京
電
力
株
式
会
社

（
現
・
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
株
式
会

社
）
か
ら
、
現
施
設
を
長
期
間
現
状
維
持
す

る
の
は
物
理
的
に
困
難
で
あ
り
、
現
施
設
を

維
持
し
つ
つ
、
新
事
業
が
立
ち
上
が
る
な
ら

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
に
は
協
力
す
る
と
い
う
コ
メ

ン
ト
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

電
力
系
統
が
独
立
し
て
い
る
環
境
下
に
お

け
る
事
業
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
国
の
制
度

で
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買

取
制
度
の
利
用
を
前
提
に
、
東
京
電
力
株
式

会
社
以
外
の
事
業
者
を
募
集
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

（
2
） 

事
業
者
公
募
の
考
え
方

事
業
者
公
募
に
当
た
り
、
大
き
く
四
つ
の

公
募
要
項
を
設
け
ま
し
た
。

始
め
に
、
最
も
重
要
な
事
項
は
、
電
力
の

安
定
供
給
で
あ
り
、
地
熱
発
電
し
た
電
気
を

内
燃
力
発
電
所
に
送
っ
て
か
ら
配
電
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
内
燃
力
発
電
所
の
管
理
者
で

あ
る
東
京
電
力
株
式
会
社
と
の
協
力
体
制
構

築
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
地
熱
発
電
を
大
幅

に
拡
大
す
る
場
合
、
内
燃
力
発
電
所
に
送
電

す
る
た
め
の
経
費
が
多
額
と
な
る
お
そ
れ
が

あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
段
階
的
に
規
模
拡

大
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
臭
気
対
策
な
ど
の
地
域
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、
地
域
住
民
協
力
の
調

査
結
果
を
反
映
し
、
排
出
基
準
値
の
設
定
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
規
定
を
行
い
ま
し
た
。

三
つ
め
は
、
地
域
の
財
産
で
あ
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
利
益
を
適
切
に
地
域

に
も
た
ら
す
、
地
域
貢
献
の
提
案
を
求
め
ま

し
た
。

最
後
に
、
条
例
の
理
念
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
則
し
た
事
業
実
現
が
行
わ
れ
る
様
に
、
町

と
事
業
者
が
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

事
業
者
公
募
の
審
査
基
準
は
、
事
業
計
画
・

臭
気
対
策
・
地
域
貢
献
の
三
つ
を
同
じ
レ
ベ

ル
の
評
価
で
実
施
し
ま
し
た
。

（
3
） 

事
業
者
の
選
定

公
募
に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
二
次
審
査
ま

で
六
社
が
選
定
さ
れ
、
最
終
的
に
オ
リ
ッ
ク

ス
株
式
会
社
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
（
図
4
）。

選
定
に
当
た
り
、“
地
熱
発
電
事
業
を
地
域

と
と
も
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、
町
と
協

議
の
う
え
地
域
の
意
見
を
広
く
吸
収
し
、
反

映
さ
せ
て
い
く
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
”

を
条
件
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

七
．
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
概
要

現
在
は
、
地
表
調
査
・
物
理
探
査
・
総
合

解
析
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

二
〇
二
二
年
度
の
運
転
開
始
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
（
図

5
）。並行

し
て
、
事
業
進
捗
の
情
報
共
有
や
事

業
に
関
す
る
意
見
交
換
の
場
と
し
て
、
住
民

説
明
会
、
地
域
や
関
係
団
体
と
の
連
絡
会
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■図 4 新地熱事業概要

■図 5 事業スケジュ－ル概要

■写真 3 八丈島地熱発電所
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■ 

八
丈
島
地
熱
発
電
所

八
丈
島
地
熱
発
電
所
は
、
八
丈
島
の
南
の

中
之
郷
に
あ
る
発
電
施
設
で
す
。
地
熱
発
電

は
、
半
永
久
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
わ
れ
て

い
て
、
太
陽
光
や
風
力
と
同
じ
で
C
O
2

を
ほ

と
ん
ど
排
出
し
な
い
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

八
丈
島
地
熱
発
電
所
の
発
電
方
式
は
、
地

熱
貯
留
層
と
呼
ば
れ
る
地
下
断
層
に
溜

ま
っ
た
熱
水
を
深
さ
一
六
五
〇
m
の
蒸

気
井
か
ら
取
り
出
し
、
噴
出
し
た
蒸
気

と
熱
水
を
気
水
分
離
器
で
分
離
し
、
蒸

気
で
タ
ー
ビ
ン
・
発
電
機
を
駆
動
し
て

発
電
し
ま
す
。
熱
水
は
熱
水
ピ
ッ
ト
を

へ
て
還
元
井
に
よ
り
地
中
に
還
元
し
ま

す
（
写
真
3
、
図
6
、
図
7
）。

ト
ピ
ッ
ク
ス

皆
さ
ん
は
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
の
プ
リ
ン
を

食
べ
た
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
か
？
一
般
的
に

市
販
で
売
ら
れ
て
い
る
プ
リ
ン
の
ほ
と
ん
ど

が
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
牛
の
プ
リ
ン
で
あ
る
が
、

数
少
な
い
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
の
プ
リ
ン
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
そ
の
一
つ
が
八
丈
島

ジ
ャ
ー
ジ
ー
カ
フ
ェ
だ
。

「
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
は
乳
質
が
濃
く
味
も
優

秀
で
あ
る
が
、
乳
量
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
牛
に

比
べ
て
少
な
い
た
め
、
プ
リ
ン
に
使
わ
れ
る

こ
と
は
少
な
い
。
丁
寧
に
低
温
殺
菌
し
味
の

質
を
高
め
た
ジ
ャ
ー
ジ
ー
プ
リ
ン
を
い
ろ
ん

な
方
に
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
そ
う
語

る
の
は
背
が
高
く
笑
顔
が
印
象
的
な
歌
川
社

長
だ
。
新
潟
出
身
だ
が
八
丈
島
に
魅
せ
ら
れ

移
住
し
、
ホ
テ
ル
の
経
営
を
行
い
な
が
ら
独

自
に
牧
場
経
営
を
行
っ
て
い
る
。
放
牧
を
基

八
丈
島
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
プ
リ
ン

　
　
　『
八
丈
島
ジ
ャ
ー
ジ
ー
カ
フ
ェ
』

広
報
委
員
　
上
田
　
透

本
と
し
た
山
地
酪
農
ス
タ
イ
ル
を
と
り
、

ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
の
ス
ト
レ
ス
を
限
り
な
く
少

な
く
す
る
こ
と
で
、
牛
乳
の
質
を
高
め
て
い

る
。そ

ん
な
歌
川
さ
ん
が
作
る
ジ
ャ
ー
ジ
ー
プ

リ
ン
は
非
常
に
滑
ら
か
で
ク
リ
ー
ミ
ー
。
程

よ
い
甘
み
の
中
に
コ
ク
が
あ
る
。
プ
リ
ン
が

お
い
し
い
の
で
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
等
他
の

商
品
に
ま
で
手
を
出
し
た
く
な
る
。

「
ホ
テ
ル
や
酪
農
は
八
丈
島
の
観
光
資
源

の
一
つ
。
観
光
資
源
を
も
っ
と
増
や
し
て
、

八
丈
島
全
体
を
盛
り
上
げ
た
い
。」
と
語
る

歌
川
さ
ん
の
言
葉
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
技
術

者
と
同
じ
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
感
じ

た
。海

や
自
然
だ
け
が
八
丈
島
じ
ゃ
な
い
。
そ

う
感
じ
た
ジ
ャ
ー
ジ
ー
プ
リ
ン
だ
っ
た
。

■ 歌川さん（中）とスタッフ

■ ジャージープリン（右端）とその他商品

■ 外観がシックなジャージーカフェ

■図 7 発電設備のしくみ

■八丈島地熱発電所設備概要 

・蒸気井   ：本数１本 深度 1,650m 
・還元井   ：本数１本 深度 100m 
・気水分離機 ：遠心分離式 32トン/時 
・蒸気タ－ビン：単気筒単流排気式復水型 

出 力  ：３，３００kＷ 
回転数  ：７，２６６rpm 

・発電機   ：横軸回転界磁型 
出 力  ：３，６６０kVA 
回転数  ：１，５００rpm 

・復水器   ：直接接触式ジェットスプレ－型 
・温水ポンプ ：１，３００トン／時（揚程 23m） 
・冷却塔   ：湿式機械通風式コンクリ－ト製 
・硫化水素除去設備：水酸化マグネシウム吸収法 
・付帯設備  ：原水タンク １基 
       ：脱硫剤倉庫 １棟 

■図 6 発電所配置図
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太
平
洋
に
浮
か
ぶ
伊
豆
諸
島
を
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
結
び
、
島
民
の
確
か
な
翼
と
し
て

利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
島
の
仕
事
に
従
事

す
る
人
々
の
交
通
の
便
と
し
て
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
東
京
愛
ら
ん
ど
シ
ャ
ト
ル
」
路
線
を
設

け
る
に
至
っ
た
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
島

し
ょ
間
に
お
け
る
交
通
手
段
の
確
保
で
、
伊

豆
諸
島
の
中
で
も
本
土
側
と
飛
行
機
の
定

期
便
が
就
航
し
、
大
離
島
と
呼
ば
れ
る
大

島
、
三
宅
島
、
八
丈
島
と
、
そ
の
大
離
島
と

隣
接
し
た
小
離
島
と
呼
ば
れ
る
利と

島し
ま

、
御み

蔵く
ら

島じ
ま

、
青あ

お

ヶが

島し
ま

間
を
結
ぶ
生
活
路
線
と
し
て
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

運
航
の
主
な
基
地
は
八
丈
島
で
、
八
丈
島

空
港
内
に
格
納
庫
を
設
け
、
南
の
青
ヶ
島
か

ら
北
の
大
島
ま
で
を
一
日
一
往
復
で
結
ん

で
い
ま
す
。

平
成
五
年
八
月
の
運
航
開
始
当
初
は
、
週

六
日
の
運
航
で
開
始
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

運
航
が
定
着
す
る
に
つ
れ
、
島
民
の
方
々
の

強
い
要
望
に
よ
り
、
平
成
八
年
九
月
か
ら
は

一
年
三
六
五
日
の
運
航
と
し
、
さ
ら
に
、
平

成
一
〇
年
三
月
か
ら
は
島
民
の
心
を
繋
ぐ

郵
便
物
輸
送
も
開
始
し
ま
し
た
。
平
成
一
二

年
九
月
か
ら
、
三
宅
島
噴
火
に
伴
う
全
島
民

避
難
よ
り
同
島
へ
の
就
航
を
見
合
せ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
一
七
年
二
月
の
避
難
解
除

に
伴
い
、
三
宅
島
空
港
に
代
わ
る
新
た
な
飛

行
場
外
離
着
陸
場
（
ヘ
リ
ポ
ー
ト
）
を
、
火

山
ガ
ス
の
影
響
を
受
け
に
く
い
島
の
北
部

に
設
置
し
、
同
年
一
〇
月
か
ら
運
航
を
再
開

し
ま
し
た
。
平
成
一
九
年
一
月
に
は
搭
乗
者

数
二
〇
万
人
、
平
成
二
四
年
一
一
月
に
は
搭

乗
者
数
三
〇
万
人
を
達
成
す
る
と
と
も

に
、
現
在
ま
で
二
五
年
間
、
無
事
故
運
航
を

続
け
て
い
ま
す
。

東
京
都
は
伊
豆
大
島
か
ら
最
南
端
の
沖

ノ
鳥
島
を
は
じ
め
、
最
東
端
に
位
置
し
て
い

る
南
鳥
島
も
含
み
、
日
本
で
最
も
海
が
広
い

自
治
体
で
す
。

伊
豆
諸
島
の
交
通
体
系
と
し
て
、
空
路
は

羽
田
空
港
か
ら
全
日
空
が
八
丈
島
へ
、
ま

た
、
調
布
飛
行
場
か
ら
新
中
央
航
空
が
大

島
、
三
宅
島
、
新
島
、
神
津
島
へ
と
就
航
し

て
い
ま
す
。
海
路
に
つ
い
て
は
、
大
島
航
路

と
し
て
東
京
港
よ
り
大
島
～
利
島
～
新に

い

島じ
ま

～
式し

き

根ね

島じ
ま

～
神こ

う

津づ

島し
ま

へ
、
八
丈
島
航
路
と
し

て
は
東
京
港
よ
り
、
三
宅
島
～
御
蔵
島
～
八

丈
島
～
青
ヶ
島
へ
と
結
ば
れ
て
お
り
、
大

島
、
新
島
、
神
津
島
か
ら
は
熱
海
、
伊
東
、

稲
取
、
下
田
へ
の
海
路
も
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
交
通
体
系
の
為
、
例
え
ば

御
蔵
島
ま
た
は
三
宅
島
か
ら
大
島
へ
行
く

場
合
、
一
度
東
京
へ
出
な
け
れ
ば
渡
る
事
の

出
来
な
い
不
便
な
交
通
体
系
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
各
小
離
島
で
は
そ
の
立
地
条
件
か

ら
飛
行
場
を
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
港

の
整
備
も
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
台
風
シ
ー

ズ
ン
や
、
西
風
の
強
い
冬
場
に
お
い
て
は
、

船
便
の
就
航
率
が
五
〇
％
以
下
に
な
る
こ

と
も
多
く
、
四
～
五
日
間
船
便
が
欠
航
と
な

り
、
島
外
と
の
連
絡
は
も
と
よ
り
生
活
物
資

の
運
搬
に
も
支
障
を
き
た
す
事
も
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
様
な
事
か
ら
東
京
都
で
は
、
伊
豆
諸

島
で
の
生
活
基
盤
の
充
実
、
地
域
活
性
化
、

産
業
振
興
を
考
え
、
離
島
間
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
（
全
国
交
通
一
日
圏
）
を
重
点

課
題
と
位
置
づ
け
、
対
応
策
を
検
討
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
目
的
地
へ
の
所
要
時
間
が

掛
か
り
時
季
に
よ
っ
て
は
欠
航
も
多
い
船

便
か
ら
、
よ
り
安
定
し
た
“
島
民
の
翼
”
と

し
て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
「
伊
豆
諸
島

間
ヘ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
」
を
試
験
的
に
運

航
し
、
就
航
率
、
搭
乗
率
な
ど
、
事
業
化
へ

伊
豆
諸
島
間
ヘ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー

『
東
京
愛
ら
ん
ど
シ
ャ
ト
ル
』

特
集
５

志
田
　
陽
（
東
邦
航
空
株
式
会
社
　
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
室
長
）

■�シコルスキーS76C＋型。洗練されたデザインと機内環境の高さから、世界各国でVIP 輸送や要人の視察飛
行などの用途に使用されているヘリコプターです
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向
け
た
調
査
を
日
本
航
空
協
会
に
委
託
し

ま
し
た
。
試
験
運
航
は
「
愛
ら
ん
ど
」
エ
ア

･
リ
ン
ク
と
銘
打
ち
、
平
成
元
年
か
ら
四
年

間
に
わ
た
り
、
計
一
六
回
、
延
べ
三
〇
二
日

間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
船
便
の
就
航
率
が
落
ち
込
む

冬
場
（
一
一
月
～
三
月
）
に
お
い
て
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
就
航
率
は
高
く
、
充
分
に
“
島

民
の
翼
”
と
な
る
事
が
分
か
り
ま
し
た
。
た

だ
し
、「
梅
雨
期
の
就
航
率
は
低
い
為
、
経

費
面
を
考
え
た
場
合
、
数
週
間
連
続
し
て
運

休
す
べ
き
だ
」
と
の
意
見
も
多
く
出
ま
し

た
。
搭
乗
率
に
つ
い
て
は
、
平
成
元
年
度
の

試
験
運
航
開
始
当
初
、ヘ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー

の
珍
し
さ
か
ら
、
体
験
的
に
搭
乗
さ
れ
る
方

が
多
く
、
搭
乗
率
は
高
め
で
し
た
が
、
平
成

三
年
度
、
平
成
四
年
度
に
は
ほ
ぼ
落
ち
着
い

て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
他
の
航
空
便
や
船
便
へ
の
乗
り
継

ぎ
交
通
手
段
と
し
て
の
利
用
も
増
加
し
、
大

離
島
か
ら
小
離
島
へ
の
利
用
者
も
定
着
傾

向
に
あ
る
事
が
分
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

通
年
運
航
と
な
っ
た
場
合
の
搭
乗
率
予
想

と
し
て
は
小
離
島
の
人
口
が
二
〇
〇
～

三
〇
〇
名
程
度
と
い
う
事
を
考
え
る
と
、

「
四
〇
％
以
下
に
な
る
の
で
は
？
」
と
の
意

見
も
多
数
上
が
り
ま
し
た
。

当
初
、
就
航
路
線
な
ら
び
に
機
数
に
つ
い

て
、「
伊
豆
諸
島
の
八
島
間
を
二
機
体
制
で
」

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
運

航
要
員
も
二
ク
ル
ー
必
要
で
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
も
予
備
機
を
含
め
る
と
三
機
必
要
と

な
り
、
莫
大
な
経
費
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、「
本
土
と
も
結
ぶ
」
事
に
関
し

て
は
、
羽
田
空
港
よ
り
全
日
空
が
、
調
布
か

ら
は
新
中
央
航
空
が
就
航
し
て
お
り
、
小
離

島
の
生
活
基
盤
充
実
が
目
的
の
た
め
、「
六

島
を
一
機
体
制
で
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

事
業
主
体
と
し
て
は
、「
民
間
会
社
に
委

託
」、「
東
京
都
で
自
主
運
航
」、「
新
会
社
設

立
」
等
、
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
要
員
の

確
保
、
運
航
整
備
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
、
安

全
性
、
航
空
局
へ
の
事
業
認
可
等
を
考
え
、

民
間
会
社
へ
委
託
さ
れ
る
事
に
な
り
、
日
本

航
空
協
会
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
不

定
期
航
空
運
送
事
業
を
営
む
国
内
一
六
社

に
対
し
、
資
料
提
出
の
協
力
依
頼
が
さ
れ
、

最
終
的
に
運
航
希
望
会
社
は
四
社
に
な
り

ま
し
た
。

「
伊
豆
諸
島
地
域
ヘ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー

航
空
事
業
支
援
検
討
委
員
会
」
に
よ
り
、
運

航
希
望
会
社
か
ら
提
出
さ
れ
た
企
画
書
の

検
討
、
事
業
会
社
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
お
よ
び

現
地
調
査
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
合
評
価

の
結
果
、
安
全
運
航
を
重
視
し
た
当
社
が
選

ば
れ
、
平
成
五
年
二
月
二
五
日
の
東
京
都
島

し
ょ
振
興
公
社
理
事
会
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。か

つ
て
、
成
田
～
羽
田
～
横
浜
間
を
結
ん

で
い
た
ヘ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
事
業
「
シ

テ
ィ
・
エ
ア
リ
ン
ク
」
の
休
止
状
態
か
ら
も

分
か
る
通
り
、
ヘ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
事
業

は
補
助
金
無
し
で
は
、
運
営
が
難
し
い
事
業

■ヘリコプタ—まで歩いて搭乗します

■操縦席の様子

■東京愛らんどシャトル就航 20周年記念式典（平成 25年 8月）
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し
か
し
な
が
ら
、「
船
便
が
欠
航
と
な
っ

た
た
め
、
子
供
達
が
楽
し
み
に
し
て
い
る

ケ
ー
キ
を
何
と
か
一
緒
に
運
ん
で
欲
し
い
」

と
か
、「
お
葬
式
の
供
物
を
何
と
か
間
に
合

わ
せ
た
い
の
だ
が
」
等
々
、
真
心
を
届
け
る

役
割
も
担
う
島
民
の
生
活
に
密
着
し
た
運
航

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
洋
上
の
島
々
を
結
ぶ
東
京

愛
ら
ん
ど
シ
ャ
ト
ル
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
運
航
は
、
ま
さ
に
限
ら
れ
た
場
所
で
離
着

陸
で
き
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
飛
行
特
性
を
最

大
限
に
活
か
し
た
形
態
で
の
運
航
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も「
島
民
の
方
々
の
翼
」と
し
て
、

一
人
で
も
多
く
の
お
客
様
を
安
全
か
つ
快
適

に
お
運
び
で
き
る
よ
う
、
そ
の
責
務
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。
心
よ
り
ご
搭
乗
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

で
す
。
こ
の
た
め
東
京
都
は
ど
こ
ま
で
赤
字

を
補
助
す
る
か
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
結

果
、
赤
字
を
全
額
補
助
す
る
と
い
う
事
で
は

な
く
、
目
標
搭
乗
率
を
決
め
た
上
で
収
入
に

対
す
る
差
額
分
を
限
度
に
補
助
す
る
事
に
な

り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
年
間
総
経
費
を
算
出
し
収
入
予

想
と
の
差
額
を
限
度
に
補
助
す
る
も
の
で
、

そ
の
収
入
予
想
は
搭
乗
率
を
決
め
て
算
出
し

て
い
る
為
、
も
し
搭
乗
率
が
下
が
る
こ
と
で

収
入
が
予
想
を
下
回
っ
て
も
補
助
金
の
増
額

は
、「
無
し
」
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。
運

航
会
社
も
営
業
努
力
を
し
な
さ
い
、
と
い
う

事
で
す
。

本
格
的
な
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
二
地
点

間
旅
客
輸
送
事
業
と
い
う
こ
と
で
、
航
空
局

と
の
再
三
に
わ
た
る
調
整
の
末
、
平
成
五
年

五
月
七
日
に
『
二
地
点
間
へ
リ
輸
送
実
施
承

認
申
請
書
』
を
提
出
し
、
七
月
一
六
日
、
無

事
承
認
、
認
可
さ
れ
、
八
月
二
五
日
か
ら
本

格
運
航
へ
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

「
東
京
愛
ら
ん
ど
シ
ャ
ト
ル
」
の
運
航

は
、
国
内
で
唯
一
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
用

し
た
定
期
航
空
運
送
事
業
で
あ
り
、
安
全
の

確
保
が
最
優
先
課
題
と
な
り
ま
す
が
、
お
客

様
の
「
快
適
性
」
も
重
要
な
課
題
で
す
。
機

体
に
つ
い
て
は
キ
ャ
ビ
ン
の
静
寂
性
や
快
適

性
を
、
乗
員
に
つ
い
て
は
服
装
や
接
客
マ

ナ
ー
等
に
つ
い
て
も
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
客
様
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
対
す

る
認
識
が
ま
だ
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
せ
い

か
、
手
荷
物
を
入
れ
る
カ
ー
ゴ
・
ル
ー
ム
の

大
き
さ
を
ご
説
明
し
て
も
な
か
な
か
理
解
し

て
も
ら
え
な
い
事
も
多
く
、
長
い
釣
り
竿
や

大
き
な
ク
ー
ラ
ー
を
別
送
さ
せ
て
頂
く
等
、

ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
る
事
も
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
搭
乗
人
数
が
九
名
と
い
う
事
に

驚
か
れ
る
お
客
様
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

伊
豆
諸
島
へ
の
空
路
は
、
東
邦
航
空
株

式
会
社
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
だ
け
で
な
く
、

新
中
央
航
空
株
式
会
社
の
プ
ロ
ペ
ラ
機
が

調
布
飛
行
場
か
ら
毎
日
運
航
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
島
嶼
の
空
路
を
支
え
る
、
新

中
央
航
空
株
式
会
社
大
島
営
業
所
長
の
金

崎
和
也
氏
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

新
中
央
航
空
株
式
会
社
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
共
に

空
路
を
支
え
る

広
報
委
員
　
永
堀
日
和
子

「
閑
散
期
は
一
日
三
便
、
夏
の
時
期
は

四
～
五
便
と
便
数
を
変
え
な
が
ら
運
航
し

て
い
ま
す
。
私
も
大
島
出
身
な
の
で
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
島
民
の
生
活
路
線
を
支

え
ら
れ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
な
が
ら
働

い
て
い
ま
す
。」
と
金
崎
氏
。
島
の
暮
ら

し
を
支
え
た
い
と
い
う
想
い
に
溢
れ
て
い

ま
し
た
。

志田　陽　プロフィール
（しだ あきら）

東邦航空株式会社　コミューター室長

平成 2 年	 	東邦航空株式会社に入社し
	 営業部配属
平成 3 年	 	コミューター実験運航に携わる
平成 5 年	 	本運航開始とともに
	 コミューター室兼務
	 	その他、報道・映画撮影・散布・

調査・ドクターヘリ業務に携わる
平成30年	 コミューター室長に就任

■�新中央航空（株）の路線。
　調布から大島まで僅か 25分で到着

■ 9〜 19人乗りのドルニエ機

■左より新中央航空（株）の
　金崎和也氏、前田憲二氏
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い
ざ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
へ
！

島
嶼
取
材
の
た
め
、
実
際
に
「
東
京
愛
ら

ん
ど
シ
ャ
ト
ル
」
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
利
用

さ
せ
て
頂
き
、
大
島
か
ら
三
宅
島
を
経
由

し
、
御
蔵
島
、
八
丈
島
へ
向
か
い
ま
し
た
。

ま
ず
行
っ
た
の
は
、
ヘ
リ
の
予
約
。
一
ヶ

月
前
か
ら
Ｈ
Ｐ
で
予
約
が
可
能
で
す
が
、
定

員
九
席
の
た
め
、
一
か
月
先
で
も
既
に
埋
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
早
め
の
予
約
が
オ
ス

ス
メ
で
す
。

搭
乗
当
日
。
手
続
き
は
、
大
島
空
港
内
の

ヘ
リ
カ
ウ
ン
タ
ー
で
通
常
の
飛
行
機
と
同
様

の
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
は
重
量
制
限
が
あ
る
た
め
、
基
本
料
金
で

持
ち
込
め
る
荷
物
は
「
一
人
一
個
」
五
㎏
ま

で
で
、
追
加
一
㎏
に
つ
き
二
三
〇
円
か
か
り

ま
す
。
荷
物
の
重
さ
で
左
右
前
後
の
バ
ラ
ン

ス
を
保
つ
徹
底
ぶ
り
で
し
た
。

機
内
で
は
、
上
昇
・
下
降
中
は
電
波
を
発

す
る
機
器
の
電
源
オ
フ
の
注
意
や
、
ま
も
な

「
東
京
愛
ら
ん
ど
シ
ャ
ト
ル
」搭
乗
体
験
記

広
報
委
員
　
永
堀
日
和
子

く
着
陸
し
ま
す
、
と
い
っ
た
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

流
れ
ま
し
た
。
空
の
旅
は
大
島
か
ら
三
宅
島

ま
で
二
〇
分
程
度
。
一
分
弱
で
上
昇
し
、

一
八
分
海
上
を
進
み
、
島
に
つ
い
た
ら
一
分

弱
で
下
降
す
る
と
い
っ
た
工
程
で
し
た
。
上

昇
時
は
飛
行
機
と
同
じ
く
前
進
し
な
が
ら
進

み
ま
し
た
。
機
内
は
プ
ロ
ペ
ラ
音
を
遮
断
す

る
た
め
の
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
着
用
の
必
要
が
な

く
、
隣
の
人
と
会
話
が
で
き
る
ほ
ど
。
ほ
ぼ

水
平
飛
行
で
揺
れ
も
な
く
、
と
て
も
安
定
感

が
あ
り
、快
適
で
し
た
。高
度
も
高
す
ぎ
ず
、

ま
る
で
鳥
に
な
っ
た
よ
う
な
感
覚
。
雄
大
な

太
平
洋
の
凪な

ぎ

を
見
な
が
ら
進
む
、
新
体
験
で

し
た
。こ
の
と
き
は
、乗
客
席
は
全
て
満
席
。

搭
乗
し
た
広
報
委
員
以
外
は
み
な
地
元
の
方

で
、
隣
の
島
へ
の
旅
行
や
、
仕
事
で
利
用
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
三
宅
島
か
ら
僅

か
一
〇
分
程
度
で
御
蔵
島
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が

見
え
、
そ
こ
を
目
掛
け
て
下
降
し
て
い
き
ま

し
た
。
着
陸
時
は
垂
直
に
降
り
る
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
機
体
を
後
ろ
に
傾
け

つ
つ
、
徐
々
に
前
方
へ
倒
し
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
と
地
面
に
近
づ
い
て
ゆ
く
の
に
は
驚
き
ま

し
た
。普
段
は
味
わ
え
な
い
感
覚
に
、は
ま
っ

て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

あ
ま
り
乗
る
機
会
の
な
い
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
、
こ
ん
な
に
も
気
軽
に
搭
乗
で
き
、
楽
し

め
る
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
皆
さ
ん
も

島
嶼
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
だ
け
な
く
、
移

動
ま
で
も
ま
る
ご
と
楽
し
め
る
島
旅
を
計
画

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■保安検査場を通ります

■機体を後ろに傾けながら滑らかに着陸（御蔵島ヘリポート）

■大島空港にて搭乗手続き

■御蔵島から 25分程度で目の前に滑走路が！着陸への期待が高まります（八丈島空港）

■窓からの景色　



20

広
報
委
員　

鈴
木
　
美
咲

こ
ど
も
の
イ
ル
カ
が
い
た
り
、
若
い
イ
ル
カ

が
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
た
り
、
澄
ん
だ
海
の

中
に
夢
の
よ
う
な
空
間
が
あ
っ
た
。

　

島
民
に
と
っ
て
の
イ
ル
カ
は
、
適
度
な
距

離
感
を
保
ち
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
で
暮
ら
す

「
隣
人
」
な
の
だ
そ
う
。
昔
は
観
光
資
源
に

な
る
と
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
が
、
今
で
は

多
く
の
リ
ピ
ー
タ
ー
が
お
り
、
一
人
で
イ
ル

カ
に
会
い
に
来
た
人
た
ち
や
毎
年
御
蔵
島
を

訪
れ
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
熱
烈
な
御
蔵
島

フ
ァ
ン
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

　

東
京
か
ら
大
型
客
船
で
一
晩
、
こ
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
体
験
が
で
き
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。
私
も
完
全
に
御
蔵
島
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
し
ま
い
、
来
年
も
イ
ル
カ
に
会
い
に

行
く
こ
と
を
心
に
決
め
た
。

ト

ピ

ッ

ク

ス

御蔵島
「イルカと森と消えた集落」

今
年
の
「
グ
ロ
ー
カ
ル
関
東
」
の
特
集
が

東
京
島
し
ょ
部
に
決
ま
る
前
か
ら
、
ず
っ
と

狙
っ
て
い
た
御み

蔵く
ら

島じ
ま

。
つ
い
に
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
小
笠
原
諸
島
や
八
丈
島
に
比
べ

る
と
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、“
御

蔵
島
”
で
画
像
検
索
す
れ
ば
、行
き
た
く
な
っ

て
し
ま
う
気
持
ち
が
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と

思
う
。

─
─
御
蔵
島
の
イ
ル
カ
た
ち

“
御
蔵
島
”
で
検
索
す
る
と
、
た
く
さ
ん
の

イ
ル
カ
た
ち
の
画
像
が
並
ぶ
。
こ
れ
は
ぜ
ひ

逢
い
た
い
！　

い
う
こ
と
で
、
民
宿
の
イ
ル

カ
ツ
ア
ー
に
申
し
込
ん
だ
。
一
回
の
ツ
ア
ー

で
約
二
時
間
、
島
の
周
り
を
小
型
ボ
ー
ト
で

回
り
な
が
ら
イ
ル
カ
の
群
れ
を
探
し
て
く
れ

る
。
御
蔵
島
の
イ
ル
カ
は
定
住
型
で
、
百
頭

以
上
が
住
み
つ
い
て
い
る
。
一
頭
一
頭
に
名

前
が
つ
い
て
お
り
、
す
べ
て
が
個
体
識
別
さ

れ
て
い
る
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。
野
生
の
イ

ル
カ
を
守
る
た
め
、「
入
水
は
八
回
ま
で
」「
近

寄
っ
て
き
て
も
触
ら
な
い
」「
追
い
か
け
な

い
（
追
い
つ
け
る
は
ず
も
な
い
）」
な
ど
、

厳
し
く
ル
ー
ル
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

　

遠
目
に
二
～
三
頭
見
ら
れ
る
か
な
、
と
思

い
な
が
ら
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
を
ス
タ
ン
バ
イ

し
、船
に
乗
り
込
む
。
覚
悟
は
し
て
い
た
が
、

割
と
揺
れ
る
。
船
酔
い
に
お
び
え
つ
つ
、
ガ

イ
ド
の
方
の
合
図
で
海
に
入
る
と
、
す
ぐ
そ

こ
に
イ
ル
カ
が
！　

遠
目
に
二
～
三
頭
と
い

う
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
二
〇
～
三
〇
頭
の
群

れ
が
ゆ
っ
く
り
と
泳
い
で
く
る
。
手
で
さ
わ

れ
そ
う
な
距
離
を
次
々
と
通
り
過
ぎ
て
ゆ

き
、
イ
ル
カ
と
ず
っ
と
目
が
合
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
期
待
以
上
！　

ま
だ
小
さ
く
て
白
い

■広報委員撮影。手でさわれるほどの近さ
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─
─
消
え
た
集
落
、
南
郷
を
求
め
て

　

海
で
イ
ル
カ
と
（
か
な
り
濃
厚
に
！
）
触

れ
合
っ
た
次
の
日
は
、
山
に
も
登
っ
て
み
る

こ
と
に
し
た
。
断
崖
絶
壁
の
御
蔵
島
は
、
そ

の
上
陸
の
難
し
さ
ゆ
え
に
手
付
か
ず
の
自
然

が
多
く
残
っ
て
い
る
。
全
国
の
巨
樹
の
五
％

が
御
蔵
島
（
御
蔵
島
村
）
に
あ
り
、
幹
回
り

五
m
以
上
の
本
数
は
全
国
一
位
だ
と
か
。
東

京
都
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
も
指
定
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め
に
認

定
ガ
イ
ド
の
同
伴
な
し
で
山
に
立
ち
入
る
こ

と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
観
光
協
会
で
は
、

ガ
イ
ド
の
紹
介
と
あ
わ
せ
て
、
ツ
ア
ー
コ
ー

ス
も
設
定
し
て
お
り
、
島
の
神
様
稲い

な

根ね

神じ
ん

社じ
ゃ

お
参
り
コ
ー
ス
や
新
東
京
八
景
の
御み

代よ

ヶが

池い
け

コ
ー
ス
等
、
一
〇
の
コ
ー
ス
か
ら
選
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。

　

実
は
、
地
名
の
由
来
や
土
地
の
歴
史
を
調

べ
る
の
が
大
好
き
な
私
。
御
蔵
島
を
訪
れ
る

前
に
目
を
つ
け
て
い
た
「
移
住
か
ら
わ
ず
か

七
〇
年
で
消
え
た
集
落 

南
郷
」
も
あ
わ
せ

て
見
に
行
け
な
い
か
と
相
談
し
、
島
の
歴
史

も
一
緒
に
紹
介
し
て
く
れ
る
コ
ー
ス
を
予
約

し
た
。

　

当
日
の
朝
、
認
定
ガ
イ
ド
の
車
で
登
山
口

ま
で
向
か
う
途
中
に
、
満
開
の
サ
ク
ユ
リ
が

見
ら
れ
る
秘
密
の
場
所
を
教
え
て
く
れ
た
。

も
と
も
と
島
に
自
生
し
て
い
た
品
種
だ
が
、

都
道
整
備
時
に
で
き
た
法
面
の
日
当
た
り
が

よ
く
、
群
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

土
木
工
事
＝
自
然
破
壊
と
思
わ
れ
が
ち
だ

が
、
人
の
手
が
入
っ
た
こ
と
で
一
気
に
芽
吹

く
自
然
も
あ
る
。
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
道
路
の

整
備
効
果
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
半
日
、
南
郷
集
落
の
痕

跡
を
見
な
が
ら
原
生
林
の
中
を
進
む
。
御
蔵

島
は
、
島
の
ほ
と
ん
ど
が
急
斜
面
の
た
め
に

可
住
地
が
と
て
も
少
な
く
、
集
落
は
一
つ
し

か
な
い
。

　

ガ
イ
ド
の
方
に
よ
る
と
、「
二
十
八
軒
衆
」

と
い
う
村
の
掟
が
あ
り
、
当
初
の
二
八
軒
以

外
は
集
落
内
に
戸
建
て
住
宅
を
建
て
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
島
内
に
可
住
地
・
耕
作
地
が

と
て
も
少
な
く
、
天
候
次
第
で
は
何
か
月
も

物
資
が
届
か
な
か
っ
た
御
蔵
島
な
ら
で
は
の

掟
で
、
人
口
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
島
民
の

こ
と
が
使
命
、
そ
の
た
め
に
は
島
民
を
増
や

す
た
め
の
新
し
い
集
落
が
必
要
」
と
考
え
て

い
る
そ
う
で
、
南
郷
の
復
活
に
向
け
て
検
討

を
進
め
て
お
ら
れ
る
そ
う
。
御
蔵
島
の
伝
統

や
自
然
を
守
る
た
め
に
は
、
御
蔵
島
が
発
展

で
き
る
人
口
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
だ
そ

う
だ
。

　

村
長
の
仰
る
と
お
り
、
こ
の
素
晴
ら
し
い

島
が
い
つ
ま
で
も
残
っ
て
ほ
し
い
、
と
強
く

感
じ
た
取
材
だ
っ
た
。
私
に
で
き
る
小
さ
な

一
歩
と
し
て
、
ま
た
来
年
の
夏
も
御
蔵
島
の

み
な
さ
ん
と
イ
ル
カ
た
ち
に
会
い
に
行
き
た

い
と
思
う
。

生
活
を
守
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

　

そ
ん
な
環
境
の
中
、
そ
れ
で
も
自
分
の
家

を
持
ち
た
か
っ
た
人
た
ち
が
新
た
に
切
り
開

い
た
集
落
が
「
南
郷
」
で
あ
る
。
元
の
集
落

か
ら
、
険
し
い
山
道
を
四
時
間
歩
い
た
島
の

反
対
側
に
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
な
い
中
で
住

居
を
つ
く
り
、
木
炭
の
製
造
や
果
物
の
栽
培

で
生
計
を
立
て
て
い
た
そ
う
。
唯
一
の
収
入

源
で
あ
る
木
炭
が
ガ
ス
化
で
売
れ
な
く
な

り
、
わ
ず
か
七
〇
年
ほ
ど
で
廃
村
と
な
っ

た
。
緑
ふ
か
い
山
道
を
歩
く
中
で
、
木
炭
を

作
っ
て
い
た
竈
の
跡
や
野
生
化
し
た
果
樹
、

古
い
家
屋
や
石
碑
等
も
多
く
見
か
け
た
。
本

当
の
意
味
で
ゼ
ロ
か
ら
住
む
場
所
を
作
り
た

い
と
い
う
、
先
人
た
ち
の
思
い
を
感
じ
た
。

─
─
こ
れ
か
ら
の
御
蔵
島

　

山
か
ら
下
り
た
あ
と
、
こ
れ
か
ら
の
御
蔵

島
に
つ
い
て
村
長
に
お
話
を
聞
い
て
み
た
。

お
じ
い
さ
ま
が
南
郷
を
切
り
開
い
た
方
だ
そ

う
で
、
小
さ
い
頃
に
暮
ら
し
た
南
郷
の
思
い

出
も
話
し
て
く
れ
た
。
今
は
村
長
と
な
り
、

「
豊
か
な
自
然
や
伝
統
工
芸
を
未
来
に
残
す

■ 直径 5km ほどのまんまるな御蔵島。断崖絶壁で上陸
できる場所はほぼなく、島内の自転車使用が禁止され
るほどの急斜面

■ 木が生い茂る原生林の中、あちらこちらに人が住んで
いた痕跡を見ることができる。古い石碑には江戸時代
に島を治めた伊豆の代官の名前（偶然にも筆者の高
校創設者であった）

■ 取材させていただいた御蔵島村の
　広瀬村長

■ 伝統工芸のつげ細工でできた将棋駒を触らせていただ
いた。良質なつげの木は全国でも御蔵島にしかない
貴重な資源。とてもすべすべ

■都道 223 号、7 月だけの隠れたサクユリの名所
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戸
谷 —

—
 

八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
の
戸
谷
と
申

し
ま
す
。
道
路
交
通
部
所
属
で
、
主
に
道
路
整
備
計
画

や
交
通
計
画
と
い
っ
た
業
務
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

二
〇
一
五
年
の
一
月
に
出
産
し
、
四
月
に
復
職
後
は

主
に
管
理
技
術
者
と
し
て
、
若
い
技
術
者
と
と
も
に
仕

事
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
今
、
子
供
が
三
歳
に
な
り
ま

し
た
が
、時
短
を
フ
ル
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

湯
本 —

—
 

今
日
は
子
育
て
の
テ
ー
マ
で
す
が
、
育
休

を
取
得
し
た
男
性
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
私
は
大
学
で
生
物
、
農
学
を
勉
強
し
て
い
ま

し
た
。
自
然
と
い
う
も
の
に
興
味
が
あ
っ
て
、
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
入
り
ま
し
て
、
今
で
も
建
設
環

境
の
分
野
の
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

子
供
は
二
〇
一
二
年
に
男
の
子
、
二
〇
一
六
年
に
女

の
子
が
生
ま
れ
ま
し
て
、
上
の
男
の
子
が
生
ま
れ
た
と

き
に
は
、
育
休
は
全
く
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
人

目
の
女
の
子
の
と
き
は
、
気
づ
い
た
ら
育
休
を
取
っ
て

い
ま
し
た
。
今
、
上
の
子
が
六
歳
で
、
小
学
一
年
生
に

な
り
ま
し
た
。
下
の
子
は
ま
だ
保
育
園
に
通
っ
て
い
ま

す
。
夜
に
子
供
を
迎
え
に
行
く
こ
と
が
難
し
い
の
で
、

極
力
自
分
は
朝
を
担
当
し
よ
う
と
決
め
て
、
朝
御
飯
や

着
替
え
、
下
の
子
を
保
育
園
に
連
れ
て
い
く
こ
と
を
し

て
い
ま
す
。

三
浦 —

—
 

協
和
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
の
三
浦
千
加
子
と

申
し
ま
す
。私
は
主
に
都
市
計
画
を
や
っ
て
い
ま
す
。　

二
〇
〇
九
年
に
第
一
子
の
女
の
子
が
生
ま
れ
、今
は
小

学
校
三
年
生
で
す
。今
日
は
、子
育
て
の
大
変
さ
よ
り
も
、

皆
さ
ん
の
子
育
て
を
楽
し
む
工
夫
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
山 —

—
 

日
本
港
湾
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
小
山
桂
子

と
申
し
ま
す
。
今
、
二
歳
半
の
息
子
が
い
ま
す
。
昨

年
四
月
に
職
場
復
帰
を
し
て
、
今
は
保
育
園
に
預
け

な
が
ら
仕
事
と
育
児
を
両
立
し
て
い
ま
す
。

　

今
日
は
、
こ
れ
か
ら
入
っ
て
こ
ら
れ
る
方
々
や
現
在

働
い
て
い
る
方
に
、
私
な
り
の
経
験
を
伝
え
る
こ
と
が

出
来
た
ら
、
と
思
い
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
野 —

—
 

関
東
支
部
で
支
部
長
を
し
て
い
る
高
野
で

す
。
私
は
昭
和
五
〇
年
に
日
本
工
営
に
入
社
し
て
、

四
〇
年
近
く
に
な
り
ま
す
。
専
門
は
河
川
計
画
な
の

で
、
河
川
の
治
水
・
利
水
計
画
、
河
川
整
備
計
画
な

ど
の
立
案
等
に
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
他
に
も
、

水
循
環
と
か
雨
水
貯
留
浸
透
関
連
の
業
務
に
も
従
事

し
ま
し
た
。

　

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
忙
し
い
と
い
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
近
年
、
相
当
に
改
善
さ
れ
て
き
て
い

る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
仕
事

の
楽
し
さ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

早
い
！
も
う
四
時
か

三
浦 —

—
 

湯
本
さ
ん
は
育
児
休
暇
を
取
ら
れ
た
の
で

す
ね
。

湯
本 —

—
 

私
は
、
二
人
目
が
生
ま
れ
て
八
カ
月
ぐ
ら

い
は
妻
が
産
休
・
育
休
で
、
そ
こ
か
ら
半
年
間
、
子

供
が
一
歳
前
後
の
頃
に
自
分
が
育
休
を
と
っ
て
娘
と

過
ご
し
ま
し
た
。
半
年
間
、
娘
と
過
ご
せ
て
と
て
も

幸
せ
で
し
た
が
、
そ
の
半
年
間
が
終
わ
っ
た
ら
、
娘

は
す
ぐ
マ
マ
、
マ
マ
っ
て
戻
り
ま
し
た
ね
。
マ
マ
に

は
勝
て
な
い
で
す
ね
。

三
浦 —

—
 

育
休
の
間
っ
て
、
大
体
ど
う
い
う
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
の
で
す
か
。

湯
本 —

—
 

実
際
に
取
得
す
る
前
は
、
上
の
子
を
保
育

園
に
連
れ
て
行
っ
た
ら
、
あ
と
は
テ
レ
ビ
と
か
見
て

い
る
の
か
な
っ
て
思
っ
て
ま
し
た
が
、
意
外
と
そ
ん

な
時
間
は
な
く
て
、
実
際
は
常
に
忙
し
く
な
に
か
し

Civil エンジニアの子育て
高野 登　戸谷 奈穂子　湯本 裕之　三浦 千加子　小山 桂子

於：東京国際フォーラム　G603 会議室

座談会
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て
い
る
感
じ
で
し
た
ね
。

三
浦 —

—
 

そ
う
、
そ
う
、
そ
う
な
の
で
す
。

湯
本 —

—
 

気
づ
く
と
も
う
夕
方
四
時
か
。
早
い
！

そ
ん
な
感
じ
で
し
た
。

仕
事
と
育
児
の
両
立

湯
本 —

—
 

育
休
期
間
も
そ
う
で
す
が
、
子
育
て
し

て
い
る
と
時
間
の
調
整
と
役
割
分
担
に
は
気
を
使
い

ま
す
よ
ね
。
み
な
さ
ん
ど
う
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

戸
谷 —

—
 

我
が
家
で
は
、
朝
が
私
の
担
当
、
夕
方

の
お
迎
え
は
夫
の
担
当
に
し
て
い
ま
す
。
夫
が
朝
早

い
仕
事
な
の
で
、
良
い
バ
ラ
ン
ス
な
の
で
す
が
、
夕

食
準
備
、
お
風
呂
と
私
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
六
時
ぐ
ら
い
に
は
、

帰
り
支
度
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。で
す
の
で
、

夕
方
が
一
番
忙
し
い
で
す
ね
。

湯
本 —

—
 

部
下
の
皆
さ
ん
の
意
識
と
い
う
か
、
感

覚
は
ど
う
で
す
か
？

戸
谷 —

—
 

夕
方
四
時
ぐ
ら
い
に
な
る
と
「
今
日
は

何
時
に
帰
り
ま
す
か
」
と
聞
か
れ
ま
す
。「
今
日
は

六
時
ぐ
ら
い
に
は
帰
り
た
い
」
と
言
う
と
、
そ
こ
か

ら
社
内
で
の
打
合
せ
が
始
ま
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。

三
浦 —

—
 

我
が
家
は
、
も
う
卒
園
し
た
の
で
大
分

楽
で
す
が
、
幼
稚
園
の
頃
は
、
私
が
送
り
迎
え
と
も

に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
一
歳
か
ら
二
歳
の
と
き
は
朝

の
送
迎
は
旦
那
さ
ん
が
担
当
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た

が
、
あ
る
日
見
た
ら
、
髪
型
が
ひ
ん
曲
が
っ
て
い
た

り
、
忘
れ
物
が
異
常
に
多
か
っ
た
り
し
た
の
で
、
で

き
る
だ
け
二
人
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
助
け
合
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。湯
本
さ
ん
は
、女
の
子
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
す
よ
ね
、
そ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
す
か
？

湯
本 —

—
 

例
え
ば
保
育
園
に
子
供
を
連
れ
て
い
き
ま

す
が
、
子
供
だ
け
連
れ
て
荷
物
を
そ
の
ま
ま
家
に
全

部
忘
れ
て
き
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
ね
。
上
の
子
供
を

小
学
校
に
連
れ
て
い
っ
た
後
、
ま
た
保
育
園
に
寄
っ

て
会
社
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

戸
谷 —

—
 

あ
り
ま
す
よ
ね
。
同
僚
か
ら
子
供
の
忘
れ

物
を
小
学
校
に
持
っ
て
い
っ
て
か
ら
出
社
す
る
の
で

三
〇
分
ほ
ど
お
く
れ
ま
す
と
か
メ
ー
ル
が
入
っ
た
り

す
る
と
、
あ
る
あ
る
と
、
う
な
ず
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
朝
、
保
育
園
に
行
く
と
、
男
性
が
送
迎
し
て
い

る
姿
を
見
か
け
る
機
会
が
増
え
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
ス
ー
ツ
・
作
業
着
を
着
た
パ
パ
が
来
て
い
て
、

み
ん
な
頑
張
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
ね
。

小
山 —

—
 

増
え
ま
し
た
よ
ね
。
確
か
に
ね
。

湯
本 —

—
 

朝
は
半
分
以
上
、
男
性
で
す
よ
。

小
山 —

—
 

私
の
主
人
も
、
朝
は
必
ず
送
っ
て
く
れ
ま

す
ね
。
た
だ
、
忘
れ
物
が
多
い
の
は
同
じ
で
す
ね
。

で
も
、
女
性
一
人
で
全
部
背
負
う
の
は
つ
ら
い
の
で
、

一
緒
に
や
ろ
う
よ
と
、
旦
那
さ
ん
に
う
ま
く
働
き
か

け
る
の
も
大
切
で
す
ね
。

有
効
に
使
え
る
各
種
制
度

三
浦 —

—
 

子
育
て
に
関
す
る
法
整
備
も
進
ん
で
き
て

い
ま
す
が
、
会
社
独
自
の
取
り
組
み
っ
て
あ
っ
た
り

し
ま
す
か
？
例
え
ば
私
の
会
社
で
は
、
三
歳
ま
で
時

短
勤
務
が
認
め
ら
れ
て
い
た
り
し
ま
す
。

戸
谷 —

—
 

私
の
会
社
で
は
、
小
学
校
一
年
生
に
な
る

ま
で
に
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

小
山 —

—
 

私
の
と
こ
ろ
は
時
短
も
あ
り
ま
す
が
、
朝

一
〇
時
か
ら
四
時
半
が
コ
ア
タ
イ
ム
の
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
旦
那
さ

ん
に
朝
の
送
迎
に
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
間
に
、
掃

■育児休暇中に自宅でのご飯タイム（湯本さん提供）■近所の公園にて（湯本さん提供）
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戸
谷 —

—
 

子
育
て
を
し
て
い
る
と
、
出
張
が
難
し
く

な
る
の
で
、
も
し
ス
カ
イ
プ
で
参
加
で
き
れ
ば
、
す

ご
く
う
れ
し
く
思
い
ま
す
ね
。

湯
本 —

—
 

外
部
と
は
や
っ
た
こ
と
な
い
で
す
が
、
支

社
と
の
テ
レ
ビ
会
議
と
か
、
ち
ょ
っ
と
し
た
打
ち
合

わ
せ
な
ど
、
社
内
で
は
結
構
使
っ
て
い
ま
す
。

小
山 —

—
 

弊
社
も
テ
レ
ビ
会
議
を
導
入
し
て
い
る
の

で
、
講
師
を
呼
ん
で
会
社
で
講
習
会
と
か
や
る
場
合

は
、
そ
れ
を
各
支
社
に
全
部
配
信
す
る
な
ど
し
て
い

ま
す
。

戸
谷 —

—
 

土
木
業
界
っ
て
、
面
と
向
か
っ
て
や
ら
な

き
ゃ
み
た
い
な
雰
囲
気
っ
て
な
い
で
す
か
。

小
山 —

—
 

確
か
に
、
図
面
を
広
げ
て
話
し
合
う
と
い

う
の
が
結
構
あ
る
の
で
、
な
か
な
か
テ
レ
ビ
同
士
で

つ
な
が
っ
て
と
い
う
の
は
、
意
見
が
出
に
く
い
面
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

高
野 —

—
 

で
も
、
慣
れ
や
工
夫
の
余
地
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
新
し
い
良
い
も
の
を
活
用
し
て
、

無
駄
な
時
間
を
減
ら
し
た
方
が
良
い
。
そ
の
た
め
の

仕
組
み
や
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
も
業
界

の
責
任
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

育
児
と
生
産
性
向
上
　

高
野 —

—
 

私
も
驚
い
た
の
で
す
が
、
私
の
会
社
に
、

出
張
先
へ
子
供
を
連
れ
て
行
く
人
が
い
ま
す
。
彼
女

は
名
古
屋
、
大
阪
、
福
岡
な
ど
へ
出
張
す
る
際
に
、

出
張
先
の
保
育
施
設
を
予
約
し
て
い
く
。
そ
こ
へ
子

供
を
預
け
て
、
打
ち
合
わ
せ
し
て
か
ら
一
緒
に
帰
っ

て
く
る
。

　

他
に
も
、
五
時
で
必
ず
私
は
帰
り
ま
す
と
宣
言
し
て
、

一
日
何
を
す
る
か
、
自
分
が
で
き
な
い
仕
事
は
誰
に
頼

む
か
、
作
業
分
担
を
考
え
て
出
勤
し
ま
す
。
彼
女
は
、

除
や
夕
飯
の
支
度
を
全
部
バ
ー
ッ
と
済
ま
せ
て
か
ら

一
〇
時
に
出
社
し
て
い
ま
す
。

　
他
に
は
、
週
一
日
は
、
家
で
パ
ソ
コ
ン
と
電
話
を
使
っ

て
仕
事
が
で
き
る
在
宅
勤
務
制
度
が
あ
っ
て
、
会
社
全

体
で
は
介
護
も
含
め
て
三
人
ほ
ど
利
用
し
て
い
ま
す
。

通
勤
が
な
い
だ
け
で
も
時
間
的
に
は
楽
で
す
し
、
特
に

子
供
が
熱
で
預
け
ら
れ
な
い
時
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

戸
谷 —

—
 

通
勤
時
間
分
だ
け
で
も
か
な
り
違
い
ま
す

よ
ね
。

高
野 —

—
 

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
の
会
員
企
業

を
調
べ
て
み
る
と
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
、
在
宅
勤

務
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
を
導
入
し
て
い
る

会
社
は
多
い
で
す
。
法
定
の
育
児
休
業
は
、
子
供
が

一
歳
ま
で
だ
け
ど
、
そ
れ
を
三
歳
ま
で
延
長
し
て
い

る
会
社
も
多
い
し
、
子
供
の
看
護
休
暇
は
一
人
目
が

五
日
、
二
人
目
が
一
〇
日
な
の
で
す
が
、
そ
れ
を
延

長
し
て
い
る
会
社
も
結
構
あ
る
。
そ
ん
な
話
を
聞
い

て
い
る
と
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
職
場
環
境
は
、

ほ
か
の
業
界
に
比
べ
て
も
そ
ん
な
に
悪
く
な
い
ど
こ

ろ
か
、
む
し
ろ
進
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
う
制
度
を
上
手
に
活
用
し
て
、
皆
さ

ん
子
育
て
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
浦 —

—
 

私
の
会
社
で
は
、
子
育
て
す
る
人
が
自
分

で
提
案
し
て
制
度
を
作
っ
て
い
ま
す
。稟り

ん

議ぎ

が
通
る
と
、

次
の
人
も
そ
の
制
度
を
使
え
る
よ
う
に
な
る
。
私
も
、

時
短
の
延
長
を
提
案
し
ま
し
た
し
、
今
は
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
を
提
案
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
自
宅
や
営

業
所
で
の
勤
務
、
新
た
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

戸
谷 —

—
 

我
が
社
で
は
、
昨
年
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
と
一
時
在
宅
勤
務
の
試
行
を
実
施
し
ま
し
た
。
一

時
在
宅
勤
務
は
子
育
て
期
の
社
員
を
対
象
に
試
行
期

間
中
、
週
二
回
の
在
宅
勤
務
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

会
社
ま
で
往
復
三
時
間
以
上
か
け
て
通
っ
て
い
る
社
員
も
お
り
、
効

果
的
に
活
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
補
助
と
し
て
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を
利
用
し

た
い
場
合
、
補
助
券
が
支
給
さ
れ
る
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。
提
携
し
て

い
る
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
会
社
に
お
願
い
す
る
こ
と
で
、
一
回
に
つ
き

二
〇
〇
〇
円
程
度
割
引
に
な
り
ま
す
。

三
浦 —

—
 

私
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
使
っ
て
い
ま

す
。
全
国
の
預
け
た
い
人
と
預
か
っ
て
い
い
よ
と
い
う
人
を
繋
い
で

く
れ
ま
す
。
一
応
、
費
用
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
資
格
を
持
っ
て

い
る
方
で
は
な
く
て
、
半
分
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
う
な
互
助
の
仕
組

み
で
す
。

小
山 —

—
 

い
わ
ゆ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
み
た
い
な
話
で
す
ね
。

三
浦 —

—
 

私
の
場
合
、
一
回
預
け
る
と
五
〇
〇
〇
円
掛
か
り
ま
す
。

で
す
の
で
、
何
回
も
会
議
が
あ
る
と
、
す
ぐ
一
万
と
か
二
万
と
か
に

な
る
の
で
、
会
社
で
い
く
ら
か
費
用
を
負
担
し
て
も
ら
え
る
と
も
っ

と
利
用
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

高
野 —

—
 

例
え
ば
、
発
注
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
な
ど
で
も
出
か
け
て

い
く
の
で
は
な
く
、
ス
カ
イ
プ
な
ど
を
使
っ
て
、
テ
レ
ビ
会
議
で
や

り
ま
し
ょ
う
と
い
う
提
案
も
し
て
い
て
、
試
行
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

労
働
環
境
の
改
善
や
生
産
性
向
上
も
、
そ
う
い
う
効
果
が
見
え
や
す

い
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
の
も
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■�男性の送迎は見慣れた光景に
　（建設技術研究所提供）
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結
婚
す
る
前
は
遅
く
ま
で
残
業
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
す
が
、
結
婚
を
機
に
仕
事
の
効
率
を
上
げ
る
と

い
う
こ
と
を
実
践
し
た
そ
う
で
す
。

　

結
婚
や
子
育
て
は
き
っ
か
け
で
は
あ
り
ま
す
が
、
高

い
意
識
を
も
っ
て
日
常
の
仕
事
の
取
り
組
み
方
を
見
直

せ
ば
、
仕
事
と
育
児
を
両
立
で
き
る
好
事
例
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

湯
本 —

—
 

私
も
子
供
が
生
ま
れ
て
か
ら
は
、
朝
に
、

今
日
一
日
の
計
画
を
た
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
計
画
通
り
に
な
ん
て
い
か
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
だ
い
ぶ
時
間
を
意
識
し

て
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

戸
谷 —

—
 

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
仕
事
っ
て
、
一

か
月
と
か
、一
週
間
の
中
で
自
分
な
り
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
立
て
ら
れ
る
仕
事
で
す
よ
ね
。
一
日
に
こ
こ
ま

で
全
て
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う
な
仕
事
だ

と
、
そ
れ
が
終
わ
ら
な
け
れ
ば
帰
れ
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
私
た
ち
の
仕
事
は
、
自
分
な
り
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
。

小
山 —

—
 

私
は
、
今
週
は
何
曜
日
と
何
曜
日
に
は
残

業
し
た
い
な
ど
一
週
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
旦
那
さ

ん
に
相
談
し
て
い
ま
す
ね
。
確
か
に
、
独
身
時
代
や

子
供
が
い
な
か
っ
た
頃
と
比
べ
る
と
、
仕
事
の
さ
ば

き
方
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
仕
方
は
上
手
に
な
り
ま
し

た
。
子
供
の
お
か
げ
か
な
、
相
当
効
率
化
し
て
い
る

と
い
う
の
は
実
感
し
て
い
ま
す
。

戸
谷 —

—
 

仕
事
は
楽
し
い
の
で
、
あ
れ
も
こ
れ
も
自

分
で
や
り
た
い
と
な
り
が
ち
で
す
が
、
す
べ
て
自
分

で
抱
え
て
し
ま
う
と
、
最
終
的
に
仕
事
が
回
ら
な
く

な
っ
て
、
周
り
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
チ
ー
ム
で
仕
事
を
す
る
、
人
と
分
担
し
て
や

る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

高
野 —

—
 

生
産
性
を
上
げ
る
に
は
、
仕
事
を
一
人
で

抱
え
込
む
こ
と
を
や
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の

人
し
か
で
き
な
い
仕
事
を
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
や
情
報

の
共
有
を
促
進
し
て
、
ほ
か
の
人
で
も
で
き
る
よ
う

に
変
え
て
い
く
、
チ
ー
ム
で
仕
事
を
す
る
体
制
に
変

え
て
い
く
、
こ
れ
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。

周
囲
の
理
解
・
協
力

戸
谷 —

—
 

計
画
を
立
て
て
い
て
も
、
保
育
園
か
ら
の

急
な
電
話
で
お
迎
え
と
か
も
あ
る
の
で
、
自
分
が
今

日
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
仕
事
が
出
来
な
い
と
い

う
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
時
に
、
周
り
の

人
が
、
や
っ
て
お
き
ま
す
よ
と
言
っ
て
く
れ
る
と
、

す
ご
く
有
難
い
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
で
き
る
の
も
、

私
の
仕
事
の
中
身
や
状
況
を
周
囲
が
理
解
し
て
く
れ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
浦 —

—
 

そ
れ
っ
て
戸
谷
さ
ん
が
助
け
て
あ
げ
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
お
互
い
に
良
い
循
環
に
な
っ
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

戸
谷 —

—
 

私
は
助
け
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
の
方
が

多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
確
か
に
、
同
じ
世
代
で

子
供
が
小
さ
か
っ
た
り
、
共
働
き
で
あ
っ
た
り
と
い

う
方
も
多
い
の
で
、
お
互
い
様
と
い
う
雰
囲
気
は
あ

り
ま
す
ね
。

　

ま
た
、
私
の
場
合
、
妊
娠
し
た
際
や
、
復
職
し
て
か

ら
の
時
短
勤
務
な
ど
の
自
分
の
状
況
に
つ
い
て
、
発
注

者
に
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
発

注
者
の
方
も
、明
日
で
大
丈
夫
で
す
か
ら
、と
か
気
を
使
っ

て
下
さ
い
ま
す
。

小
山 —

—
 

私
は
、
こ
の
間
、
帰
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
時
間
な
の
に
、
発
注
者
と
の
電
話
が
終
わ
ら
な
く

て
、
そ
の
時
は
や
む
に
や
ま
れ
ず
「
子
供
を
預
け
て

い
て
、
お
迎
え
が
あ
る
の
で
す
み
ま
せ
ん
」
と
い
っ

三浦 千加子
株式会社協和コンサルタンツ

小山 桂子
株式会社日本港湾コンサルタント

湯本 裕之
セントラルコンサルタント
株式会社

戸谷 奈穂子
八千代エンジニヤリング
株式会社

高野 登

建設コンサルタンツ協会
関東支部 支部長

日本工営株式会社　
代表取締役会長
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て
電
話
を
切
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
の
一
度

だ
け
か
な
と
思
い
ま
す
。
な
か
な
か
私
は
、
そ
う
い

う
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
事
を
お
伝
え
す
る
の
は
ま
だ
抵

抗
が
あ
り
ま
す
ね
。

三
浦 —

—
 

私
は
言
う
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
打
ち

合
わ
せ
の
開
始
前
に
、
今
日
は
、
三
時
の
電
車
で
帰

り
ま
す
！
と
宣
言
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
う
す
る

と
効
率
的
に
や
ろ
う
と
打
ち
合
わ
せ
が
早
く
終
わ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
嫌
な
顔
な
ん
て
さ
れ
な
い
し
、

み
な
さ
ん
協
力
し
て
く
れ
ま
す
よ
。
自
分
で
な
ん
と

か
し
な
き
ゃ
と
思
う
よ
り
、
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
も

ら
っ
て
助
け
て
も
ら
う
、
そ
し
て
感
謝
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

戸
谷 —

—
 

こ
ち
ら
が
言
わ
な
く
て
も
「
も
う
こ
ん
な

時
間
で
す
け
ど
帰
ら
な
く
て
大
丈
夫
で
す
か
」
と
心

配
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
も
し
ま
す
よ
ね
。

湯
本 —

—
 

発
注
者
も
水
曜
日
は
ノ
ー
残
業
デ
ー
で
す

よ
ね
っ
て
結
構
気
に
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
意
識
は
確
実
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
の
は
実
感
し
て
い
ま
す
ね
。

三
社
共
同
保
育
所
の
設
置

戸
谷 —

—
 

新
し
い
動
き
と
し
て
は
、
四
月
か
ら
、
長

大
、
建
設
技
術
研
究
所
、
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ

の
三
社
で
秋
葉
原
駅
の
近
く
に
保
育
園
を
立
ち
上
げ
て

い
ま
す
。
三
社
で
検
討
会
を
し
て
一
年
間
か
け
て
場
所

や
保
育
時
間
を
決
め
な
が
ら
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
働
く
方
が
対
象
で
す
の

で
、
朝
七
時
半
か
ら
夜
八
時
半
ま
で
預
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
残
業
も
で
き
る
、

打
合
せ
か
ら
帰
宅
す
る
時
間
ま
で
預
け
ら
れ
る
な
ど

を
考
慮
し
、
設
定
し
て
い
ま
す
。

高
野 —

—
 

何
人
ぐ
ら
い
利
用
し
て
い
る
の
で
す
か
。

戸
谷 —

—
 

今
は
、
建
設
技
術
研
究
所
さ
ん
か
ら
一
名

と
い
う
状
況
で
す
。
定
員
が
一
二
人
な
の
で
、
ま
だ

ま
だ
余
裕
は
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
無
認
可
保
育
園
に

預
け
て
仕
事
を
し
て
い
る
と
認
可
保
育
園
に
入
園
し

や
す
く
な
る
の
で
、
少
し
早
く
復
帰
し
て
無
認
可
保

育
園
で
あ
る
三
社
共
同
保
育
所
に
預
け
る
と
い
う
使

い
方
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
山 —

—
 

預
け
ら
れ
る
の
は
何
歳
か
ら
で
す
か
？

戸
谷 —

—
 

〇
歳
か
ら
預
け
ら
れ
ま
す
。
待
機
児
童
は

〇
歳
、
一
歳
が
多
い
の
で
、
そ
の
よ
う
に
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
三
歳
以
降
も
定
員
に
空
き
が
あ
れ
ば
継

続
し
て
預
け
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

小
山 —

—
 

私
の
会
社
で
は
三
歳
で
困
っ
て
い
る
方
も

結
構
い
ま
す
。
〇
歳
か
ら
二
歳
ま
で
の
小
規
模
保
育

が
結
構
あ
る
の
で
す
が
、
三
歳
か
ら
は
普
通
の
保
育

園
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
と
な
る
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

普
通
の
保
育
園
で
は
、
持
ち
上
が
り
で
上
が
っ
て
き

て
い
て
、
三
歳
か
ら
の
入
園
の
枠
が
あ
ま
り
な
い
と

い
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

湯
本 —

—
 

こ
の
三
社
で
話
が
持
ち
上
が
っ
た
と
い
う

の
は
、
ど
う
い
う
経
緯
で
す
か
。

戸
谷 —

—
 

同
業
者
が
近
隣
に
立
地
し
て
い
る
五
社

で
、
先
ず
は
共
同
保
育
所
に
関
す
る
検
討
会
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
保
育
所
を
設
置
す
る
段
階

で
、
三
社
で
行
う
こ
と
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
残

り
二
社
に
つ
い
て
は
、
当
面
該
当
者
が
い
ら
っ
し
ゃ

ら
な
い
と
の
こ
と
で
、
設
置
の
際
に
は
参
加
し
な
い

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

高
野 —

—
 

私
の
会
社
で
は
、
二
〇
一
六
年
に
自
社
で

作
り
ま
し
た
。
生
後
三
ヶ
月
か
ら
六
歳
児
ま
で
預
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
定
員
は
一
〇
名
で

す
。
先
ほ
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
普
段
は
地
元
に
預

■日本工営の社内保育所「N-kids」での夏祭り（高野支部長提供） ■３社合同のかけはし保育園（建設技術研究所提供）
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け
て
い
る
方
が
、
今
日
は
残
業
に
な
り
そ
う
と
か
、

今
日
は
迎
え
に
行
く
の
が
難
し
い
と
か
、
そ
う
い
う

場
合
に
一
日
単
位
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

戸
谷 —

—
 

三
社
共
同
保
育
所
で
も
、
一
時
保
育
に
は

対
応
し
て
い
ま
す
。

高
野 —

—
 

会
社
の
中
の
保
育
所
は
そ
う
い
う
メ
リ
ッ

ト
も
あ
る
け
ど
、
通
勤
電
車
で
連
れ
て
く
る
の
は
大

変
だ
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
会
社
の
支

援
制
度
と
し
て
は
、
居
住
地
の
近
く
の
保
育
所
に
預

け
ら
れ
る
よ
う
な
、
補
助
金
制
度
な
ど
も
よ
い
か
も

し
れ
な
い
で
す
ね
。

　

で
も
、
単
に
お
金
を
出
す
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、

子
育
て
世
代
の
た
め
に
、
自
社
や
共
同
で
保
育
所
を

設
置
す
る
と
こ
ろ
ま
で
き
た
の
だ
か
ら
、
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
も
ず
い
ぶ
ん
進
歩
し
た
よ
ね
。

仕
事
を
子
供
と
一
緒
に
楽
し
む

三
浦 —

—
 

よ
く
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
っ
て
言
わ

れ
ま
す
が
、
家
族
も
仕
事
に
巻
き
込
ん
で
楽
し
ん

じ
ゃ
お
う
、
と
い
う
の
が
私
の
今
の
コ
ン
セ
プ
ト
で

す
。
先
ほ
ど
子
供
を
出
張
先
に
連
れ
て
い
く
方
が
い

る
と
伺
い
ま
し
た
が
、
実
は
、
私
も
そ
れ
に
近
い
こ

と
を
や
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
預
け
先
ま
で
見
つ
け

る
の
は
大
変
な
の
で
、
役
場
に
は
子
供
が
遊
ぶ
ス

ペ
ー
ス
あ
り
ま
す
よ
ね
。
あ
そ
こ
で
ち
ょ
っ
と
遊
ん

で
て
っ
て
、
遊
ば
せ
て
お
い
て
、
打
ち
合
わ
せ
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
少
し
大
き
く
な
っ
て
、

加
え
て
役
場
の
人
の
理
解
も
必
要
で
す
け
ど
。

　

他
に
も
、
住
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
っ
て
、
夜

や
休
日
が
基
本
で
す
よ
ね
。
あ
あ
い
う
の
は
、
子
供
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
、
旦
那
さ
ん
も
つ
れ
て
一
緒
に
出
掛
け

た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
仕
事
し
て
い
る
の
だ
、

面
白
い
ね
と
か
、
家
族
で
共
有
で
き
ま
す
。

小
山 —

—
 

私
は
姉
が
新
潟
に
住
ん
で
い
ま
し
て
、
新

潟
県
が
発
注
者
の
仕
事
で
、
子
供
を
連
れ
て
一
緒
に

行
っ
て
、
姉
の
と
こ
ろ
に
子
供
を
預
け
て
、
打
ち
合

わ
せ
し
て
き
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
ね
。

湯
本 —

—
 

私
は
妻
も
コ
ン
サ
ル
な
の
で
、
公
園
の
長

寿
命
化
で
ど
こ
の
公
園
が
見
た
い
と
か
い
う
話
に

な
っ
て
、
土
日
に
一
緒
に
行
く
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

仕
事
で
も
あ
り
ま
す
が
、
公
園
で
す
か
ら
遊
び
で
す

よ
ね
。

戸
谷 —

—
 

皆
さ
ん
似
た
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
て
い
ま

す
ね
、
私
は
道
の
駅
の
仕
事
も
し
て
い
た
の
で
、
休

日
に
道
の
駅
め
ぐ
り
と
か
も
し
ま
し
た
ね
。

三
浦 —

—
 

子
供
に
と
っ
て
も
、
親
の
仕
事
に
触
れ

る
っ
て
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
が
ド
キ
ッ
と

し
た
の
は
、
子
供
が
、
お
母
さ
ん
の
会
社
に
入
る
か

ら
っ
て
言
っ
た
の
で
す
。
今
、
学
校
で
も
、
町
づ
く

り
の
研
究
と
か
し
て
い
る
の
で
、
興
味
を
も
っ
て
く

れ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
っ
て
分
け
ち
ゃ
っ
て
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
の
で
は
な
く
て
、
子
供
や
旦
那
さ
ん
、
親
戚

や
役
場
の
人
、
い
ろ
ん
な
人
を
巻
き
込
ん
で
楽
し
ん
じ
ゃ

う
と
面
白
い
で
す
よ
。

高
野 —

—
 

今
日
皆
さ
ん
の
経
験
談
を
聞
い
て
、
会
社

や
自
治
体
の
制
度
を
活
用
し
た
り
、
業
務
の
進
め
方

を
工
夫
す
る
な
ど
し
て
、
子
育
て
と
仕
事
を
上
手
に

両
立
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

女
性
の
社
会
進
出
が
進
み
、
雇
用
者
総
数
に
占
め

る
女
性
の
割
合
が
四
割
を
超
え
た
一
方
で
、
約
半
数

の
女
性
が
出
産
を
機
に
退
職
し
て
し
ま
う
と
聞
き
ま

す
。
働
く
女
性
が
出
産
後
も
子
育
て
と
仕
事
を
両
立

で
き
る
環
境
の
整
備
と
関
係
者
の
理
解
が
深
ま
る
こ

■�完成した塩山駅のフリースペース（三浦さん提供） ■甲州市のまちづくり支援にて、手作りの事務所開設に娘と一緒に参加（三浦さん提供）
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戸
谷 

奈
穂
子
（
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
株
式
会
社
）

　

一
九
七
六
年
生
ま
れ
。
一
九
九
九
年
に
芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
土
木
工

学
科
を
卒
業
し
、
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
株
式
会
社
に
入
社
。
入
社

後
は
、
道
路
交
通
に
関
わ
る
計
画
分
野
に
従
事
し
、
道
路
整
備
計
画
、
交

通
計
画
、
交
通
解
析
、
自
転
車
整
備
計
画
等
の
業
務
に
従
事
。

　

平
成
二
七
年
に
第
一
子
出
産
に
伴
い
産
休
・
育
休
を
取
得
。
復
帰
後
は

時
短
勤
務
制
度
を
活
用
し
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に
奮
闘
中
。
休
日
は

な
る
べ
く
子
供
と
の
時
間
を
た
く
さ
ん
も
て
る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
で
は
、会
員
企
業
へ
出
産・

育
児
支
援
、
在
宅
勤
務
等
の
多
様
な
働
き
方
等
の
情
報

提
供
や
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
発
注
者
に
対

し
て
も
労
働
環
境
の
改
善
や
出
産
・
育
児
支
援
を
要
望

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
界
で

働
く
人
達
が
、
男
女
を
問
わ
ず
子
育
て
や
仕
事
を
両
立

す
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に

尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
と
仕
事
を
両
立
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
変
な

面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
日
座
談
会
に
参

加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
の
よ
う
に
、
子
育
て
と
仕

事
を
上
手
に
調
和
さ
せ
る
こ
と
で
、
双
方
に
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
効
果
を
生
み
出
し
、
生
き
生
き
と
活
躍
す
る
エ
ン

ジ
ニ
ア
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

高
野 

登
（ 

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
　
関
東
支
部 

支
部
長
　

日
本
工
営
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
会
長
）

　

一
九
五
二
年
九
月
生
ま
れ
、
富
山
県
出
身
。
東
京
大

学
農
学
部
卒
業
後
、
日
本
工
営
株
式
会
社
に
入
社
。
河

川
計
画
が
専
門
。
主
と
し
て
河
川
の
治
水
・
利
水
計
画

を
担
当
。
水
循
環
再
生
計
画
や
雨
水
貯
留
浸
透
関
連
業

務
に
も
従
事
。

　

一
九
九
九
年
河
川
・
水
工
部
長
、
国
内
事
業
本
部
事

業
企
画
室
長
、
営
業
企
画
室
長
を
経
て
二
〇
一
一
年
取

締
役
。
そ
の
後
国
内
事
業
本
部
長
、
副
社
長
を
経
て

二
〇
一
七
年
代
表
取
締
役
会
長
に
就
任
。
社
外
で
は
、（
一

社
）
電
力
土
木
技
術
協
会
理
事
、（
一
社
）
日
本
ダ
ム
協

会
理
事
、（
一
社
）
日
本
大
ダ
ム
会
議
理
事
。（
一
社
）
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
で
は
河
川
計
画
専
門
委
員
会

委
員
、
技
術
委
員
長
、
技
術
部
会
長
を
歴
任
し
、
現
在

は
副
会
長
と
関
東
支
部
長
を
併
任
。趣
味
は
囲
碁
、散
策
。

湯
本 

裕
之
（
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
）

 

一
九
八
〇
年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
明
治
大
学
大
学
院

農
学
研
究
科
を
卒
業
し
、
二
〇
〇
五
年
に
セ
ン
ト
ラ

ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
に
入
社
。
入
社
後
は

主
に
自
然
環
境
分
野
の
業
務
に
従
事
。
社
外
で
は（
一

社
）
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
の
環
境
専
門
委
員

会
の
委
員
を
担
当
。
二
児
の
父
。
家
庭
で
は
自
分
が

朝
の
家
事
、
妻
が
夜
の
家
事
を
分
担
。
毎
朝
、
家
族

の
朝
食
の
準
備
を
し
、
下
の
子
（
二
歳
）
を
保
育
園

へ
送
り
届
け
て
か
ら
出
社
。
趣
味
は
家
族
・
友
人
と

キ
ャ
ン
プ
、
山
登
り
、
自
然
観
察
な
ど
。

三
浦 

千
加
子
（
株
式
会
社
協
和
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
）

　

一
九
七
一
年
新
潟
県
生
ま
れ
。
一
九
九
四
年
茨
城
大

学
生
物
生
産
学
科
を
卒
業
し
、
㈱
協
和
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
に
入
社
。

入
社
後
は
計
画
グ
ル
ー
プ
に
配
属
、
一
時
退
社
（
契
約

社
員
）
を
経
て
、
入
社
以
降
は
一
貫
し
て
計
画
業
務
を

担
当
。
都
市
計
画
、
道
路
交
通
計
画
、
施
設
計
画
、
防

災
計
画
、
地
域
活
性
化
検
討
、
住
民
Ｗ
Ｓ
な
ど
様
々
な

分
野
の
計
画
業
務
に
従
事
。
一
児
の
母
・
計
画
部
門
の

専
門
職
と
し
て
「
楽
し
く
生
き
る
！
」
を
実
践
す
べ
く
、

仕
事
と
子
育
て
に
日
々
奮
闘
中
。

小
山 

桂
子
（
株
式
会
社
日
本
港
湾
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

　

一
九
八
一
年
一
二
月
、
埼
玉
県
出
身
。
二
〇
〇
六
年

に
東
海
大
学
大
学
院
海
洋
学
研
究
科
海
洋
工
学
専
攻
を

修
了
し
、
株
式
会
社
日
本
港
湾
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
入

社
。
入
社
後
は
、
水
理
関
連
（
波
浪
解
析
、
津
波
解
析
、

海
岸
侵
食
等
）
の
業
務
に
従
事
。
平
成
二
五
年
に
結
婚

を
し
、
平
成
二
八
年
三
月
に
第
一
子
の
出
産
お
よ
び
育

児
休
暇
を
取
得
、
平
成
二
九
年
四
月
か
ら
会
社
に
復
帰

し
て
い
る
。
子
供
を
保
育
園
に
預
け
な
が
ら
、
育
児
・

仕
事
の
両
立
を
図
り
、
毎
日
が
新
鮮
な
経
験
と
な
っ
て

い
る
が
、
悪
戦
苦
闘
の
日
々
を
続
け
て
い
る
。
休
日
は

溜
ま
っ
た
家
事
を
行
っ
て
い
る
が
、
家
族
で
海
に
出
か

け
Ｓ
Ｕ
Ｐ
や
子
供
と
砂
浜
遊
び
な
ど
〝
自
然
と
触
れ
合

う
よ
う
な
休
日
を
過
ご
す
こ
と
〟
を
心
掛
け
て
い
る
。
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・
ウ
イ
ー
ク
リ
ー 

ス
タ
ン
ス

・ 

育
児
休
業
、
産
前
産
後
休
業
の
制

度
化

・
男
性
の
育
児
休
暇
取
得
推
奨

・
裁
量
労
働
制

・
在
宅
勤
務

・
保
育
所
の
整
備

・
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど

　
（
二
）
制
度
面
で
の
整
備

女
性
が
参
画
し
や
す
い
環
境
整
備
に
向

け
て
、
国
土
交
通
省
等
に
制
度
面
で
の 湯

本 

裕
之
（
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
）

 

一
九
八
〇
年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
明
治
大
学
大
学
院

農
学
研
究
科
を
卒
業
し
、
二
〇
〇
五
年
に
セ
ン
ト
ラ

ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
に
入
社
。
入
社
後
は

主
に
自
然
環
境
分
野
の
業
務
に
従
事
。
社
外
で
は（
一

社
）
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
の
環
境
専
門
委
員

会
の
委
員
を
担
当
。
二
児
の
父
。
家
庭
で
は
自
分
が

朝
の
家
事
、
妻
が
夜
の
家
事
を
分
担
。
毎
朝
、
家
族

の
朝
食
の
準
備
を
し
、
下
の
子
（
二
歳
）
を
保
育
園

へ
送
り
届
け
て
か
ら
出
社
。
趣
味
は
家
族
・
友
人
と

キ
ャ
ン
プ
、
山
登
り
、
自
然
観
察
な
ど
。

三
浦 

千
加
子
（
株
式
会
社
協
和
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
）

　

一
九
七
一
年
新
潟
県
生
ま
れ
。
一
九
九
四
年
茨
城
大

学
生
物
生
産
学
科
を
卒
業
し
、
㈱
協
和
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
に
入
社
。

入
社
後
は
計
画
グ
ル
ー
プ
に
配
属
、
一
時
退
社
（
契
約

社
員
）
を
経
て
、
入
社
以
降
は
一
貫
し
て
計
画
業
務
を

担
当
。
都
市
計
画
、
道
路
交
通
計
画
、
施
設
計
画
、
防

災
計
画
、
地
域
活
性
化
検
討
、
住
民
Ｗ
Ｓ
な
ど
様
々
な

分
野
の
計
画
業
務
に
従
事
。
一
児
の
母
・
計
画
部
門
の

専
門
職
と
し
て
「
楽
し
く
生
き
る
！
」
を
実
践
す
べ
く
、

仕
事
と
子
育
て
に
日
々
奮
闘
中
。

小
山 

桂
子
（
株
式
会
社
日
本
港
湾
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

　

一
九
八
一
年
一
二
月
、
埼
玉
県
出
身
。
二
〇
〇
六
年

に
東
海
大
学
大
学
院
海
洋
学
研
究
科
海
洋
工
学
専
攻
を

修
了
し
、
株
式
会
社
日
本
港
湾
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
入

社
。
入
社
後
は
、
水
理
関
連
（
波
浪
解
析
、
津
波
解
析
、

海
岸
侵
食
等
）
の
業
務
に
従
事
。
平
成
二
五
年
に
結
婚

を
し
、
平
成
二
八
年
三
月
に
第
一
子
の
出
産
お
よ
び
育

児
休
暇
を
取
得
、
平
成
二
九
年
四
月
か
ら
会
社
に
復
帰

し
て
い
る
。
子
供
を
保
育
園
に
預
け
な
が
ら
、
育
児
・

仕
事
の
両
立
を
図
り
、
毎
日
が
新
鮮
な
経
験
と
な
っ
て

い
る
が
、
悪
戦
苦
闘
の
日
々
を
続
け
て
い
る
。
休
日
は

溜
ま
っ
た
家
事
を
行
っ
て
い
る
が
、
家
族
で
海
に
出
か

け
Ｓ
Ｕ
Ｐ
や
子
供
と
砂
浜
遊
び
な
ど
〝
自
然
と
触
れ
合

う
よ
う
な
休
日
を
過
ご
す
こ
と
〟
を
心
掛
け
て
い
る
。

日
本
の
人
口
は
減
少
に
転
じ
、
六
五
歳
以
上

の
高
齢
者
が
人
口
に
占
め
る
割
合
は

二
〇
％
を
超
え
て
先
進
国
の
中
で
も
先
頭
を
走
る

な
ど
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。
一
五
歳

か
ら
六
四
歳
の
働
き
手
も
減
少
し
て
お
り
、
日
本

社
会
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
建
設
業
界

も
例
外
で
は
な
く
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
に
お
い
て
も
、
国

土
交
通
省
や
地
方
自
治
体
と
の
意
見
交
換
会
で
の

「
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
要
望
と
提
案
」
に
お

い
て
、
第
一
の
要
望
事
項
と
し
て
「
担
い
手
の
確

保
育
成
の
た
め
の
環
境
整
備
」
を
挙
げ
る
な
ど
発

注
者
も
巻
き
込
ん
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
業
界
の
健
全
な
発
展
、
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
技
術
者
の
魅
力
あ
る
労
働
環
境
の

整
備
に
向
け
て
、
長
時
間
労
働
の
解
消
、
女
性
・

若
者
が
活
躍
し
や
す
い
環
境
整
備
、
子
育
て
や
介

護
等
と
仕
事
の
両
立
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

�

一
．
業
界
の
健
全
な
発
展

　
（
一
）
生
産
性
の
向
上

i-Constructin

な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活

用
し
た
生
産
性
の
向
上
や
生
産
プ
ロ
セ

ス
の
改
善
に
よ
り
、
生
産
性
を
向
上
し
、

短
い
時
間
で
も
高
い
品
質
の
成
果
を
上

げ
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
（
二
）
技
術
者
単
価
の
引
き
上
げ

技
術
者
単
価
の
ア
ッ
プ
を
毎
年
要
望
。

最
近
は
六
年
連
続
で
上
昇
し
、
二
〇
一
二

年
か
ら
技
術
者
単
価
は
二
二.
四
％
上
昇

し
た
。
企
業
経
営
の
安
定
と
労
働
環
境

の
改
善
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
る
。

�

二
．
魅
力
あ
る
労
働
環
境
の
整
備

　（
一
）
就
業
環
境
の
改
善
（
働
き
方
改
革
）

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
で
は
、
就

業
環
境
の
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
以
下
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
う
会
員
企
業
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

・
ノ
ー
残
業
デ
ー

■技術者単価の推移

■社内保育所の実例（N-Kids・高野支部長提供）■ノー残業デーの取り組み

整
備
を
要
望
し
て
お
り
、
総
合
評
価
落

札
方
式
業
務
を
対
象
に
、
①
女
性
技
術

者
を
担
当
技
術
者
に
配
置
す
る
こ
と
を

参
加
資
格
要
件
に
す
る
女
性
技
術
者
配

置
型
、
②
管
理
技
術
者
に
女
性
を
配
置

し
た
し
た
場
合
に
加
点
す
る
女
性
技
術

者
評
価
型
業
務
の
試
行
が
開
始
さ
れ
て

い
る
。

�

三
．
会
員
各
社
の
福
利
厚
生
制
度

　
　（
子
育
て
支
援
制
度
）

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
の
会
員
各
社
で

は
、
法
定
制
度
で
求
め
ら
れ
る
水
準
を
超
え

て
、
独
自
に
福
利
厚
生
制
度
を
充
実
さ
せ
て

い
る
会
社
も
多
く
あ
る
。
例
え
ば
以
下
の
よ

う
な
制
度
が
あ
る
。

　
（
一
）
育
児
休
業
の
充
実

法
定
で
は
、
一
歳
ま
で
の
も
の
を
三
歳

ま
で
、
あ
る
い
は
も
っ
と
長
期
に
わ
た

り
上
乗
せ
し
て
制
度
化
。

　
（
二
）
子
の
看
護
休
暇

法
定
で
は
、
子
供
一
人
で
五
日
、
二
人

で
一
〇
日
、
無
給
で
あ
る
が
、
日
数
の

増
加
や
有
給
と
す
る
な
ど
拡
充
。

　
（
三
）
育
児
短
時
間
勤
務
制
度

法
定
で
は
、
子
が
三
歳
ま
で
で
あ
る
が
、

小
学
校
卒
業
ま
で
と
す
る
な
ど
拡
充
。

　
（
四
）
介
護
休
業

法
定
で
は
、
九
三
日
で
あ
る
が
、
一
二

か
月
ま
で
と
す
る
な
ど
拡
充
。

�

※
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
会
員
企
業
で
の
実
施
の
一
例
で
す
。

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
の
取
り
組
み



め
広
大
な
面
積
を
占
め
る
浄
水
場
の
移
転
が

大
正
末
期
頃
か
ら
地
元
民
に
よって
要
望
さ
れ

た
。
昭
和
七
年
に
東
京
市
第
二
水
道
拡
張
計

画
案
が
東
京
市
会
に
提
出
さ
れ
、
淀
橋
浄
水

場
の
機
能
を
東
村
山
市
に
移
転
す
る
こ
と
と

し
、
移
転
を
前
提
と
し
た
街
路
計
画
を
策
定

す
る
。し
か
し
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
局
が
悪

化
し
た
た
め
、
実
施
は
戦
後
に
持
ち
越
さ
れ

た
。昭

和
三
十
五
年
に
東
村
山
浄
水
場
が
竣
工

し
通
水
す
る
と
、
淀
橋
浄
水
場
は
廃
止
に
向

け
て
動
き
出
す
。
そ
の
後
昭
和
四
十
年
に
淀

橋
浄
水
場
は
廃
止
さ
れ
、約
七
十
年
の
歴
史
に

幕
を
閉
じ
た
。こ
れ
は
施
設
と
し
て
老
朽
化
し

た
か
ら
で
は
な
く
、新
宿
副
都
心
建
設
と
し
て

の
大
目
的
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

新
宿
副
都
心
と
し
て

新
宿
駅
の
東
側
は
宿
場
町
と
し
て
内
藤
新

宿
（
現
新
宿
御
苑
）
が
あ
っ
た
が
、当
地
は
宿

場
か
ら
や
や
離
れ
た
位
置
に
あ
り
、江
戸
時
代

は
ほ
と
ん
ど
が
農
村
で
あ
っ
た
。
明
治
十
七
年

に
新
宿
駅
が
開
業
し
、
ま
た
明
治
三
十一年
に

淀
橋
浄
水
場
が
完
成
し
た
こ
と
に
よって
、こ
の

付
近
に
も
住
民
が
住
み
始
め
る
よ
う
に
な
り

新
宿
副
都
心

（
旧
淀
橋
浄
水
場
）

坂
東
の
原
風
景

広
報
委
員
　
千
田 

純
也

西
新
宿
は
、
日
本
で
も
屈
指
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
で
あ
る
新
宿
駅
の
西
側
一
帯
に
広
が
る
超

高
層
ビ
ル
群
を
有
す
る
「
新
宿
副
都
心
」
と

呼
ば
れ
る
地
域
名
・
町
名
で
あ
り
、
元
々
淀
橋

浄
水
場
が
あ
っ
た
土
地
で
あ
る
。
昭
和
四
十
年

に
浄
水
場
と
し
て
の
役
割
を
終
え
、
現
在
そ
の

跡
地
は
再
開
発
事
業
に
よ
り
超
高
層
ビ
ル
群

が
林
立
し
、日
本
最
大
級
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
街
を

形
成
し
て
い
る
。

淀
橋
浄
水
場
の
歴
史

明
治
維
新
以
前
の
江
戸
上
水
は
神
田
上
水

と
玉
川
上
水
を
水
源
と
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、

明
治
に
な
り
東
京
で
は
水
質
悪
化
が
問
題
視

さ
れ
て
い
た
。
明
治
十
九
年
に
東
京
で
コ
レ
ラ

が
大
流
行
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
淀

橋
町
に
浄
水
場
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。淀
橋
浄
水
場
は
明
治
三
十一年
に
竣
工
し
、

よ
う
や
く
東
京
に
近
大
水
道
が
誕
生
し
た
こ

と
に
な
る
。

大
正
十
二
年
に
起
こっ
た
関
東
大
震
災
に
よ

り
、
住
居
を
失
っ
た
東
京
市
民
は
広
い
山
の
手

郊
外
に
土
地
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
、西
新
宿

一
帯
は
住
宅
地
と
な
っ
た
が
、
新
宿
駅
の
西
口

は
当
時
閑
散
と
し
て
お
り
、
新
宿
の
繁
栄
の
た

30



住
宅
地
が
形
成
さ
れ
た
。

や
が
て
東
側
で
は
伊
勢
丹
デ
パ
ー
ト
や
中
村

屋
、
高
野
商
店
、
新
歌
舞
伎
座
、
帝
都
座
、

ム
ー
ラ
ン
ル
ー
ジ
ュ
新
宿
座
な
ど
施
設
が
集
中

し
て
繁
華
街
と
し
て
栄
え
た
が
、
西
側
に
は
商

業
集
積
は
何
も
な
か
っ
た
た
め
、
地
元
民
か
ら

新
宿
の
繁
栄
の
為
、淀
橋
浄
水
場
の
移
転
が
要

望
さ
れ
た
結
果
、
新
宿
副
都
心
計
画
が
策
定

さ
れ
た
。
こ
れ
は
移
転
し
た
跡
地
に
高
層
ビ
ル

群
な
ど
を
建
設
し
、
一
大
商
業
エ
リ
ア
に
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
財
団
法
人
新
宿
副
都
心
建
設
公
社

を
設
立
し
、
公
共
施
設
の
整
備
と
浄
水
場
移

転
、
跡
地
の
宅
地
造
成
を
行
い
、
公
社
に
よ
っ

て
造
成
さ
れ
た
宅
地
は
東
京
都
水
道
局
に
お

い
て
売
却
さ
れ
、
そ
こ
に
建
設
さ
れ
る
建
築
物

は
譲
渡
を
受
け
た
民
間
企
業
に
よって
建
設
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
う
し
て
昭
和
四
十
六

年
京
王
プ
ラ
ザ
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
を
皮
き

り
に
二
百ｍ
超
の
高
層
ビ
ル
が
次
々
と
建
設
さ

れ
街
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
って
いっ
た
。平
成
三
年
に

東
京
都
庁
舎
が
移
転
開
庁
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、ほ
ぼ
現
在
み
ら
れ
る
街
の
姿
が
完
成
し
た
。

【
出
展
写
真
に
つい
て
】

一
部
を
除
い
て
国
土
地
理
院　

地
図・空
中
写

真
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

（https://m
apps.gsi.go.jp/m

aplibSearch.
do#1

）

※
航
空
写
真
を
加
工
し
て
作
成

1：昭和 22 年当時の淀橋浄水場
2：昭和 41 年当時の西新宿一帯 廃止された浄水場
3：昭和 46 年当時の西新宿一帯 京王プラザホテル完成
4： 昭和 50 年当時の西新宿一帯 浄水場跡地に超高層ビルが建設され始めた
5：昭和 54 年当時の西新宿一帯
6： 平成元年当時の西新宿一帯 新都庁が建設中
7： 平成 4 年当時の西新宿一帯 新宿アイランドタワーが建設中
8：旧淀橋浄水場時代六角堂
9：エルタワーにある淀橋浄水場正門跡地

31
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9
567

8



32

位
の
値
を
更
新
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
豪
雨
に
よ
り
一
六
日
午
前
二
時
か
ら
三
時

頃
、
元
町
地
区
上
流
域
の
大
金
沢
を
中
心
と
し
た

渓
流
に
お
い
て
、
流
木
を
伴
っ
た
土
石
流
が
発
生

し
た
。
大
金
沢
流
域
で
は
、
広
い
範
囲
で
発
生
し

た
土
砂
や
流
木
が
、
神
達
地
区
付
近
や
下
流
流
路

沿
い
に
河
口
付
近
ま
で
堆
積
し
た
。

近
年
、
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害
や
土
砂

災
害
が
後
を
絶
た
ず
、
毎
年
各
地
で
大
き
な
被
害

が
発
生
し
て
い
る
。
二
〇
一
八
年
も
、「
非
常
に
強

い
」
勢
力
を
維
持
し
た
ま
ま
台
風
二
一
号
・
台
風

二
四
号
が
日
本
に
上
陸
し
、
各
地
で
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
。

こ
こ
で
は
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
に
発
生
し
た

伊
豆
大
島
の
土
砂
災
害
に
お
い
て
、
発
災
直
後
の

災
害
査
定
、
復
旧
後
の
避
難
計
画
策
定
の
対
応
に

あ
た
っ
た
会
員
各
社
の
奮
闘
ぶ
り
の
一
部
を
紹
介

す
る
。

観
測
史
上
一
位
を
更
新
す
る
豪
雨

「
平
成
二
五
年
伊
豆
大
島
土
砂
災
害
記
録
誌
（
大

島
町
）」
に
よ
る
と
、
平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
年
）

一
〇
月
一
一
日
に
発
生
し
た
台
風
二
六
号
は
、
発

達
し
な
が
ら
日
本
付
近
に
近
づ
き
、
一
〇
月
一
六

日
未
明
に
強
い
勢
力
を
維
持
し
た
ま
ま
伊
豆
大
島

に
最
接
近
し
た
。
台
風
二
六
号
の
接
近
に
伴
い
、

一
〇
月
一
六
日
未
明
か
ら
伊
豆
大
島
で
は
激
し
い

豪
雨
と
な
っ
た
。
元
町
地
区
で
は
、
一
時
間
に

一
二
二
・
五
mm
の
猛
烈
な
雨
が
降
り
、
二
四
時
間
降

水
量
で
は
、
八
二
四
・
〇
mm
を
記
録
し
た
。
一
時
間

降
水
量
及
び
二
四
時
間
降
水
量
は
、
観
測
史
上
一

裏側

広報委員　畑 浩太／鈴木 美咲

被害のすさまじさについて、当時、消防団員として最前
線で救助にあたった新中央航空株式会社大島営業所長 金
崎氏の話を聞いた。

─その日は、消防団の担当の日だった。当日夜中一時に
召集がかかったため、0時ごろ家を出たが、すでに道路は
冠水が始まっていた。今まで経験したことがないような状
況だった。
夜中の二時過ぎ、土砂崩れが発生したとの連絡があった。
ポンプ車で御神火スカイライン方面に出動したが、冠水や
流木がひどくポンプ車が立往生してしまった。救助を求め
られていたが、現場にたどり着くことができず、非常に残
念。二度とこのような災害が起こらないことを願っている。

新中央航空株式会社
大島営業所長金崎氏

伊豆大島の土砂災害
からの復興で活躍する
建設コンサルタント
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今
回
の
災
害
に
よ
っ
て
、
大
島
町
で
は
、
死
者
・

行
方
不
明
者
は
合
わ
せ
て
三
九
名
、
負
傷
者
二
二

名
の
被
害
が
発
生
し
た
。
死
者
は
、
全
て
元
町
地

区
で
発
生
し
て
い
る
。
建
物
被
害
は
、
全
壊
一
三

七
棟
、
大
規
模
半
壊
二
八
棟
、
半
壊
四
九
棟
、
一

部
破
損
一
八
六
棟
で
あ
っ
た
。

土
砂
や
流
木
の
堆
積
あ
る
い
は
土
砂
の
流
入
に

よ
っ
て
、
島
内
の
都
道
や
町
道
は
被
害
を
受
け
た
。

中
で
も
、
町
道
元
村
三
原
山
線
（
御ご

神じ
ん

火か

ス
カ
イ

ラ
イ
ン
）
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

五
社
に
よ
る
災
害
査
定
設
計

そ
の
被
害
に
対
す
る
、
災
害
査
定
設
計
の
依
頼

が
東
京
都
か
ら
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
に

入
っ
た
の
は
一
〇
月
末
で
あ
る
。
本
来
は
大
島
町

か
ら
の
要
請
に
な
る
が
、
大
島
町
は
技
術
職
員
が

少
な
く
対
応
が
困
難
と
い
う
事
情
か
ら
、
大
島
町

長
よ
り
、
東
京
都
知
事
あ
て
に
「
大
島
町
道
災
害

復
旧
に
関
す
る
技
術
支
援
」
の
要
請
が
あ
り
、
そ

れ
を
受
け
て
東
京
都
建
設
局
か
ら
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
協
会
に
支
援
要
請
が
あ
っ
た
。

支
援
の
内
容
と
し
て
は
、
翌
年
一
月
に
実
施
予

定
の
災
害
査
定
に
向
け
て
、
年
内
ま
で
の
短
い
作

業
期
間
で
、
被
災
を
受
け
た
町
道
元
村
三
原
山
線

（
御
神
火
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
）
及
び
泉
津
地
区
他
町
道

六
線
の
災
害
査
定
資
料
作
成
を
行
う
も
の
で
あ
っ

た
。こ

の
支
援
要
請
に
、
応
諾
の
回
答
を
行
っ
た
会

員
会
社
五
社
で
作
業
を
分
担
し
た
。
幹
事
会
社
で

あ
っ
た
日
本
工
営
株
式
会
社 

藤
木
氏
に
話
を
聞
い

た
。─

各
会
社
が
区
間
ご
と
に
責
任
を
持
っ
て
対
応
で

き
る
よ
う
作
業
工
区
を
設
定
し
、
連
携
・
協
力
を
図

り
な
が
ら
被
災
状
況
調
査
や
各
種
設
計
を
実
施
し

た
。
実
質
作
業
期
間
一
ヶ
月
と
い
う
短
期
間
で
二
〇

一
三
年
度
最
後
の
災
害
査
定
へ
の
対
応
を
行
っ
た
。

■元町地区から御神火スカイラインを望む、木のあまり生えていない部分が土砂災害の爪痕
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大
規
模
崩
壊
斜
面
は
砂
防
事
業
で
対
処
す
る
こ
と

に
な
っ
た
た
め
、
道
路
事
業
と
し
て
は
、
必
要
最
小

限
の「
の
り
面
」対
策
と
し
て
、原
形
復
旧
を
基
本
に
、

主
に
路
肩
や
路
体
の
再
構
築
を
行
う
目
的
と
し
て
実

施
し
た
。
早
期
復
旧
、
工
事
用
道
路
と
し
て
の
現
道

活
用
の
施
工
性
、
国
立
公
園
内
の
景
観
配
慮
、
土
石

流
の
原
因
と
な
る
大
規
模
盛
土
の
抑
制
、
雨
水
対
策

に
よ
る
再
度
災
害
の
防
止
等
を
視
点
と
し
て
、
被
災

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
応
じ
た
対
策
案
を
整
理
し
た
。

こ
れ
を
現
場
条
件
に
当
て
は
め
て
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
五
社
間
で
設
計
思
想
の
統
一
を
図
り
な
が
ら
、

円
滑
に
作
業
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
合
同
会
議
の
開

催
で
意
思
の
疎
通
を
図
り
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
や

共
有
フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
等
を
活
用
し
て
情
報
を
共

有
し
、
連
携
・
協
力
を
図
り
な
が
ら
対
応
し
た
。
そ

の
結
果
、
一
二
月
中
に
図
面
・
数
量
の
提
出
を
、
ま

た
一
月
末
に
は
二
〇
一
三
年
度
最
後
の
災
害
査
定
を

無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
ら
の
対
応
は
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

し
て
早
期
復
旧
と
い
う
使
命
感
に
駆
ら
れ
不
眠
不

休
で
対
応
し
、
被
害
調
査
か
ら
災
害
申
請
書
作
成

■現地での被災状況調査の様子（日本工営株式会社 藤木氏提供）

■土石流の横断による道路の崩壊状況（日本工営株式会社 藤木氏提供）

■ 対応位置図（https://www.town.oshima.tokyo.jp/
　img/kanko/oshima-map-monitor.gif に加筆）
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現
在
の
復
旧
状
況

二
〇
一
八
年
に
伊
豆
大
島
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、

土
砂
災
害
を
防
ぐ
対
策
工
事
と
し
て
、
元
町
地
区

で
流
路
工
の
整
備
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
発
災
直
後
の
復
旧
、
計

画
の
策
定
に
加
え
て
、
こ
の
よ
う
な
対
策
工
事
の

計
画
や
設
計
も
実
施
し
て
い
る
の
だ
。

我
々
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
こ
れ
か
ら
も

縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
、
災
害
対
策
・
災
害
復

興
を
支
援
す
る
な
ど
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
決
意

を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。

避
難
計
画
と
は
、
災
害
が
予
想
さ
れ
る
際
に
、

避
難
す
る
際
の
基
準
や
避
難
場
所
、
避
難
を
誘
導

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
事
前
に
計
画
し
、
周
知

し
て
お
く
も
の
で
あ
り
、
大
島
町
の
避
難
計
画
は
、

二
〇
一
四
年
に
策
定
さ
れ
た
（
以
降
、
随
時
更
新

中
）。大島

町
は
、
町
民
約
八
千
人
に
対
し
て
、
高
齢

化
率
は
約
三
五
％
と
高
く
、
高
齢
者
を
含
む
災
害

時
要
配
慮
者
が
島
内
に
点
在
し
て
い
る
こ
と
、
毎

年
約
二
〇
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
な
ど
島
外
の

人
も
対
象
に
す
る
こ
と
か
ら
、
誰
に
で
も
わ
か
り

や
す
い
避
難
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
を
活

用
し
て
、
町
丁
目
別
に
、
人
口
密
度
や
高
齢
化
率
、

乳
幼
児
率
を
見
え
る
化
す
る
と
と
も
に
、
文
字
の

フ
ォ
ン
ト
、
大
き
さ
、
ル
ビ
ふ
り
に
配
慮
し
た
誰

に
で
も
わ
か
り
や
す
い
資
料
づ
く
り
を
行
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
災
害
時
は
、
大
島
町
だ
け
で
は
な
く
、

東
京
都
、
警
察
、
消
防
、
さ
ら
に
地
域
組
織
で
あ

る
消
防
団
、
婦
人
会
等
、
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
が
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
災
害

発
生
前
か
ら
避
難
情
報
な
ど
を
発
信
す
る
立
場
で

あ
る
大
島
町
役
場
を
基
点
と
し
て
、
各
自
が
、「
い

つ
」、「
ど
こ
で
」、「
な
に
を
」、「
ど
の
よ
う
に
」

す
れ
ば
良
い
の
か
一
目
で
わ
か
る
基
準
を
作
成
し

て
い
る
。
特
に
高
齢
者
等
、
災
害
時
に
配
慮
が
必

要
な
人
が
、
一
足
早
く
避
難
を
開
始
で
き
る
よ
う

な
計
画
と
し
て
、
逃
げ
遅
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
土
砂
災
害
を
受
け
て
、
大
島
町
で
新
た

に
策
定
さ
れ
た
避
難
計
画
は
、
梅
雨
時
や
台
風
シ
ー

ズ
ン
を
経
な
が
ら
改
良
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
今

後
も
島
民
と
共
に
、
よ
り
確
実
な
避
難
に
向
け
て
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
で
を
短
期
間
で
完
了
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

新
た
な
避
難
計
画
の
策
定

こ
う
し
た
早
急
な
災
害
査
定
、
迅
速
な
復
旧
工

事
と
あ
わ
せ
て
、
二
度
と
甚
大
な
被
害
を
出
さ
な

い
た
め
に
は
、
避
難
計
画
の
策
定
な
ど
の
ソ
フ
ト

対
策
が
重
要
と
な
る
。
我
々
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
は
、
こ
の
よ
う
な
避
難
計
画
の
策
定
に
も

■二〇一四年に策定された避難計画

■元町地区の流路工の整備工事、現在も恒久対策が進められている
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れ
、
会
社
と
し
て
も
ス
テ
ー
タ
ス
が
上

が
っ
た
と
思
え
る
瞬
間
で
す
。

ま
た
、
異
業
種
の
方
と
仕
事
を
し
て

感
じ
る
こ
と
は
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
高
さ
で
す
。
我
々

に
と
っ
て
説
明
資
料
を
論
理
的
に
短
時

間
で
と
り
ま
と
め
、
分
か
り
や
す
く
プ

レ
ゼ
ン
す
る
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と

で
す
が
、
異
業
種
の
皆
さ
ん
か
ら
は
重

宝
さ
れ
る
「
技
術
」
で
す
。
発
注
者
か

異
業
種
で
組
ん
だ
チ
ー
ム
を 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
の
魅
力

聞
き
手—

業
務
経
歴
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

横
田—

入
社
後
は
環
境
部
署
に
配
属
さ

れ
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
オ
オ
タ
カ

調
査
な
ど
に
六
年
間
携
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
研
究
所
へ

二
年
間
の
出
向
期
間
を
経
て
、
現
在
の

Ｐ
Ｐ
Ｐ＊

１開
発
部
（
民
間
側
Ｐ
Ｆ
Ｉ＊

２部
隊
）

に
来
て
八
年
目
と
な
り
ま
す
。

聞
き
手—

印
象
深
い
業
務
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

横
田—

Ｐ
Ｐ
Ｐ
開
発
部
で
の
北
海
道
伊

達
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
案
件
で
す
。

通
常
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
給
食

調
理
・
配
送
、
洗
浄
業
務
が
主
と
な
り

ま
す
が
、
本
件
で
は
自
主
事
業
が
認
め

ら
れ
て
お
り
、
学
校
給
食
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
し

て
は
先
進
的
な
案
件
で
し
た
。
そ
こ
で
、

ら
も
、
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
が
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム＊

３

メ
ン

バ
ー
に
い
る
と
安
心

感
が
違
う
と
言
わ
れ

ま
す
。
言
い
方
を
変

え
れ
ば
、
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
は
建
設

業
界
だ
け
で
な
く
、
異

業
種
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
が
沢
山
埋

も
れ
て
い
る
の
で

は
？
と
思
っ
て
い
ま

す
。

聞
き
手—

若
手
技
術

者
、
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
を
目
指
す
学

生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
お
願
い
し
ま
す
。

横
田—

専
門
性
は
会

社
に
入
っ
て
か
ら
い

く
ら
で
も
磨
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
学
生

の
時
は
人
間
性
を
磨

い
て
く
だ
さ
い
。
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑

戦
し
、
経
験
し
て
い
く
。
そ
れ
が
社
会

に
出
て
も
役
に
立
ち
ま
す
。「
お
も
し
ろ

い
人
だ
な
、
一
緒
に
仕
事
し
た
い
な
」

と
思
っ
て
も
ら
え
た
ら
勝
ち
で
す
。
付

き
合
う
人
を
限
定
す
る
と
か
、
興
味
が

な
い
か
ら
や
ら
な
い
で
は
な
く
、
視
野

を
広
げ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
積
極
性
、

柔
軟
な
姿
勢
が
、
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
の
開

拓
だ
け
で
な
く
、
人
生
の
幅
を
広
げ
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

技術人に聞く

レ
ス
ト
ラ
ン
の
運
営
な
ど
の
独
自

の
自
主
事
業
提
案
を
行
い
、
晴
れ

て
事
業
者
と
し
て
選
定
さ
れ
た
、

思
い
入
れ
の
あ
る
事
業
で
す
。

聞
き
手—
技
術
者
の
魅
力
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

横
田—

Ｐ
Ｆ
Ｉ
提
案
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
人
た
ち
と
密
な
時
間
を
過

ご
せ
る
と
い
う
こ
と
が
魅
力
で

す
。
様
々
な
業
種
か
ら
専
門
企
業

が
集
ま
り
応
募
チ
ー
ム
を
作
り
ま

す
。
会
議
に
は
毎
回
三
〇
人
く
ら

い
が
参
加
さ
れ
ま
す
。
初
め
は
顔
と
名

前
が
一
致
し
ま
せ
ん
が
、
半
年
経
て
ば

全
員
の
趣
味
嗜
好
ま
で
分
か
る
ほ
ど
親

密
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
チ
ー
ム
を

組
ん
だ
も
の
の
全
て
の
案
件
で
特
定
さ

れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
定
さ

れ
た
ら
最
高
で
す
が
、
非
特
定
に
な
っ

た
と
き
で
も
「
次
回
も
長
大
と
一
緒
に

仕
事
が
し
た
い
！
」
と
言
っ
て
も
ら
え

た
と
き
こ
そ
、
技
術
者
と
し
て
認
め
ら

聞き手：広報委員　稲田 栄作、佐々木 悠
＊ 1） Public Private Partnership：「民間にできることは民間に委ねる」という方針で、官民が連携して公共事業等を進める手法のこと。PFI をはじめ、指定管理者制度、デザインビ

ルド、コンセッションなどが含まれる。
＊ 2） Private Finance Initiative：公共施設等の設計・建設・改修・更新や維持管理・運営を包括的に民間に委託することにより、民間の資金と経営能力・技術力（ノウハウ）を活用

し、効率的・効果的に、質の高い公共サービスを提供する手法のこと。　
＊ 3）PFI の提案に応募するためなど、同一の目的の達成のために、複数の企業・団体から組成される共同事業体のこと。

横
よ こ た

田 太
だ い さ く

作さん
株式会社 長大
インフラマネジメント事業本部
都市マネジメント事業部
地域交通企画部（大阪）　主査

（８月取材時：事業推進本部　PPP 開発部 主査、現在は
上記と兼務）

■北海道伊達市学校給食センター　①：給食センター外観、②〜④：食育レストランの風景

①

②

④

③
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情
報
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
の

社
会
貢
献

聞
き
手—

こ
れ
ま
で
の
業
務
経
歴
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

辻
本—
こ
れ
ま
で
の
三
〇
年
を
振
り
返

る
と
、
三
つ
に
区
分
で
き
ま
す
。
最
初

の
一
〇
年
は
、
気
象
・
環
境
に
関
す
る

観
測
か
ら
解
析
を
中
心
と
し
た
基
礎
に

従
事
し
ま
し
た
。
次
の
一
〇
年
は
、
観

測
し
た
気
象
情
報
を
「
ど
の
よ
う
に
加

工
し
て
伝
え
る
の
か
」
の
情
報
提
供
の

あ
り
方
に
従
事
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

次
の
一
〇
年
で
は
、
企
画
や
防
災
系
大

学
で
特
定
教
授
を
勤
め
る

な
ど
、
経
営
・
企
画
に
従
事

し
、
様
々
な
経
験
を
つ
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。　

聞
き
手—

思
い
出
に
残
る

仕
事
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

辻
本—

雨
か
ら
洪
水
に
至

る
過
程
な
ど
を
様
々
な

フ
ィ
ー
ル
ド
で
泊
ま
り
込

み
な
が
ら
観
測
し
た
現
場

経
験
は
、
今
で
も
鮮
明
な
記

憶
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
若

い
頃
の
経
験
が
気
象
状
況

を
解
説
す
る
際
の
基
礎
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
今
で
も
、
豪
雨
災
害
な

ど
の
気
象
解
説
は
、
そ
の
現

象
に
至
る
過
程
も
含
め
て

正
確
に
お
伝
え
で
き
る
素

地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
手—

技
術
者
の
魅
力

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

辻
本—

日
本
気
象
協
会
は
、

社
会
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ

に
気
象
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
生
活
に
身
近
な
場

面
で
は
、
電
車
内
の
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
、
天
気
予
報

専
門
メ
デ
ィ
ア
「tenki.jp

」

な
ど
の
媒
体
を
通
じ
て
、
情
報
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
社
会
貢
献
で
き
る
特

徴
を
有
し
て
お
り
、
一
般
的
な
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
少
し
異
な
り
ま
す
。

早
く
・
広
く
・
正
確
に
情
報
提
供
を
行

う
必
要
が
あ
る
た
め
、
技
術
者
一
人
の

責
務
は
大
き
い
が
、
果
た
す
役
割
も
大

き
い
で
す
。
ま
た
、
近
年
は
、
異
業
種

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
交
流
を
積

極
的
に
行
っ
て
お
り
、
新
た
な
研
究
開

発
や
知
見
を
得
る
環
境
に
も
恵
ま
れ
る

な
ど
、
技
術
者
冥
利
に
つ
き
ま
す
。

聞
き
手—

目
指
す
技
術
者
像
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

辻
本—

私
が
学
生
の
頃
は
、気
象
は
「
天

気
」、
土
木
は
「
ダ
ム
」「
橋
」
と
異
な

る
分
野
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
三
〇
年
で

気
象
と
土
木
は
融
合
し
、
新
た
な
領
域

と
し
て
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
時
代
は
、

Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
情
報
技
術
、
自
動
運

転
・
電
気
自
動
車
な
ど
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
・

エ
コ
革
命
に
代
表
さ
れ
る
新
た
な
ス

INTERVIEW

テ
ー
ジ
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
時

代
に
即
し
た
研
鑽
の
場
に
身
を
お
く
姿

勢
が
技
術
者
と
し
て
常
に
大
切
で
す
。

ま
た
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
、
防

災
面
か
ら
気
象
の
重
要
性
を
学
校
教

育
、
付
随
す
る
活
動
等
を
通
じ
て
伝
え

る
こ
と
も
情
報
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し

て
の
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。

聞
き
手—

若
手
技
術
者
、
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
を
目
指
す
学
生
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

辻
本—

学
識
経
験
者
や
他
機
関
技
術
者

と
の
共
同
研
究
、
意
見
交
換
な
ど
の
交

流
は
、
新
た
な
知
見
や
人
脈
を
得
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
若
い
こ
ろ
の
経
験

は
、
後
の
財
産
に
な
る
の
で
、
幅
広
い

知
識
を
持
つ
技
術
者
に
な
る
た
め
の
素

地
を
形
成
し
ま
す
。
私
の
経
験
も
踏
ま

え
若
い
技
術
者
の
方
々
に
は
、
積
極
的

に
外
部
活
動
や
新
領
域
に
参
画
し
て
ほ

し
い
で
す
。

聞き手：広報委員　米村 圭一郎、佐々木 悠

辻
つ じ も と

本 浩
ひ ろ ふ み

史さん
一般財団法人 日本気象協会
執行役員　最高情報責任者

■業務の流れ：気象観測①②③ ⇒ 気象解析 / 予測④ ⇒ 提供画面の検討⑤ ⇒ 情報提供⑥

① ②

④ ⑤

③ ⑥
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は
じ
め
に

近
年
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
そ
の
も
の
が
地

域
固
有
の
観
光
資
源
と
し
て
注
目
さ
れ
、

イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
様
々
な
工
夫
を

取
り
入
れ
な
が
ら
進
化
し
て
い
る
。
特
に
、

従
来
の
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
土
木

遺
産
を
巡
る
傾
向
が
強
か
っ
た
が
、
最
近

は
、
工
事
中
の
現
場
や
施
設
規
模
の
ス

ケ
ー
ル
感
を
楽
し
む
タ
イ
プ
の
イ
ン
フ
ラ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
人
気
が
あ
る
。
関
東
圏
の

イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
二
〇
一
八
年
八

月
時
点
）
は
、
イ
ン
フ
ラ
管
理
者
が
三
四

件
、
民
間
旅
行
会
社
が
一
六
件
を
実
施
し

て
お
り
、
そ
の
う
ち
二
割
が
群
馬
県
吾あ

が

妻つ
ま

郡ぐ
ん

長な
が

野の

原は
ら

町ま
ち

に
建
設
中
の
八や

ッん

場ば

ダ
ム
に

集
中
し
て
い
る
。

今
回
は
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
八
ッ
場

ダ
ム
等
を
巡
る
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

一
泊
二
日
の
工
程
で
体
験
し
て
き
た
の
で

紹
介
す
る
。
ま
た
、
八
ッ
場
ダ
ム
の
周
辺

は
、日
本
屈
指
の
温
泉
地
〝
草
津
〟
を
始
め
、

様
々
な
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
の

で
、
イ
ン
フ
ラ
と
周
辺
観
光
施
設
を
組
み

合
わ
せ
た
周
遊
観
光
の
あ
り
方
な
ど
を
提

案
し
て
み
た
い
。

八
ッ
場
ダ
ム
の
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

（
一
日
目

：
日
中
）

八
ッ
場
ダ
ム
に
関
連
し
た
イ
ン
フ
ラ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
数
多
く
あ
る
が
、
今
回
は
、

関
越
交
通
㈱
主
催
の
工
事
現
場
特
別
ガ
イ

ド
付
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
（
一
人
三
千
五
百

円
）
に
参
加
し
た
。
集
合
は
草
津
温
泉
で
、

参
加
者
は
我
々
を
含
め
て
十
一
名
で
あ
っ

た
。ま

ず
、
八
ッ
場
ダ
ム
に
つ
い
て
概
説
す

る
と
、
二
〇
一
九
年
度
の
完
成
予
定
で
、

二
十
四
時
間
体
制
で
工
事
が
進
め
ら
れ
、

そ
の
姿
は
日
々
進
化
し
て
い
る
。
ダ
ム
形

式
は
、
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
、

堤
高
は
一
一
六
ｍ
、
堤
頂
長
は
二
九
〇
ｍ
、

総
貯
水
量
は
約
一
億
七
五
〇
万
㎥
と
関
東

を
代
表
す
る
ダ
ム
で
あ
る
。

最
初
に
訪
れ
た
八
ッ
場
ダ
ム
上
流
左
岸

の
「
や
ん
ば
見
放
台
」
か
ら
建
設
現
場
を

見
下
ろ
す
と
、
普
段
目
に
し
な
い
大
型
ク

レ
ー
ン
や
ダ
ン
プ
カ
ー
等
の
大
型
重
機
が

勢
ぞ
ろ
い
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
歩
い
て

渡
っ
た
ダ
ム
上
流
側
の
八
ッ
場
大
橋
よ
り

下
を
覗
き
込
む
と
先
ほ
ど
の
大
型
重
機
が

米
粒
の
よ
う
で
、
改
め
て
ダ
ム
の
ス
ケ
ー

ル
感
を
体
験
し
た
。
橋
を
渡
っ
た
先
に
は

「
な
る
ほ
ど
！
や
ん
ば
資
料
館
」
が
あ
り
、

ダ
ム
建
設
に
至
る
歴
史
、
ダ
ム
建
設
の
目

的
・
機
能
、
建
設
重
機
の
紹
介
、
ダ
ム
模

型
な
ど
を
通
じ
て
子
供
に
も
分
か
り
や
す

く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

午
後
か
ら
は
ガ
イ
ド
さ
ん
に
よ
る
専
門

的
な
説
明
を
受
け
な
が
ら
の
ツ
ア
ー
と

な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
参
加
記
念
と
し
て
、

八ッ場ダム周辺の
インフラ

ツーリズム編
広報委員　漆原俊之／米村圭一郎

連動企画
http://jcca.yin.or.jp/doboku-tour/

■八ッ場ダム周辺の位置図
　国土地理院の地理院地図（電子国土Web）

■�「やんば見放台」から工事現場を見学■「なるほど！やんば資料館」では子供が勉強中 ■八ッ場大橋からダムを望む
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移
動
し
、
ダ
ム
の
上
・
下
流
を
ぐ
る
っ
と

回
り
こ
む
貴
重
な
イ
ン
フ
ラ
見
学
を
無
事

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、
二
〇
一
八
年
八
月
時
点
で
は
、

ダ
ム
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
高
は
八
割

で
、
年
内
に
は
天
端
ま
で
到
達
す
る
予
定

と
の
こ
と
。
工
事
現
場
を
見
学
す
る
機
会

も
残
り
わ
ず
か
と
な
る
の
で
、
草
津
温
泉

を
訪
れ
る
際
に
は
、
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
な
お
、八
ッ
場
ダ
ム
ぷ
ら
っ

と
見
学
会
は
、「
道
の
駅�

八
ッ
場
ふ
る
さ

と
館
」
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
な
ど
で
申
し

込
み
が
で
き
、
空
い
て
い
れ
ば
当
日
参
加

も
可
能
と
の
こ
と
で
あ
る
。

草
津
温
泉
（
一
日
目

：

夜
）

草
津
温
泉
は
、
火
山
由
来
の
強
酸
性
の

温
泉
が
毎
分
三
万
ℓ
自
然
湧
出
す
る
日
本

三
名
泉
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
源
泉
は

五
〇
℃
近
く
そ
の
ま
ま
で
は
入
浴
に
適
さ

な
い
た
め
、
温
泉
効
能
を
低
下
さ
せ
な
い

工
夫
と
し
て
「
湯
も
み
」
を
行
い
適
温
に

す
る
文
化
が
今
も
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。

草
津
温
泉
は
、
温
泉
文
化
と
と
も
に
景

観
ま
ち
づ
く
り
に
も
尽
力
し
て
お
り
、「
景

観
ま
ち
づ
く
り
協
定
」
を
締
結
し
、
環
境

整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、

草
津
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
湯
畑
周
辺
で

は
、
温
泉
街
の
歴
史
あ
る
風
情
を
残
し
つ

つ
新
た
な
息
吹
を
感
じ
ら
れ
る
取
り
組
み

が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

草
津
に
は
老
舗
旅
館
や
ホ
テ
ル
だ
け
で

は
な
く
、
西
洋
風
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
が
三
〇

軒
近
く
あ
る
。
余
談
で
あ
る
が
、ペ
ン
シ
ョ

ン
発
祥
の
地
は
草
津
温
泉
で
あ
る
と
い
う

説
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
群
は

温
泉
街
の
中
心
か
ら
や
や
離
れ
た
、
落
ち

ダ
ム
カ
ー
ド
（
建
設
中
の
複
数
バ
ー
ジ
ョ

ン
あ
り
）、
八
基
石
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打

設
前
の
谷
底
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
石
）
等

を
い
た
だ
い
た
。
説
明
の
最
後
に
、
ダ
ム

本
体
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
骨
材
と
な
る
「
石
」

に
お
願
い
を
書
い
て
、
ダ
ム
の
完
成
と
と

も
に
祈
願
成
就
を
各
自
が
願
っ
た
。
さ
き

ほ
ど
の
「
石
」
が
ダ
ム
の
一
部
を
形
成
す

る
と
思
う
と
、
完
成
後
に
訪
れ
る
の
が
楽

し
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ダ
ム
サ
イ
ト
上

流
右
岸
側
、
下
流
左
岸
側
の
仮
設
構
台
に

■ライトアップされた湯畑■湯畑周辺の景観整備

■ダム堤体を下から臨む

■廃線を歩いてダムへ（秘境ツアーみたい）

■伝統と現在を表現した「熱乃湯」

■規模に圧倒される八ッ場ダム

1日目2日目

八ッ場ダム見学バスツアー

草
津
温
泉

や
ん
ば
見
放
台

な
る
ほ
ど
！ 

や
ん
ば
資
料
館

浅
間
酒
造
観
光
セ
ン
タ
ー

（
昼
食
＆
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
）

ダ
ム
サ
イ
ト
見
学（
上
流
・
下
流
側
）

道
の
駅
八
ッ
場
ふ
る
さ
と
館

草
津
温
泉（
宿
泊
）

野
反
ダ
ム
・
野
反
湖（
散
策
・
昼
食
）

道
の
駅
あ
が
つ
ま
峡（
お
み
や
げ
）

Ｊ
Ｒ
吾
妻
線
跡
地

（
自
転
車
型
ト
ロ
ッ
コ
乗
車
）

川
原
湯
温
泉（
入
浴
王
湯
）

インフラツーリズムの旅行行程
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季
折
々
の
ダ
ム
の
風
景
が
顔
を
覗
か
せ

る
。
ダ
ム
湖
そ
ば
に
あ
る
野
反
峠
休
憩
舎

の
建
物
は
古
め
か
し
い
が
、
地
元
六く

合に

産

の
食
材
を
用
い
た
メ
ニ
ュ
ー
が
充
実
し
て

い
る
他
、
地
元
産
品
が
入
手
で
き
る
の
が

魅
力
で
あ
る
。

そ
の
他
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
コ
テ
ー
ジ
で

の
宿
泊
、
つ
り
、
登
山
等
の
ア
ウ
ト
ド
ア

体
験
が
気
軽
に
で
き
る
な
ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

近
年
「
天
空
の
湖
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
人
気
上
昇
中
の
ス
ポ
ッ
ト
で

あ
る
。
取
材
当
時（
八
月
上
旬
）の
都
内
は
、

三
五
度
を
超
え
る
酷
暑
で
あ
っ
た
が
、
こ

こ
は
エ
ア
コ
ン
が
か
か
っ
て
い
る
か
の
様

な
快
適
な
避
暑
地
で
あ
り
、
印
象
深
い
一

日
と
な
っ
た
。

今
回
の
野
反
ダ
ム
で
の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
体
験
を
通
じ
て
、
八
ッ
場
ダ
ム
完
成

後
の
ダ
ム
湖
の
も
つ
可
能
性
が
ふ
と
想
像

で
き
た
。
ま
た
、
八
ッ
場
ダ
ム
と
は
、
ダ

ム
形
式
が
異
な
る
の
で
、
構
造
や
規
模
を

比
べ
な
が
ら
両
方
巡
る
と
面
白
い
だ
ろ

う
。

Ｊ
Ｒ
吾
妻
線
跡
地
（
二
日
目

：

昼
）

八
ッ
場
ダ
ム
の
や
や
手
前
で
、
国
道
沿

い
で
ボ
ー
ド
に
て
何
や
ら
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る

人
た
ち
に
遭
遇
し
、
気
に
な
る
の
で
立
ち

寄
っ
て
み
た
。
こ
こ
で
は
、
東
吾
妻
町
主

催
の
線
路
跡
地
を
活
用
し
た
自
転
車
型
ト

ロ
ッ
コ
（
延
長
約
八
〇
〇
ｍ
）
の
体
験
乗

車
を
実
施
し
て
お
り
、
時
間
も
あ
っ
た
の

で
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
に
し
た
。
Ｊ
Ｒ

吾
妻
線
は
ダ
ム
建
設
に
よ
り
高
台
ル
ー
ト

へ
の
線
路
の
切
替
が
行
わ
れ
、
利
用
さ
れ

な
く
な
っ
た
線
路
跡
地
を
地
域
活
性
の
目

玉
と
し
て
二
〇
二
〇
年
春
か
ら
の
本
格
運

用
に
向
け
て
、
試
験
運
行
を
行
っ
て
い
る
。

田
園
風
景
や
吾
妻
渓
谷
な
ど
の
風
光
明

媚
な
場
所
を
通
る
路
線
で
、
踏
切
や
ト
ン

ネ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
鉄
道
施
設
も
多
く

残
る
た
め
、
実
現
す
れ
ば
大
人
気
ス
ポ
ッ

ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

周
辺
の
草
津
国
際
ス
キ
ー
場
は
、
春
か

ら
秋
は
プ
レ
イ
ゾ
ー
ン
と
し
て
様
々
な
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
体
験
で
き
る
な
ど
、

草
津
は
何
回
行
っ
て
も
新
た
な
発
見
が
あ

る
。
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
宿
泊
拠
点

と
し
て
、
自
分
の
イ
チ
押
し
の
場
所
を
探

し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

野
反
ダ
ム
（
二
日
目

：

朝
）

八
ッ
場
ダ
ム
の
北
に
位
置
す
る
野の

反ぞ
り

ダ

ム
は
、
標
高
一
五
一
七
ｍ
に
岩
石
を
積
み

上
げ
て
建
設
さ
れ
た
発
電
用
ロ
ッ
ク
フ
ィ

ル
ダ
ム
で
あ
る
。
関
東
（
群
馬
県
）
に
位

置
す
る
が
、
ダ
ム
か
ら
流
れ
る
中
津
川
は

信
濃
川
水
系
に
属
し
日
本
海
に
注
い
で
い

る
。
な
お
、
隣
接
す
る
長
野
県
の
南

み
な
み

相あ
い

木き

ダ
ム
（
一
五
三
二
ｍ
）
が
二
〇
〇
五
年
に

完
成
す
る
ま
で
は
日
本
一
標
高
の
高
い
地

点
に
建
設
さ
れ
た
ダ
ム
で
あ
っ
た
（
有
名

な
黒
部
ダ
ム
は
一
四
七
〇
ｍ
）。
野
反
湖

の
周
囲
は
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
他
三
百
種
を

超
え
る
高
山
植
物
が
自
生
し
て
お
り
、
四

着
い
た
静
か
な
場
所
に
あ
る
。
湯
畑
周
辺

の
老
舗
旅
館
と
比
べ
て
一
泊
二
食
付
で
一

人
一
万
円
前
後
と
比
較
的
安
く
、
個
性
豊

か
な
風
呂
（
も
ち
ろ
ん
温
泉
）
と
と
も
に
、

地
元
の
食
材
が
豊
富
な
食
事
な
ど
魅
力
満

点
で
あ
る
。

■�ペンション発祥の地といわれる綿貫ペンション

■�二人乗り自転車型トロッコ

■草津国際スキー場でのアクティビティ

■�ロックフィルダムの特徴が分かるダムサイトの下流側

■�野反峠休憩舎から野反湖を望む
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川
原
湯
温
泉
（
二
日
目

：

夕
）

川か
わ

原ら

湯ゆ

温
泉
は
、
約
八
百
年
前
に
源
頼

朝
が
発
見
し
た
と
い
う
伝
説
が
残
る
「
小

さ
な
温
泉
地
」
で
、
三
つ
の
共
同
浴
場
が

あ
っ
た
。
温
泉
街
は
、
八
ッ
場
ダ
ム
の
完

成
に
よ
っ
て
ダ
ム
湖
に
沈
む
た
め
、
現
地

再
建
方
式
に
よ
り
近
く
の
高
台
へ
移
転

し
、
現
在
新
た
な
装
い
を
み
せ
て
い
る
。

移
転
先
で
は
、
温
泉
旅
館
、
土
産
物
屋
、

老
人
介
護
施
設
、
民
家
が
集
約
整
備
さ
れ

て
い
る
。
共
同
浴
場
の
「
王
湯
」
は
、
ダ

ム
湖
を
望
む
場
所
に
再
建
さ
れ
、
温
泉
街

の
目
前
に
出
現
す
る
ダ
ム
湖
の
風
景
が
想

像
で
き
、
将
来
が
楽
し
み
で
あ
る
。
今
は

ダ
ム
ツ
ア
ー
以
外
に
は
賑
わ
い
に
乏
し
い

が
、
湖
畔
に
親
水
公
園
や
キ
ャ
ン
プ
場
等

を
整
備
す
る
と
大
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
に
変

貌
す
る
と
思
わ
れ
る
。

八
ッ
場
ダ
ム
周
辺
の 

イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可
能
性

イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
旅
行
に
組
み

込
む
こ
と
で
、
い
つ
も
と
異
な
る
楽
し
み

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
八
ッ
場
ダ
ム
は

反
対
運
動
や
政
治
的
判
断
な
ど
か
ら
土
木

の
マ
イ
ナ
ス
面
が
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、

二
〇
二
〇
年
の
ダ
ム
完
成
後
に
出
現
す
る

巨
大
な
ダ
ム
湖
は
、
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
通
し
て
マ
イ
ナ
ス
か
ら
プ
ラ
ス
に
転

じ
る
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
土

木
イ
ン
フ
ラ
と
観
光
地
を
結
び
つ
け
る
イ

ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
ダ
ム
周
辺
の
自

治
体
に
と
っ
て
地
域
活
性
の
中
核
に
な
る

存
在
と
な
り
、
我
々
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
と
っ
て
も
腕
の
見
せ
所
で
は
な
い
か

と
思
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

■高台移転後の新「王湯」

■�移転前の共同浴場「王湯」

インフラツーリズムの事例

周辺観光地

八ッ場ダム周辺施設全国の施設インフラツーリズムの分類

施設のスケールや
機能美を体感する

黒部ダム（富山）、宮ヶ瀬ダム（神奈川）、首都圏外郭放水路（埼玉）
レインボーブリッジ（東京）、本州四国連絡橋（本州-四国）

八ッ場ダム（完成後）、野反ダム
八ッ場大橋、不動大橋、丸岩大橋

工事中の現場や普段入れない
バックヤードを見学する

東京湾トンネル（東京）、東京湾アクアライン（神奈川-千葉）
東京外かく環状道路（東京-埼玉-千葉） 八ッ場ダム（工事中）

歴史的に価値のある施設を
見学する

永代橋・勝鬨橋（東京）、通潤橋（熊本）、錦帯橋（山口）
立山カルデラ砂防施設（富山）、東京湾第二海堡（千葉）

六合赤岩地区
旧太子駅跡地復元

既存の施設を活用する 黒部峡谷トロッコ電車（富山）
余部鉄橋「空の駅」展望施設（兵庫）

吾妻線自転車型トロッコ
八ッ場ダムの形成する湖

土木インフラの造り出した
景観を楽しむ

［参考サイト］
○インフラツーリズムPORTAL SITE（国土交通省総合政策局） 　http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/infratourism/index.html
○日本の土木を見に行こう土木ツアー NAVI（一般社団法人建設コンサルタンツ協会） 　http://jcca.yin.or.jp/doboku-tour/

美瑛川ブロック堰堤の青い池（北海道）
湖底に沈むタウシュベツ川橋梁（北海道）

鉄鉱床跡のチャツボミゴケ公園
奥四万湖の四万ブルー

土木インフラ インフラツーリズム
の新しいカタチ

好みに合わせた自由な組合せ

家族やグループで
楽しむ一泊二日の
インフラツーリズム
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2010年代 2000年代 1990年代 1980年代 1970年代 1960年代

年
2
0
1
9

2
0
1
8

2
0
1
7

2
0
1
6

2
0
1
5

2
0
1
4

2
0
1
3

2
0
1
2

2
0
1
1

2
0
1
0

2
0
0
9

2
0
0
8

2
0
0
7

2
0
0
6

2
0
0
5

2
0
0
4

2
0
0
3

2
0
0
2

2
0
0
1

2
0
0
0

1
9
9
9

1
9
9
8

1
9
9
7

1
9
9
6

1
9
9
5

1
9
9
4

1
9
9
3

1
9
9
2

1
9
9
1

1
9
9
0

1
9
8
9

1
9
8
8

1
9
8
7

1
9
8
6

1
9
8
5

1
9
8
4

1
9
8
3

1
9
8
2

1
9
8
1

1
9
8
0

1
9
7
9

1
9
7
8

1
9
7
7

1
9
7
6

1
9
7
5

1
9
7
4

1
9
7
3

1
9
7
2

1
9
7
1

1
9
7
0

1
9
6
9

1
9
6
8

1
9
6
3

1
9
6
1

平
成
31
年

平
成
30
年

平
成
29
年

平
成
28
年

平
成
27
年

平
成
26
年

平
成
25
年

平
成
24
年

平
成
23
年

平
成
22
年

平
成
21
年

平
成
20
年

平
成
19
年

平
成
18
年

平
成
17
年

平
成
16
年

平
成
15
年

平
成
14
年

平
成
13
年

平
成
12
年

平
成
11
年

平
成
10
年

平
成
9
年

平
成
8
年

平
成
7
年

平
成
6
年

平
成
5
年

平
成
4
年

平
成
3
年

平
成
2
年

平
成
元
年

昭
和
63
年

昭
和
62
年

昭
和
61
年

昭
和
60
年

昭
和
59
年

昭
和
58
年

昭
和
57
年

昭
和
56
年

昭
和
55
年

昭
和
54
年

昭
和
53
年

昭
和
52
年

昭
和
51
年

昭
和
50
年

昭
和
49
年

昭
和
48
年

平
成
47
年

昭
和
46
年

昭
和
45
年

昭
和
44
年

昭
和
43
年

昭
和
38
年

昭
和
36
年

高
野 　
登

村
田 

和
夫

長
谷
川 

伸
一

大
島 

一
哉

友
澤 

武
昭

廣
谷 

彰
彦

木
下 　
薫

西
田 

茂
一

清
野 

茂
次

梅
田 

昌
郎

伊
藤 

直
行

斎
藤 

申
吾

谷
口 

敏
雄

谷
藤 

正
三

石
川 　
豊

黒
田 

静
夫

田
原 

保
二

鈴
木 

信
孝

有
江 

義
晴

田
辺 　
弘

藤
樫 

博
暁

伊
藤 

清
一

梶
谷 　
薫

支
部
長

161 161 159 161 156 156 154 157 158 165 172 174 176 185 186 194 198 203 210 208 211 213 211 205 205 188 179  170 161 145 136 130 124 122 112 104 95 102 95 84 75 69 64 63 59 59 58 58 48 45 44 43
会
員
数

2
月　

 

グ
ロ
ー
カ
ル
関
東
（
Ｖ
ｏ
ｌ.

12
）
東
京
都
島
嶼
部
発
刊

2
月
5
日　

 

関
東
支
部
創
立
50
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
開
催　
会
場
：
明
治
記
念
館

3
月　

 

東
京
都
港
湾
局
現
地
対
策
本
部
連
絡
協
議
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
い
て

「
現
地
対
策
本
部
地
震
対
応
訓
練
」
を
実
施

5
月　

 「
関
東
支
部
創
立
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」
第
1
回
開
催

8
月　

 

都
測
協
、
建
コ
ン
関
東
支
部
、
都
地
協
主
催
に
よ
る
「
第
2
回
災
害
対
策
セ

ミ
ナ
ー
in
東
京
」
開
催

9
月　

 

関
東
支
部
を
「
災
害
対
策
現
地
本
部
」
と
し
て
災
害
時
対
応
演
習
実
施

11
月　

 

技
術
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
部
の
維
持
管
理
の
現
状
と

今
後
の
課
題
」
等

12
月　
働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー
開
催

2
月　

 

東
京
都
港
湾
局
開
催
の
「
現
地
対
策
本
部
連
絡
協
議
会
（
2
月
）」
へ
参
加

4
月　
会
費
改
定

5
月　

 

野
球
大
会
開
催
（
第
50
回
）

6
月　

 

東
京
都
測
量
設
計
業
協
会・東
京
都
地
質
調
査
業
協
会
と
の
共
催
に
よ
る
「
第

1
回
災
害
対
策
セ
ミ
ナ
ー
in
東
京
」
開
催

9
月　

 

技
術
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
「
建
設
現
場
の
生
産
性
革
命
」
等

11
月　

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
（
第
30
回
）

東
京
国
道
事
務
所
が
実
施
す
る
「
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
」
操
作
訓
練
に
参
加

8
月　
栃
木
県
と
災
害
時
支
援
活
動
協
定
締
結
（
災
害
時
対
応
）

11
月　
テ
ニ
ス
大
会
（
第
20
回
）

4
月　

 

人
事
・
労
務　
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
専
門
委
員
会
新
設

9
月　

 

鬼
怒
川
堤
防
決
壊
に
伴
う
関
東
地
整
か
ら
の
災
害
対
応
支
援
要
請
に
対
応

3
月　
栃
木
県
と
災
害
時
支
援
活
動
協
定
締
結
（
橋
梁
限
定
）

4
月　
新
入
社
員
研
修
会
開
催

8
月　
関
東
地
整
と
の
意
見
交
換
会
実
施

4
月　

 「
若
手
の
会
W
G
」「
女
性
の
会
W
G
」
新
設

6
月　
東
京
国
道
事
務
所
、
東
京
都
、
栃
木
県
と
新
た
に
災
害
時
支
援
活
動
協
定
を
締
結

8
月　
千
葉
県
と
の
防
災
演
習
実
施
（
8
月
）

11
月　

 

関
東
地
整・茨
城
県
共
催
の
「
大
規
模
津
波・地
震
防
災
総
合
訓
練
」
に
参
加
（
11
月
）

11
月　
大
島
町
へ
災
害
支
援
（
台
風
26
号
に
よ
る
）

1
月　

 

就
職
イ
ベ
ン
ト
へ
の
初
出
展　
場
所
：
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

2
月　

 

茨
城
県
と
災
害
時
支
援
協
定
を
締
結

4
月　
名
称
を
一
般
社
団
法
人
に
改
称　
高
速
道
路
会
社
対
応
専
門
委
員
会
新
設

10
月　

 

技
術
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催　
「
災
害
大
国
日
本
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
技
術
者

へ
の
期
待
」

3
月　

 

東
日
本
大
震
災
へ
の
支
援
要
請
に
対
応
（
関
東
地
整
、
千
葉
県
、
福
島
県
）

11
月　

 

技
術
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催　
「
今
後
起
こ
り
う
る
関
東
の
大
震
災
を
考
え
る
」

4
月　
相
模
原
市
と
災
害
協
定
締
結

4
月　
新
入
社
員
研
修
会
（
第
30
回
）

11
月　
「
業
務
上
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
わ
る
Ｑ
＆
A
」
発
刊

1
月
15
日　
創
立
40
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
開
催

5
月　

 

渋
谷
区
と
災
害
協
定
締
結

5
月　
第
45
回
代
表
者
会
議
開
催
「
公
共
事
業
を
め
ぐ
る
最
近
の
話
題
」

12
月　

 

中
日
本
高
速
道
路
八
王
子
支
社
、
名
古
屋
支
社
、
東
京
支
社
）
と
災
害
協
定
締
結

12
月　

 

技
術
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
「
環
境
を
考
慮
し
た
社
会
資
本
整
備
へ
の
展
開
」

5
月　
関
東
グ
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
0
8
（
中
期
行
動
計
画
）
の
発
表

3
月　
広
報
絵
本
「
君
の
知
ら
な
い
道
で
」
発
刊

5
月　
「
地
域
研
究
員
」
制
度
創
設

8
月　
関
東
支
部
事
務
局
の
移
転　
企
画
部
会
新
設

1
月　
「
関
東
グ
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
0
5
」
発
刊

5
月　
「
中
期
行
動
計
画
策
定
委
員
会
」
設
置　

4
月　
対
外
活
動
部
会
の
下
に
「
実
行
委
員
会
」
設
置

7
月　
C
A
L
S
資
格
試
験
の
支
援
開
始

5
月　
情
報
委
員
会
新
設 

6
月　
独
占
禁
止
法
特
別
委
員
会
の
下
に
「
実
行
員
会
」
設
置

5
月　
環
境
専
門
委
員
会
、
電
子
情
報
専
門
委
員
会
設
置

10
月　
創
立
30
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
開
催

9
月　
テ
ニ
ス
大
会
（
第
1
回
）
開
催

10
月　
長
野
県
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
道
路
見
学
会

10
月　
レ
ビ
ュ
ー
制
度
報
告
書
説
明
会
開
催

10
月　
本
部
30
・
支
部
25
周
年
記
念
講
演
会

10
月　
関
東
地
整
「
新
技
術
フ
ェ
ア
」
に
出
展

４
月　
新
入
社
員
研
修
会
（
第
10
回
）

10
月　
創
立
20
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
開
催

対
外
活
動
部
会
設
立　
技
術
委
員
会
設
立

４
月　
関
東
支
部
に
名
称
変
更

10
月　
支
部
創
立
15
周
年
記
念
式
典
開
催

経
理
事
務
検
討
委
員
会

2
月　
関
東
北
陸
支
部
に
名
称
変
更

４
月　
新
入
社
員
研
修
会
開
始

東
京
都
、
千
葉
、
埼
玉
県
土
木
部
技
監
に
よ
る
講
演
会
開
催

10
月　
支
部
創
立
10
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
開
催

４
月　
関
東
甲
信
越
支
部
に
名
称
変
更

7
月　
支
部
事
務
所
開
設
（
信
濃
町
多
士
ビ
ル
内
）

管
内
発
注
機
関
に
対
し
て
業
務
量
の
確
保
に
つ
い
て
陳
情

関
東
地
建
・
東
京
都
財
務
局
・
北
陸
地
建
と
懇
談
会

4
月　
協
議
会
を
発
展
的
解
消
し
、
名
称
を
「
関
東
支
部
」
と
変
更

11
月
13
日　
関
東
地
区
協
議
会
結
成

関
東
支
部
の
動
き

協
会
の
「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
及
び
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
」
を
策
定

「
熊
本
地
震
」
本
部·

九
州
支
部
合
同
現
地
調
査
の
実
施
及
び
「
熊
本
地
震 

災
害

レ
ポ
ー
ト
」
の
策
定

R
C
C
M
資
格
が
国
土
交
通
省
登
録
資
格
に
認
定

「
震
災
復
興
へ
の
道
の
り—

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
使
命—

」
を
策
定

新
ビ
ジ
ョ
ン
「
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
1
4
～
自
律
し
た
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
の
転
換
～
」
の
策
定

協
会
設
立
50
周
年
式
典
を
開
催

建
コ
ン
フ
ォ
ト
大
賞
Jr.
部
門
を
創
設
、
第
1
回
の
募
集
を
実
施

2
月　
東
北
支
部
事
務
局
の
移
転

3
月　
中
部
支
部
事
務
局
の
移
転

4
月　
一
般
社
団
法
人
に
移
行

3
月　

 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
災
害
対
策
本
部
の
設
置
、
義
捐
金
の
募
集

4
月　
正
会
員
入
会
規
程
の
制
定

6
月　
「
東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
関
す
る
緊
急
提
言
」を
発
表

3
月　

 

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

10
月　
中
国
支
部
創
立
40
周
年
記
念
式
典
開
催

11
月　
土
木
遺
産
Ⅲ
（
日
本
編
）
出
版

12
月　
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
資
格
制
度
の
改
訂

5
月　
北
海
道
支
部
創
立
40
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催

7
月　
第
1
回
建
コ
ン
フ
ォ
ト
大
賞
の
実
施

10
月　
中
部
支
部
創
立
40
周
年
記
念
式
典
開
催

九
州
支
部　
東
北
支
部
創
立
40
周
年
記
念
式
典
開
催

7
月　
新
潟
県
中
越
沖
地
震
災
害
対
策
本
部
の
設
置

3
月　
本
部
事
務
局
の
移
転(

三
番
町
）

4
月　
C
P
D
制
度
の
創
設
、
C
P
D
事
務
局
の
設
置

1
月　
本
部
・
支
部
意
見
交
換
会
の
開
始

『
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン —

改
革
宣
言—
』

5
月　
協
会
創
立
40
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催 

7
月　
第
1
回
C
A
L
S
／
Ｅ
Ｃ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
試
験

4
月　
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
研
究
所
設
置

8
月　
本
部
事
務
局
「
麹
町
」
に
移
転

3
月　
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
賠
償
責
任
保
険
制
度
発
足

4
月　
Ａ
Ｔ
Ｉ
|

21
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
中
期
行
動
計
画
策
定

1
月　
兵
庫
県
南
部
地
震
災
害
に
係
る
対
策
本
部
の
設
置

10
月　
創
立
30
周
年
記
念
式
典
＆
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

6
月　
近
畿
支
部
30
周
年
記
念
式
典
開
催

「
R
C
C
M
資
格
制
度
」
の
創
設

5
月　
（
社
）
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
倫
理
綱
領
策
定

9
月　
東
北
支
部　
10
月　
中
部
支
部
20
周
年
記
念
式
典
開
催

3
月　
「
税
制
改
革
に
つ
い
て
」
自
民
党
と
の
懇
談
会

4
月　
四
国
支
部
設
立

6
月　
本
部
事
務
局
の
移
転

4
月　
「
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
現
状
と
要
望
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始

5
月　

 「
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
ビ
ジ
ョ
ン
」
発
表
＆
創
立
20
周
年
記
念
式
典

6
月　
「
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
ビ
ジ
ョ
ン
作
り
特
別
委
員
会
」
開
催

2
月　
北
陸
部
会
設
立

10
月　
中
国
・
四
国
支
部
10
周
年
記
念
式
典
開
催

5
月　
「
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
ビ
ジ
ョ
ン
作
り
有
志
懇
談
会
」
設
置

4
月　
関
東
甲
信
越
・
中
部
・
近
畿
の
各
支
部
を
設
立

4
月　
協
会
事
務
室
移
転
（
全
国
町
村
会
館
へ
）

10 

月　
創
立
10
周
年
式
典
開
催

4
月　
北
海
道
・
東
北
・
関
東
・
中
国
四
国
・
九
州
各
支
部
設
立

1
月　
中
国
四
国
地
区
協
議
会
設
立

4
月　
名
古
屋
支
部
設
立

6
月　
九
州
地
区
協
議
会
設
立

11
月　
東
北
・
北
海
道
地
区
協
議
会
設
立

3
月　
社
団
法
人
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
発
足

4
月　
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
（
任
意
団
体
）
設
立
（
会
員
数
12
社
）

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
の
動
き

1
月　

 

台
風
1
号
（
パ
ブ
ー
ク
）
が
1
9
5
1
年
の
観
測
開
始
以
来
初
め
て
、

元
日
に
発
生

1
月　
草
津
白
根
山
で
噴
火

2
月　
平
昌
冬
期
五
輪
開
催

6
月　
米
朝
首
脳
初
の
会
談

6
月　

 

大
阪
北
部
地
震
（
M
6
.
1
）
大
阪
北
部
で
観
測
史
上
最
大
の
震
度

６
弱

7
月　
西
日
本
豪
雨　
死
者
行
方
不
明
2
3
2
名

8
月　
全
国
的
に
猛
暑
（
熊
谷
市
で
国
内
最
高
気
温
4
1
.
1
℃
記
録
）

9
月　
台
風
21
号　
関
西
国
際
空
港
滑
走
路
浸
水

9
月　
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
（
M
6
.
7
）
全
道
2
9
5
万
戸
停
電

5
月　
韓
国
で
朴
槿
恵
が
大
統
領
職
を
罷
免
さ
れ
、
文
在
寅
が
大
統
領
に
就
任
。

7
月　
九
州
北
部
豪
雨　
死
者
行
方
不
明
42
名

7
月　
前
年
か
ら
続
く
築
地
市
場
の
豊
洲
移
転
問
題
で
、
移
転
が
決
定
。

11
月　
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
初
訪
日
。

4
月　
熊
本
地
震
（
M
7
.
3
）
死
者
50
名

5
月　
バ
ラ
ク·

オ
バ
マ
大
統
領
の
広
島
訪
問
。

8
月　
リ
オ
五
輪
開
催
。

11
月　

 

電
通
の
新
人
女
性
社
員
が
前
年
に
過
労
自
殺
し
た
問
題
で
、
東
京
労

働
局
は
電
通
を
強
制
捜
査
。

11
月　
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
で
ド
ラ
ル
ド·

ト
ラ
ン
プ
が
勝
利
。

1
月　

 

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
I
S
I
L
に
よ
る
日
本
人
拘
束
事
件
に
よ
り
２
名
が
犠
牲
と
な
る
。

4
月　
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
太
平
洋
戦
争
の
激
戦
地
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
を
訪
問
。

4
月　
日
経
平
均
株
価
が
一
時
、
ほ
ぼ
15
年
ぶ
り
に
2
万
円
台
を
回
復
。

9
月　
関
東
・
東
北
豪
雨　
死
者
14
名　
鬼
怒
川
決
壊

2
月　
関
東
甲
信
地
方
に
お
け
る
雪
害

4
月　
消
費
税
が
5
%
か
ら
8
%
に
増
税

8
月　
広
島
市
土
砂
災
害　
死
者
74
名

9
月　
御
嶽
山
噴
火　
死
者
57
名

11
月　
長
野
県
北
部
地
震

12
月　
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
第
22
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
開
催
。

3
月　
黒
田
東
彦
が
日
銀
総
裁
に
就
任
。
大
胆
な
金
融
緩
和
を
開
始
す
る
。

8
月　
全
国
的
に
猛
暑(

四
万
十
市
で
国
内
最
高
気
温
41
℃
記
録)

10
月　
伊
豆
大
島
の
土
石
流
災
害
（
死
者
行
方
不
明
者
39
名
）

11
月　
東
証
と
大
証
が
合
併
。
株
式
会
社
日
本
取
引
所
グ
ル
ー
プ
発
足
。

12
月　
猪
瀬
都
知
事
が
5
0
0
0
万
円
受
領
問
題
で
辞
任
。

5
月　
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業

5
月　
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

12
月　
中
央
自
動
車
道
上
り
笹
子
ト
ン
ネ
ル
で
天
井
板
が
崩
落

12
月　
第
46
回
衆
院
選
で
、
自
民
が
大
勝
、
民
主
党
は
大
敗

3
月
11
日　
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
M
9
.
0
）

3
月　
九
州
新
幹
線
（
新
八
代
～
博
多
）
開
業

3
月　
北
関
東
自
動
車
道
全
線
開
通

9
月　
台
風
12
号
（
紀
伊
半
島
大
水
害
）
死
者
・
行
方
不
明
92
名

12
月　
「
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
」
施
行

2
月　
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
五
輪
開
催

3
月　
第
二
京
阪
道
路
全
線
開
通

6
月　
高
速
道
路
無
料
化
社
会
実
験
開
始

12
月　
東
北
新
幹
線
（
八
戸
～
新
青
森
）
開
業

5
月　
裁
判
員
制
度
施
行

6
月　
静
岡
空
港
開
港

8
月　
衆
院
選
民
主
党
勝
利
で
政
権
交
代

9
月　
米
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

7
月　
参
議
院
選
挙
で
与
党
惨
敗
、
民
主
党
第
1
党
に

4
月　
「
個
人
情
報
保
護
法
」
全
面
施
行

10
月　
新
潟
県
中
越
地
震 

発
生

3
月　
米
英
軍
、
イ
ラ
ク
に
軍
事
攻
撃
開
始

5
月　
日
韓
共
催
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

9
月　
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
勃
発

10
月　
「
建
設
C
A
L
S
／
Ｅ
Ｃ
推
進
本
部
」
の
設
置

6
月　
土
木
学
会
「
土
木
技
術
者
の
倫
理
規
定
」
策
定

12
月　
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
開
通

3
月　
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
発
生

4
月　
建
設
省
、「
道
の
駅
」
制
度
を
創
設

1
月　
湾
岸
戦
争

5
月　
建
設
省
「
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」 (

Ａ
Ｔ
Ｉ
構
想)

策
定

10
月　
東
西
ド
イ
ツ
統
一

5
月　
建
設
省
「
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
会
」
設
置

4
月　
ソ
連
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

11
月　
日
本
建
設
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
発
足

3
月　
グ
リ
コ
・
森
永
事
件

10
月　
三
宅
島
大
噴
火

4
月　
５
０
０
円
硬
貨
発
行

4
月　
米
、
世
界
初
の
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
打
上
げ
成
功

9
月　
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争

3
月　
米
・
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
事
故

5
月　
新
東
京
（
現
成
田
）
国
際
空
港
開
港

11
月　
「
第
３
次
全
国
総
合
開
発
計
画
」
閣
議
決
定

2
月　
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

4
月　
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結

6
月　
国
土
庁
発
足

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

5
月　
沖
縄
開
発
庁
発
足　
沖
縄
返
還

3
月　
日
航
機
「
よ
ど
号
」
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク

7
月　
ア
ポ
ロ
11
号
月
面
着
陸

6
月　
小
笠
原
諸
島
返
還

社
会
の
動
き

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
関
東
支
部
は
、
昭
和
43
年
に
関
東
地
区
協
議
会
と
し
て
43
社
で
発
足
し
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
１
６
１
社
の
会
員
を
擁
す
る
支
部
に
成
長
、
平
成
30
年
11
月
に
は
、
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
後
も
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

関
東
支
部
50
年
の
あ
ゆ
み



2010年代 2000年代 1990年代 1980年代 1970年代 1960年代

年
2
0
1
9

2
0
1
8

2
0
1
7

2
0
1
6

2
0
1
5

2
0
1
4

2
0
1
3

2
0
1
2

2
0
1
1

2
0
1
0

2
0
0
9

2
0
0
8

2
0
0
7

2
0
0
6

2
0
0
5

2
0
0
4

2
0
0
3

2
0
0
2

2
0
0
1

2
0
0
0

1
9
9
9

1
9
9
8

1
9
9
7

1
9
9
6

1
9
9
5

1
9
9
4

1
9
9
3

1
9
9
2

1
9
9
1

1
9
9
0

1
9
8
9

1
9
8
8

1
9
8
7

1
9
8
6

1
9
8
5

1
9
8
4

1
9
8
3

1
9
8
2

1
9
8
1

1
9
8
0

1
9
7
9

1
9
7
8

1
9
7
7

1
9
7
6

1
9
7
5

1
9
7
4

1
9
7
3

1
9
7
2

1
9
7
1

1
9
7
0

1
9
6
9

1
9
6
8

1
9
6
3

1
9
6
1

平
成
31
年

平
成
30
年

平
成
29
年

平
成
28
年

平
成
27
年

平
成
26
年

平
成
25
年

平
成
24
年

平
成
23
年

平
成
22
年

平
成
21
年

平
成
20
年

平
成
19
年

平
成
18
年

平
成
17
年

平
成
16
年

平
成
15
年

平
成
14
年

平
成
13
年

平
成
12
年

平
成
11
年

平
成
10
年

平
成
9
年

平
成
8
年

平
成
7
年

平
成
6
年

平
成
5
年

平
成
4
年

平
成
3
年

平
成
2
年

平
成
元
年

昭
和
63
年

昭
和
62
年

昭
和
61
年

昭
和
60
年

昭
和
59
年

昭
和
58
年

昭
和
57
年

昭
和
56
年

昭
和
55
年

昭
和
54
年

昭
和
53
年

昭
和
52
年

昭
和
51
年

昭
和
50
年

昭
和
49
年

昭
和
48
年

平
成
47
年

昭
和
46
年

昭
和
45
年

昭
和
44
年

昭
和
43
年

昭
和
38
年

昭
和
36
年

高
野 　
登

村
田 

和
夫

長
谷
川 

伸
一

大
島 

一
哉

友
澤 

武
昭

廣
谷 

彰
彦

木
下 　
薫

西
田 

茂
一

清
野 

茂
次

梅
田 

昌
郎

伊
藤 

直
行

斎
藤 

申
吾

谷
口 

敏
雄

谷
藤 

正
三

石
川 　
豊

黒
田 

静
夫

田
原 

保
二

鈴
木 

信
孝

有
江 

義
晴

田
辺 　
弘

藤
樫 

博
暁

伊
藤 

清
一

梶
谷 　
薫

支
部
長

161 161 159 161 156 156 154 157 158 165 172 174 176 185 186 194 198 203 210 208 211 213 211 205 205 188 179  170 161 145 136 130 124 122 112 104 95 102 95 84 75 69 64 63 59 59 58 58 48 45 44 43
会
員
数

2
月　

 

グ
ロ
ー
カ
ル
関
東
（
Ｖ
ｏ
ｌ.

12
）
東
京
都
島
嶼
部
発
刊

2
月
5
日　

 

関
東
支
部
創
立
50
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
開
催　
会
場
：
明
治
記
念
館

3
月　

 

東
京
都
港
湾
局
現
地
対
策
本
部
連
絡
協
議
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
い
て

「
現
地
対
策
本
部
地
震
対
応
訓
練
」
を
実
施

5
月　

 「
関
東
支
部
創
立
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」
第
1
回
開
催

8
月　

 

都
測
協
、
建
コ
ン
関
東
支
部
、
都
地
協
主
催
に
よ
る
「
第
2
回
災
害
対
策
セ

ミ
ナ
ー
in
東
京
」
開
催

9
月　

 

関
東
支
部
を
「
災
害
対
策
現
地
本
部
」
と
し
て
災
害
時
対
応
演
習
実
施

11
月　

 

技
術
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
部
の
維
持
管
理
の
現
状
と

今
後
の
課
題
」
等

12
月　
働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー
開
催

2
月　

 

東
京
都
港
湾
局
開
催
の
「
現
地
対
策
本
部
連
絡
協
議
会
（
2
月
）」
へ
参
加

4
月　
会
費
改
定

5
月　

 

野
球
大
会
開
催
（
第
50
回
）

6
月　

 

東
京
都
測
量
設
計
業
協
会・東
京
都
地
質
調
査
業
協
会
と
の
共
催
に
よ
る
「
第

1
回
災
害
対
策
セ
ミ
ナ
ー
in
東
京
」
開
催

9
月　

 

技
術
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
「
建
設
現
場
の
生
産
性
革
命
」
等

11
月　

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
（
第
30
回
）

東
京
国
道
事
務
所
が
実
施
す
る
「
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
」
操
作
訓
練
に
参
加

8
月　
栃
木
県
と
災
害
時
支
援
活
動
協
定
締
結
（
災
害
時
対
応
）

11
月　
テ
ニ
ス
大
会
（
第
20
回
）

4
月　

 

人
事
・
労
務　
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
専
門
委
員
会
新
設

9
月　

 

鬼
怒
川
堤
防
決
壊
に
伴
う
関
東
地
整
か
ら
の
災
害
対
応
支
援
要
請
に
対
応

3
月　
栃
木
県
と
災
害
時
支
援
活
動
協
定
締
結
（
橋
梁
限
定
）

4
月　
新
入
社
員
研
修
会
開
催

8
月　
関
東
地
整
と
の
意
見
交
換
会
実
施

4
月　

 「
若
手
の
会
W
G
」「
女
性
の
会
W
G
」
新
設

6
月　
東
京
国
道
事
務
所
、
東
京
都
、
栃
木
県
と
新
た
に
災
害
時
支
援
活
動
協
定
を
締
結

8
月　
千
葉
県
と
の
防
災
演
習
実
施
（
8
月
）

11
月　

 

関
東
地
整・茨
城
県
共
催
の
「
大
規
模
津
波・地
震
防
災
総
合
訓
練
」
に
参
加
（
11
月
）

11
月　
大
島
町
へ
災
害
支
援
（
台
風
26
号
に
よ
る
）

1
月　

 

就
職
イ
ベ
ン
ト
へ
の
初
出
展　
場
所
：
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

2
月　

 

茨
城
県
と
災
害
時
支
援
協
定
を
締
結

4
月　
名
称
を
一
般
社
団
法
人
に
改
称　
高
速
道
路
会
社
対
応
専
門
委
員
会
新
設

10
月　

 
技
術
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催　
「
災
害
大
国
日
本
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
技
術
者

へ
の
期
待
」

3
月　

 

東
日
本
大
震
災
へ
の
支
援
要
請
に
対
応
（
関
東
地
整
、
千
葉
県
、
福
島
県
）

11
月　

 

技
術
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催　
「
今
後
起
こ
り
う
る
関
東
の
大
震
災
を
考
え
る
」

4
月　
相
模
原
市
と
災
害
協
定
締
結

4
月　
新
入
社
員
研
修
会
（
第
30
回
）

11
月　
「
業
務
上
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
わ
る
Ｑ
＆
A
」
発
刊

1
月
15
日　
創
立
40
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
開
催

5
月　

 

渋
谷
区
と
災
害
協
定
締
結

5
月　
第
45
回
代
表
者
会
議
開
催
「
公
共
事
業
を
め
ぐ
る
最
近
の
話
題
」

12
月　

 

中
日
本
高
速
道
路
八
王
子
支
社
、
名
古
屋
支
社
、
東
京
支
社
）
と
災
害
協
定
締
結

12
月　

 

技
術
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
「
環
境
を
考
慮
し
た
社
会
資
本
整
備
へ
の
展
開
」

5
月　
関
東
グ
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
0
8
（
中
期
行
動
計
画
）
の
発
表

3
月　
広
報
絵
本
「
君
の
知
ら
な
い
道
で
」
発
刊

5
月　
「
地
域
研
究
員
」
制
度
創
設

8
月　
関
東
支
部
事
務
局
の
移
転　
企
画
部
会
新
設

1
月　
「
関
東
グ
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
0
5
」
発
刊

5
月　
「
中
期
行
動
計
画
策
定
委
員
会
」
設
置　

4
月　
対
外
活
動
部
会
の
下
に
「
実
行
委
員
会
」
設
置

7
月　
C
A
L
S
資
格
試
験
の
支
援
開
始

5
月　
情
報
委
員
会
新
設 

6
月　
独
占
禁
止
法
特
別
委
員
会
の
下
に
「
実
行
員
会
」
設
置

5
月　
環
境
専
門
委
員
会
、
電
子
情
報
専
門
委
員
会
設
置

10
月　
創
立
30
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
開
催

9
月　
テ
ニ
ス
大
会
（
第
1
回
）
開
催

10
月　
長
野
県
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
道
路
見
学
会

10
月　
レ
ビ
ュ
ー
制
度
報
告
書
説
明
会
開
催

10
月　
本
部
30
・
支
部
25
周
年
記
念
講
演
会

10
月　
関
東
地
整
「
新
技
術
フ
ェ
ア
」
に
出
展

４
月　
新
入
社
員
研
修
会
（
第
10
回
）

10
月　
創
立
20
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
開
催

対
外
活
動
部
会
設
立　
技
術
委
員
会
設
立

４
月　
関
東
支
部
に
名
称
変
更

10
月　
支
部
創
立
15
周
年
記
念
式
典
開
催

経
理
事
務
検
討
委
員
会

2
月　
関
東
北
陸
支
部
に
名
称
変
更

４
月　
新
入
社
員
研
修
会
開
始

東
京
都
、
千
葉
、
埼
玉
県
土
木
部
技
監
に
よ
る
講
演
会
開
催

10
月　
支
部
創
立
10
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
開
催

４
月　
関
東
甲
信
越
支
部
に
名
称
変
更

7
月　
支
部
事
務
所
開
設
（
信
濃
町
多
士
ビ
ル
内
）

管
内
発
注
機
関
に
対
し
て
業
務
量
の
確
保
に
つ
い
て
陳
情

関
東
地
建
・
東
京
都
財
務
局
・
北
陸
地
建
と
懇
談
会

4
月　
協
議
会
を
発
展
的
解
消
し
、
名
称
を
「
関
東
支
部
」
と
変
更

11
月
13
日　
関
東
地
区
協
議
会
結
成

関
東
支
部
の
動
き

協
会
の
「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
及
び
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
」
を
策
定

「
熊
本
地
震
」
本
部·

九
州
支
部
合
同
現
地
調
査
の
実
施
及
び
「
熊
本
地
震 

災
害

レ
ポ
ー
ト
」
の
策
定

R
C
C
M
資
格
が
国
土
交
通
省
登
録
資
格
に
認
定

「
震
災
復
興
へ
の
道
の
り—

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
使
命—

」
を
策
定

新
ビ
ジ
ョ
ン
「
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
1
4
～
自
律
し
た
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
の
転
換
～
」
の
策
定

協
会
設
立
50
周
年
式
典
を
開
催

建
コ
ン
フ
ォ
ト
大
賞
Jr.
部
門
を
創
設
、
第
1
回
の
募
集
を
実
施

2
月　
東
北
支
部
事
務
局
の
移
転

3
月　
中
部
支
部
事
務
局
の
移
転

4
月　
一
般
社
団
法
人
に
移
行

3
月　

 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
災
害
対
策
本
部
の
設
置
、
義
捐
金
の
募
集

4
月　
正
会
員
入
会
規
程
の
制
定

6
月　
「
東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
関
す
る
緊
急
提
言
」を
発
表

3
月　

 

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

10
月　
中
国
支
部
創
立
40
周
年
記
念
式
典
開
催

11
月　
土
木
遺
産
Ⅲ
（
日
本
編
）
出
版

12
月　
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
資
格
制
度
の
改
訂

5
月　
北
海
道
支
部
創
立
40
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催

7
月　
第
1
回
建
コ
ン
フ
ォ
ト
大
賞
の
実
施

10
月　
中
部
支
部
創
立
40
周
年
記
念
式
典
開
催

九
州
支
部　
東
北
支
部
創
立
40
周
年
記
念
式
典
開
催

7
月　
新
潟
県
中
越
沖
地
震
災
害
対
策
本
部
の
設
置

3
月　
本
部
事
務
局
の
移
転(

三
番
町
）

4
月　
C
P
D
制
度
の
創
設
、
C
P
D
事
務
局
の
設
置

1
月　
本
部
・
支
部
意
見
交
換
会
の
開
始

『
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン —

改
革
宣
言—

』

5
月　
協
会
創
立
40
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催 

7
月　
第
1
回
C
A
L
S
／
Ｅ
Ｃ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
試
験

4
月　
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
研
究
所
設
置

8
月　
本
部
事
務
局
「
麹
町
」
に
移
転

3
月　
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
賠
償
責
任
保
険
制
度
発
足

4
月　
Ａ
Ｔ
Ｉ
|

21
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
中
期
行
動
計
画
策
定

1
月　
兵
庫
県
南
部
地
震
災
害
に
係
る
対
策
本
部
の
設
置

10
月　
創
立
30
周
年
記
念
式
典
＆
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

6
月　
近
畿
支
部
30
周
年
記
念
式
典
開
催

「
R
C
C
M
資
格
制
度
」
の
創
設

5
月　
（
社
）
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
倫
理
綱
領
策
定

9
月　
東
北
支
部　
10
月　
中
部
支
部
20
周
年
記
念
式
典
開
催

3
月　
「
税
制
改
革
に
つ
い
て
」
自
民
党
と
の
懇
談
会

4
月　
四
国
支
部
設
立

6
月　
本
部
事
務
局
の
移
転

4
月　
「
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
現
状
と
要
望
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始

5
月　

 「
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
ビ
ジ
ョ
ン
」
発
表
＆
創
立
20
周
年
記
念
式
典

6
月　
「
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
ビ
ジ
ョ
ン
作
り
特
別
委
員
会
」
開
催

2
月　
北
陸
部
会
設
立

10
月　
中
国
・
四
国
支
部
10
周
年
記
念
式
典
開
催

5
月　
「
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
ビ
ジ
ョ
ン
作
り
有
志
懇
談
会
」
設
置

4
月　
関
東
甲
信
越
・
中
部
・
近
畿
の
各
支
部
を
設
立

4
月　
協
会
事
務
室
移
転
（
全
国
町
村
会
館
へ
）

10 

月　
創
立
10
周
年
式
典
開
催

4
月　
北
海
道
・
東
北
・
関
東
・
中
国
四
国
・
九
州
各
支
部
設
立

1
月　
中
国
四
国
地
区
協
議
会
設
立

4
月　
名
古
屋
支
部
設
立

6
月　
九
州
地
区
協
議
会
設
立

11
月　
東
北
・
北
海
道
地
区
協
議
会
設
立

3
月　
社
団
法
人
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
発
足

4
月　
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
（
任
意
団
体
）
設
立
（
会
員
数
12
社
）

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
の
動
き

1
月　

 

台
風
1
号
（
パ
ブ
ー
ク
）
が
1
9
5
1
年
の
観
測
開
始
以
来
初
め
て
、

元
日
に
発
生

1
月　
草
津
白
根
山
で
噴
火

2
月　
平
昌
冬
期
五
輪
開
催

6
月　
米
朝
首
脳
初
の
会
談

6
月　

 

大
阪
北
部
地
震
（
M
6
.
1
）
大
阪
北
部
で
観
測
史
上
最
大
の
震
度

６
弱

7
月　
西
日
本
豪
雨　
死
者
行
方
不
明
2
3
2
名

8
月　
全
国
的
に
猛
暑
（
熊
谷
市
で
国
内
最
高
気
温
4
1
.
1
℃
記
録
）

9
月　
台
風
21
号　
関
西
国
際
空
港
滑
走
路
浸
水

9
月　
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
（
M
6
.
7
）
全
道
2
9
5
万
戸
停
電

5
月　
韓
国
で
朴
槿
恵
が
大
統
領
職
を
罷
免
さ
れ
、
文
在
寅
が
大
統
領
に
就
任
。

7
月　
九
州
北
部
豪
雨　
死
者
行
方
不
明
42
名

7
月　
前
年
か
ら
続
く
築
地
市
場
の
豊
洲
移
転
問
題
で
、
移
転
が
決
定
。

11
月　
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
初
訪
日
。

4
月　
熊
本
地
震
（
M
7
.
3
）
死
者
50
名

5
月　
バ
ラ
ク·

オ
バ
マ
大
統
領
の
広
島
訪
問
。

8
月　
リ
オ
五
輪
開
催
。

11
月　

 

電
通
の
新
人
女
性
社
員
が
前
年
に
過
労
自
殺
し
た
問
題
で
、
東
京
労

働
局
は
電
通
を
強
制
捜
査
。

11
月　
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
で
ド
ラ
ル
ド·

ト
ラ
ン
プ
が
勝
利
。

1
月　

 

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
I
S
I
L
に
よ
る
日
本
人
拘
束
事
件
に
よ
り
２
名
が
犠
牲
と
な
る
。

4
月　
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
太
平
洋
戦
争
の
激
戦
地
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
を
訪
問
。

4
月　
日
経
平
均
株
価
が
一
時
、
ほ
ぼ
15
年
ぶ
り
に
2
万
円
台
を
回
復
。

9
月　
関
東
・
東
北
豪
雨　
死
者
14
名　
鬼
怒
川
決
壊

2
月　
関
東
甲
信
地
方
に
お
け
る
雪
害

4
月　
消
費
税
が
5
%
か
ら
8
%
に
増
税

8
月　
広
島
市
土
砂
災
害　
死
者
74
名

9
月　
御
嶽
山
噴
火　
死
者
57
名

11
月　
長
野
県
北
部
地
震

12
月　
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
第
22
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
開
催
。

3
月　
黒
田
東
彦
が
日
銀
総
裁
に
就
任
。
大
胆
な
金
融
緩
和
を
開
始
す
る
。

8
月　
全
国
的
に
猛
暑(

四
万
十
市
で
国
内
最
高
気
温
41
℃
記
録)

10
月　
伊
豆
大
島
の
土
石
流
災
害
（
死
者
行
方
不
明
者
39
名
）

11
月　
東
証
と
大
証
が
合
併
。
株
式
会
社
日
本
取
引
所
グ
ル
ー
プ
発
足
。

12
月　
猪
瀬
都
知
事
が
5
0
0
0
万
円
受
領
問
題
で
辞
任
。

5
月　
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業

5
月　
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

12
月　
中
央
自
動
車
道
上
り
笹
子
ト
ン
ネ
ル
で
天
井
板
が
崩
落

12
月　
第
46
回
衆
院
選
で
、
自
民
が
大
勝
、
民
主
党
は
大
敗

3
月
11
日　
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
M
9
.
0
）

3
月　
九
州
新
幹
線
（
新
八
代
～
博
多
）
開
業

3
月　
北
関
東
自
動
車
道
全
線
開
通

9
月　
台
風
12
号
（
紀
伊
半
島
大
水
害
）
死
者
・
行
方
不
明
92
名

12
月　
「
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
」
施
行

2
月　
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
五
輪
開
催

3
月　
第
二
京
阪
道
路
全
線
開
通

6
月　
高
速
道
路
無
料
化
社
会
実
験
開
始

12
月　
東
北
新
幹
線
（
八
戸
～
新
青
森
）
開
業

5
月　
裁
判
員
制
度
施
行

6
月　
静
岡
空
港
開
港

8
月　
衆
院
選
民
主
党
勝
利
で
政
権
交
代

9
月　
米
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

7
月　
参
議
院
選
挙
で
与
党
惨
敗
、
民
主
党
第
1
党
に

4
月　
「
個
人
情
報
保
護
法
」
全
面
施
行

10
月　
新
潟
県
中
越
地
震 

発
生

3
月　
米
英
軍
、
イ
ラ
ク
に
軍
事
攻
撃
開
始

5
月　
日
韓
共
催
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

9
月　
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
勃
発

10
月　
「
建
設
C
A
L
S
／
Ｅ
Ｃ
推
進
本
部
」
の
設
置

6
月　
土
木
学
会
「
土
木
技
術
者
の
倫
理
規
定
」
策
定

12
月　
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
開
通

3
月　
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
発
生

4
月　
建
設
省
、「
道
の
駅
」
制
度
を
創
設

1
月　
湾
岸
戦
争

5
月　
建
設
省
「
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」 (

Ａ
Ｔ
Ｉ
構
想)

策
定

10
月　
東
西
ド
イ
ツ
統
一

5
月　
建
設
省
「
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
会
」
設
置

4
月　
ソ
連
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

11
月　
日
本
建
設
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
発
足

3
月　
グ
リ
コ
・
森
永
事
件

10
月　
三
宅
島
大
噴
火

4
月　
５
０
０
円
硬
貨
発
行

4
月　
米
、
世
界
初
の
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
打
上
げ
成
功

9
月　
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争

3
月　
米
・
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
事
故

5
月　
新
東
京
（
現
成
田
）
国
際
空
港
開
港

11
月　
「
第
３
次
全
国
総
合
開
発
計
画
」
閣
議
決
定

2
月　
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

4
月　
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結

6
月　
国
土
庁
発
足

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

5
月　
沖
縄
開
発
庁
発
足　
沖
縄
返
還

3
月　
日
航
機
「
よ
ど
号
」
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク

7
月　
ア
ポ
ロ
11
号
月
面
着
陸

6
月　
小
笠
原
諸
島
返
還

社
会
の
動
き

43
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【グローカル関東　制作者】広報委員会
委員長 浅野 泰弘 セントラルコンサルタント株式会社
副委員長 千田 純也 日本データーサービス株式会社
委　員 稲田 栄作 東京コンサルタンツ株式会社
委　員 米村 圭一郎 株式会社片平新日本技研
委　員 永堀 日和子 大日本コンサルタント株式会社
委　員 上田 透 日本工営株式会社
委　員 日比 理智 株式会社ＮＪＳ

建設コンサルタントとは
建設コンサルタントのビジネスモデル
社会資本は、国や地方公共団体などが主体となって整備され、維持管理されます。
建設コンサルタントは、社会資本整備の中で「企画立案」「調査計画」「設計」「維持管理」などを担い、国や地方公共団体のパートナーと
して、事業の実現を通じて国民生活の向上に寄与しています。

建設コンサルタントの役割
社会資本整備は、戦後の経済成長を支え、成熟した社会を形成の土台を築いてきました。
一方、時代の変化に合わせて、「新しく物を作る」ことに加え、「今ある物を効率よく長く活用する」ことも重要になってきており、建設コ
ンサルタントもこれまで以上に高い専門性と技術力を発揮することが期待されています。
また、これからの公共事業は、実際に利用される住民の皆様が使いやすいものを、より安く作り上げることが求められており、建設コンサル
タントは、国・地方自治体と住民の間に立ち、中立的な立場で、合意形成を図るコーディネーターの役割も期待されています。

建設コンサルタント
（調査、設計等業務）

施工者
（ゼネコン：建設工事）

（メーカー：工事に係る製造）
民　間

国　民

行政（国｜都道府県｜市区町村など）
事業の決定、予算化と執行

成果物納品 社会資本の提供

工事の施工 工事の発注

納税

業務の委託

委　員 畑 浩太 八千代エンジニヤリング株式会社
委　員 宮崎 晶 株式会社建設環境研究所
委　員 本田 浩隆 株式会社日本港湾コンサルタント
委　員 鈴木 美咲 株式会社オリエンタルコンサルタンツ
委　員 佐々木 悠 株式会社長大
委　員 漆原 俊之 株式会社協和コンサルタンツ

編 集 後 記
◇ 哀川翔さんにインタビューを快諾いただいてきたり、子供を連れて土

木ツアーNAVIの取材に行かれたり、ポケットマネーでイルカウォッチ
ングに参加しちゃったりと委員のみなさんの熱意に圧倒されっぱなし
の本号でした。（浅野）

◇ 今回の記事執筆に関して取材と称して西新宿一帯を歩き回ったが、
歴史探訪は色々発見できて面白い。街を知り人を知る。成る程なーと
感心してしまいました。（千田）

◇ 今回も，素敵な技術人にお会いできました！皆さんに楽しく読んでい
ただき，技術者の良さを感じていただければと思います。今回の関東
の島しょ部特集で，関東を一巡しました。さて，次回の企画に乞うご
期待です。（稲田）

◇ インフラの観光体験を通じて、余暇の楽しみ方に広がりがもてまし
た。また、技術者の魅力や技術者像を取材させていただき、多様な
価値観・経験を紹介できることに喜びを感じるとともに、貴重な出会
いに感謝しています。（米村）

◇ 雨（台風）女と呼ばれる私に、船とヘリコプター移動を含む取材日の
決定任務が。リスケの恐怖を抱えながら、ほんの少し日頃の行いを
意識したような。一か八かでしたが、幸運にも全日晴れと曇り。あぁ
～、よかった…（永堀）

◇ 今回の取材を通して、東京島嶼部が好きになりました。東京都にも
まだこんなに自然が残されているのだと感激しました。読者の皆さ
んにも、島の魅力が伝わればいいなと思います。（上田）

◇ 地熱発電所は1999年に運転開始した離島で全国初の施設であり、
20年近く島のベ－ス電源を支えてきた立派な施設でした。2022年に
新しい地熱発電所ができたら、その性能と施設を見に、また八丈島
を訪れたと思いました。（日比）

◇ 今号では取材の為伊豆大島を訪れました。土砂災害の爪痕がはっきり
と分かり、改めて自然災害の恐ろしさ、対策の重要性を痛感しました。
地のトビウオ刺身と御神火焼酎も格別！皆様足を運んでみてはいかがで
しょうか。（畑）

◇ 東京から南に約千キロの小笠原諸島。亜熱帯気候で元旦に海開きが
行われますが、れっきとした東京都です。今回、訪島による取材は叶い
ませんでしたが、観光局の根岸事務局長の熱いお話を伺って、行ったよ
うな親近感が湧きました。（宮崎）

◇ 今号から初めて取材・執筆・編集を経験しました。普段海の仕事をして
いるため、企画から特に思い入れがありました。島への熱いメッセージ
を語って頂いた哀川翔様、ご協力頂いた奥様には、心より感謝申し上げ
ます。兄貴の子育論も読者必見です！（本田）

◇ 初取材でトピックス２を担当し、御蔵島のイルカたちに会ってきました。
海と山、それぞれの魅力をぜひ感じていただけたら嬉しいです。まだま
だ知らない“関東にある土木の魅力”、今後も等身大でお伝えしていきま
す！（鈴木）

◇ 今号より委員に加わりました。担当した取材では興味深いお話を聞くこ
とができました。来年度の活動も楽しみです。建設コンサルタントの魅力
をより多くの方々に発信していけるよう頑張りたいと思います。（佐々木）

◇ 今年度から新たに委員会に加わりました。主力部隊が海へ向かう中、
東京を離れて群馬の山中に向かいましたが、大好きな草津周辺を娘と
共に取材することができて、大満足の一年となりました。八ッ場ダム完
成後の賑わいが楽しみです。（漆原）

　

関
東
支
部
で
は
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

る
た
め
、
毎
年
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
が
、
二
〇
二
〇
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
関
係
で
、
会
場
が

変
更
に
な
り
ま
す
。
特
に
野
球
大
会
が
行

わ
れ
る
「
神
宮
外
苑
軟
式
野
球
場
」
は
昨

年
が
最
後
で
今
年
か
ら
は
別
の
会
場
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
テ
ニ
ス
も
同
様
な
理
由

で
こ
れ
ま
で
の
「
有
明
テ
ニ
ス
の
森
公
園
」

が
平
成
二
九
年
か
ら
平
成
三
一
年
七
月
ま

で
利
用
で
き
な
い
た
め
に
、昨
年
か
ら
「
昭

和
の
森
テ
ニ
ス
セ
ン
タ
ー
（
昭
島
市
）」

を
会
場
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

事
務
局
だ
よ
り

関東支部
活動紹介

　

関
東
支
部
は
平
成
三
〇
年
一
一
月
一
三
日
で
創
立
五
〇
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
昭
和
四
三
年
、
本
部
理
事
会
の
決
定
に
基
づ
き
「
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
関
東
地
区
協
議
会
」
が
支
部
会
員
四
三
社
を
も
っ
て

発
足
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
員
数
は
増
え
、
昭
和
四
五
年
四

月
に
「
関
東
支
部
」
と
名
称
変
更
し
、
さ
ら
に
昭
和
五
二
年
四
月
に
は

北
陸
地
区
、
長
野
・
山
梨
県
を
含
め
て
支
部
の
名
称
を
「
関
東
甲
信
越

支
部
」
と
改
称
し
ま
し
た
。
昭
和
五
六
年
に
は
北
陸
地
方
建
設
局
（
現

北
陸
地
方
整
備
局
）
か
ら
の
要
望
も
あ
っ
て
「
関
東
北
陸
支
部
」
と
改

称
し
、
北
陸
部
会
と
関
東
部
会
に
分
け
て
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
北
陸
部
会
は
昭
和
五
八
年
三
月
「
北
陸
支
部
」
と
し
て

分
離
独
立
し
、
昭
和
五
八
年
四
月
に
「
関
東
支
部
」
と
改
称
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
（「
関
東
支
部
二
十
年
の
軌
跡
」
よ
り
抜
粋
）。

【
名
店
紹
介
】〈
ふ
る
さ
と
亭　

か
つ
進
〉

　

協
会
の
前
に
あ
る
「
出
世
不
動
通
り
」
を
西
へ
向
か
う
と
歩
い
て
二

～
三
分
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

昼
時
に
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
あ
ふ
れ
る
「
神
田
駅
西
口
商
店
街
」
に

は
い
ろ
い
ろ
な
店
が
あ
り
ま
す
が
こ
こ
の
と
ん
か
つ
は
お
す
す
め
で

す
。
神
田
界
隈
に
は
有
名
な
「
と
ん
か
つ
屋
」
は
あ
り
ま
す
が
総
合
的

に
見
て
こ
こ
が
一
番
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
受
付
の
女
性
も
美
人
で

元
気
で
気
立
て
が
良
く
、
マ
ス
タ
ー
も
人
柄
が
に
じ
み
出
て
い
ま
す
。

　

ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
で
、
い
つ
も
迷
い
ま
す
。
写
真
は
お
す
す

め
の
「
と
ん
か
つ
定
食
」
で
す
。
キ
ャ
ベ
ツ
、
ご
は
ん
は
お
代
わ
り
自

由
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
長
蛇
の
列

で
す
の
で
昼
前
（
？
）
か
午
後
が
お
勧
め
で
す
。（

文
責　

小
松　

豊
）

◆
野
球
大
会

　

昨
年
で
五
一
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
大

会
二
日
目
（
五
月
一
三
日
）
午
後
、
強
い

雨
に
見
舞
わ
れ
、
特
例
規
定
（
四
回
で
終

了
）
に
よ
る
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

試
合
に
出
場
さ
れ
た
四
チ
ー
ム
の
皆
様
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。

　

三
日
目
か
ら
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
予
定

通
り
最
終
日
（
六
月
三
日
）
を
迎
え
、
全

日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。
昨
年
は
四
〇
社

（
一
昨
年
四
四
社
）
が
参
加
し
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
（
株
）
が
優
勝
し

ま
し
た
。
四
年
連
続
の
快
挙
で
す
。
準
優

勝
は
ア
ジ
ア
航
測
（
株
）、
三
位
は
（
株
）

オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
四
位

は
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
（
株
）
で

し
た
。

※
今
年
は
サ
ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
三
郷
市　

江
戸
川
河
川
敷
）
で
す
。
奮
っ

て
ご
参
加
下
さ
い
。

◆
テ
ニ
ス
大
会

　

昨
年
で
二
二
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。「
昭

和
の
森
テ
ニ
ス
セ
ン
タ
ー
（
昭
島
市
）」

は
都
心
か
ら
遠
距
離
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

参
加
四
一
チ
ー
ム
（
一
昨
年
三
三
チ
ー

ム
）、
う
ち
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
は
一
三

チ
ー
ム
（
一
昨
年
四
チ
ー
ム
）
と
大
幅
に

参
加
者
が
増
加
し
ま
し
た
。
過
去
一
〇
年

間
は
ほ
ぼ
日
本
工
営
（
株
）
が
優
勝
を
独

占
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
の
男
子
ダ
ブ

ル
ス
は
「（
株
）
千
代
田
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」

が
、
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
は
「（
株
）
エ

イ
ト
日
本
技
術
開
発
」
が
優
勝
し
ま
し
た
。

◆
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

昨
年
で
三
一
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
会

場
は
い
つ
も
の
「
シ
チ
ズ
ン
プ
ラ
ザ　

ボ

ウ
リ
ン
グ
場
（
高
田
馬
場
）」
で
す
。

八
九
名
（
一
昨
年
九
七
名
）
が
参
加
し
、

優
勝
は
団
体
の
部
で
は
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ツ
（
株
）、
男
子
個
人
の
部

で
は
（
株
）
日
水
コ
ン
、
女
子
個
人
の
部

で
は
（
株
）
ア
サ
ノ
大
成
基
礎
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
で
し
た
。

今
後
も
会
員
皆
様
の
積
極
的
な
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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【グローカル関東　制作者】広報委員会
委員長 浅野 泰弘 セントラルコンサルタント株式会社
副委員長 千田 純也 日本データーサービス株式会社
委　員 稲田 栄作 東京コンサルタンツ株式会社
委　員 米村 圭一郎 株式会社片平新日本技研
委　員 永堀 日和子 大日本コンサルタント株式会社
委　員 上田 透 日本工営株式会社
委　員 日比 理智 株式会社ＮＪＳ

建設コンサルタントとは
建設コンサルタントのビジネスモデル
社会資本は、国や地方公共団体などが主体となって整備され、維持管理されます。
建設コンサルタントは、社会資本整備の中で「企画立案」「調査計画」「設計」「維持管理」などを担い、国や地方公共団体のパートナーと
して、事業の実現を通じて国民生活の向上に寄与しています。

建設コンサルタントの役割
社会資本整備は、戦後の経済成長を支え、成熟した社会を形成の土台を築いてきました。
一方、時代の変化に合わせて、「新しく物を作る」ことに加え、「今ある物を効率よく長く活用する」ことも重要になってきており、建設コ
ンサルタントもこれまで以上に高い専門性と技術力を発揮することが期待されています。
また、これからの公共事業は、実際に利用される住民の皆様が使いやすいものを、より安く作り上げることが求められており、建設コンサル
タントは、国・地方自治体と住民の間に立ち、中立的な立場で、合意形成を図るコーディネーターの役割も期待されています。

建設コンサルタント
（調査、設計等業務）

施工者
（ゼネコン：建設工事）

（メーカー：工事に係る製造）
民　間

国　民

行政（国｜都道府県｜市区町村など）
事業の決定、予算化と執行

成果物納品 社会資本の提供

工事の施工 工事の発注

納税

業務の委託

委　員 畑 浩太 八千代エンジニヤリング株式会社
委　員 宮崎 晶 株式会社建設環境研究所
委　員 本田 浩隆 株式会社日本港湾コンサルタント
委　員 鈴木 美咲 株式会社オリエンタルコンサルタンツ
委　員 佐々木 悠 株式会社長大
委　員 漆原 俊之 株式会社協和コンサルタンツ

編 集 後 記
◇ 哀川翔さんにインタビューを快諾いただいてきたり、子供を連れて土

木ツアーNAVIの取材に行かれたり、ポケットマネーでイルカウォッチ
ングに参加しちゃったりと委員のみなさんの熱意に圧倒されっぱなし
の本号でした。（浅野）

◇ 今回の記事執筆に関して取材と称して西新宿一帯を歩き回ったが、
歴史探訪は色々発見できて面白い。街を知り人を知る。成る程なーと
感心してしまいました。（千田）

◇ 今回も，素敵な技術人にお会いできました！皆さんに楽しく読んでい
ただき，技術者の良さを感じていただければと思います。今回の関東
の島しょ部特集で，関東を一巡しました。さて，次回の企画に乞うご
期待です。（稲田）

◇ インフラの観光体験を通じて、余暇の楽しみ方に広がりがもてまし
た。また、技術者の魅力や技術者像を取材させていただき、多様な
価値観・経験を紹介できることに喜びを感じるとともに、貴重な出会
いに感謝しています。（米村）

◇ 雨（台風）女と呼ばれる私に、船とヘリコプター移動を含む取材日の
決定任務が。リスケの恐怖を抱えながら、ほんの少し日頃の行いを
意識したような。一か八かでしたが、幸運にも全日晴れと曇り。あぁ
～、よかった…（永堀）

◇ 今回の取材を通して、東京島嶼部が好きになりました。東京都にも
まだこんなに自然が残されているのだと感激しました。読者の皆さ
んにも、島の魅力が伝わればいいなと思います。（上田）

◇ 地熱発電所は1999年に運転開始した離島で全国初の施設であり、
20年近く島のベ－ス電源を支えてきた立派な施設でした。2022年に
新しい地熱発電所ができたら、その性能と施設を見に、また八丈島
を訪れたと思いました。（日比）

◇ 今号では取材の為伊豆大島を訪れました。土砂災害の爪痕がはっきり
と分かり、改めて自然災害の恐ろしさ、対策の重要性を痛感しました。
地のトビウオ刺身と御神火焼酎も格別！皆様足を運んでみてはいかがで
しょうか。（畑）

◇ 東京から南に約千キロの小笠原諸島。亜熱帯気候で元旦に海開きが
行われますが、れっきとした東京都です。今回、訪島による取材は叶い
ませんでしたが、観光局の根岸事務局長の熱いお話を伺って、行ったよ
うな親近感が湧きました。（宮崎）

◇ 今号から初めて取材・執筆・編集を経験しました。普段海の仕事をして
いるため、企画から特に思い入れがありました。島への熱いメッセージ
を語って頂いた哀川翔様、ご協力頂いた奥様には、心より感謝申し上げ
ます。兄貴の子育論も読者必見です！（本田）

◇ 初取材でトピックス２を担当し、御蔵島のイルカたちに会ってきました。
海と山、それぞれの魅力をぜひ感じていただけたら嬉しいです。まだま
だ知らない“関東にある土木の魅力”、今後も等身大でお伝えしていきま
す！（鈴木）

◇ 今号より委員に加わりました。担当した取材では興味深いお話を聞くこ
とができました。来年度の活動も楽しみです。建設コンサルタントの魅力
をより多くの方々に発信していけるよう頑張りたいと思います。（佐々木）

◇ 今年度から新たに委員会に加わりました。主力部隊が海へ向かう中、
東京を離れて群馬の山中に向かいましたが、大好きな草津周辺を娘と
共に取材することができて、大満足の一年となりました。八ッ場ダム完
成後の賑わいが楽しみです。（漆原）
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　C
i
v
i
l
エ
ン
ジ
ニ
ア
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子
育
て
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特
集
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身
近
な
大
自
然

　東
京
都
島
嶼
部

メ
ッ
セ
ー
ジ

　島
を
舞
台
に
、
大
人
こ
そ
本
気
で
遊
ぼ
う

　哀
川
翔
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